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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき』（著：かわせ　秋）お試し版が収録されています。
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　燦さん々さんと降り注ぐ太陽、見み渡わたす限りに広がる海。容よう赦しやなく船体を揺ゆらす波をかき分けて『純白の乙女号クイーンエリザベス』と名付けられた白い客船は進んでいた。

「海って、こんなにも広かったのね……」

　かっちりした洋装の船客が行きかうデッキに、手すりに肘ひじをついた少女が一人。

　ツバの広い真っ白な帽ぼう子しを被かぶり、さらりと長い髪かみをなびかせて人目を引いている。

　西洋人の持つ茶黒色ブルネツトとは違ちがう、青みを帯びた黒くろ髪かみ。衿えり元もとと袖そで口ぐちからフリルがのぞく和わ洋よう折せつ衷ちゆうな振ふり袖そで姿も、彼かの女じよをより際きわ立だたせていた。

　船が母国の日本を出たのは四十日ほど前のことになる。はじめこそ船ふな酔よいに苦しんだが、今はゆっくり海うな原ばらの景色を楽しむ余よ裕ゆうが出来ていた。

　向かうは大だい英えい帝てい国こくの首都ロンドン。聡そう明めいなヴィクトリア女王が治める、いまだ足を踏ふみ入いれたことのない遠い異国の陸りく影えいが見えるのを、今か今かとはやる心で待ちわびる。

（きっとそこには、彼らがいるはず……）

　果たして自分は受け入れられるだろうかと、わずかな期待と緊きん張ちように指を震ふるわせた、そのとき。海風にあおられて、ショルダーバッグから古びた図ず鑑かんが落ちた。

「おや、何か落とされましたよ」

　拾いあげた金きん髪ぱつの紳しん士しは、表紙の妖よう精せい画がと、幼い手くせでダイナミックに書かれた『ありさ』という名前を見て微笑ほほえんだ。

「日本のレディ、妖精が好きなのかな？」

「大好きです。ご親切に、ありがとうございます」

　つたない英語でお礼を言った有あり紗さは、表紙についた埃ほこりを払はらって、大事そうに抱かかえた。

「これは英国にいる父からの贈おくり物ものなんです……」

　異国に暮らす父を思って、何度も何度も寂さびしさを埋うめるように開いた図鑑は、有紗の宝物だった。紳士は、トップハットをずらして、周囲に連れがいないのを不思議がる。

「同行者の姿が見えないようだが……。お父上に会うために一人で船旅を？」

「ええ……。たしかに、会うためです……」

　有紗が言葉をにごすと、紳士は心配そうに眉まゆを下げた。

「女性の一人旅では何かと不便も多いだろう。船は、寄港が近づくに従ってトラブルが増えるもの。くれぐれもご注意を──おや？」

　不ふ穏おんな言葉に引き寄せられたように、船内に繫つながる階段をセーラー服姿の船員が大おお慌あわてで上ってきた。

「お客様の中に、荷物を間ま違ちがえてお持ちになった方はいらっしゃいませんか!?」

　どうやら、貨物室で荷物の取とり違ちがえがあったらしい。

　旅行バッグというのは色や形が似通っているから、いくら荷札に大きく名前を書いていても、うっかり入いれ替かわることがある。有紗の荷物は、貴重品用のショルダーとトランクが一つだけなので、貨物室には預けていない。無くなったのは他の船客のものだ。

「皆みな様さま、ご確かく認にんをお願いします。『アンセム』と入った一等級の箱です！」

「うちの荷だ。何があったんだい？」

「申し訳ありません、ロード・アンセム。どなたかが間違って持って行かれたようで……」

「このタイミングで間違えて、ではないだろう？　会社名の入った木箱だ。誰かが故意に運び出した可能性が高いね。困ったなあ。あれは日本でもなかなかお目にかかれない、見事な金きん襴らん手での伊い万ま里り焼やきなのに……」

　紳士は、ううむと困り顔で、サンシェードの下の椅い子すにすとんと腰こしかけた。

　大海原を閉じこめたような青い瞳ひとみは、日ひ陰かげに入ってなおもキラキラと輝かがやいている。目鼻立ちがはっきりした美び貌ぼうも手伝って、有紗に負けず劣おとらず周囲の視線を集めていた。

「惚ほれこんだ相手が急にいなくなるなんて、失しつ恋れんした気分だよ。私らしくもない……。そうは思わないかい、レディ」

　物もの憂うげに傾かたむけられた首筋の白さに、有紗は不覚にもドキリとした。

「ぶ、無事に荷物が見つかるように祈いのっていますわ。失礼します！」

　足早にデッキを離はなれて、ほてった頰ほおを押おさえながら、船内への階段を下りる。

　ニス塗ぬりの板いた壁かべや廊ろう下かを照らすアイアンランプは、地上の洋館にも劣らない設しつらえで、ここが海の上だと忘れそうになる。

「盗むといっても、船は逃にげ場ばのない孤こ島とうのようなものだわ。海に捨てていなければ、どこかにあるんじゃないかしら……」

　悩なやむ有紗の視界を、茶色の塊かたまりが横切った。ぎょっとして見れば、ずんぐりむっくりした体に土で汚よごれた着物を着た、膝ひざくらいの背せ丈たけの小人が歩いている。

「山やま童わろだわ……。日本の山中に棲すむ妖よう怪かいなのに、なぜここにいるのかしら？」

　向かう先には、船客と船員すべての食事をまかなう、この船で唯ゆい一いつの厨ちゆう房ぼうがある。併へい設せつされたレストランで、料理のおこぼれにでも与あずかるつもりだろうか……。

　そう思った矢先、山童は、厨房の手前にあった扉とびらをすり抜ぬけていった。

「ここは、貯ちよ蔵ぞう庫こ？」

　ドアプレートを見つつノブを回すと、タマネギやニンジンが入った大きな麻あさ袋ぶくろが目についた。山童は、袋ふくろの食材には目もくれず、隅すみに置かれていた木箱に吸いこまれていく。

　木箱の上部に打たれた釘くぎは、まるで焦あせって中を確認したように、ぞんざいに抜ぬかれている。手をかけて蓋ふたをずらすと、綿わたの梱こん包ぽう材ざいから鮮あざやかな色しき彩さいがのぞいていた。

「伊万里焼のティーセットだわ！」

　荷が見つかったと知らせると、金髪の紳士から盛せい大だいに感謝された。彼は、船員に運ばせた木箱をデッキのテーブルにのせて、カップを一つずつ取り出していく。

「どれも壊こわれていないようだ。荷に役やく夫ふが、船用のティーセットと間違えてしまったんだね。レディ、どうやってこれを見つけたのか教えてくれるかい？」

「え、えっと……」

　有紗は言葉につまった。廊下で見かけた妖怪のあとを追ったら置いてありました、と正直に言ったら、どんな反応をされるだろう。

　ためらっていると、木箱の陰かげから、例の山童が顔を出した。豆まめ粒つぶのような瞳が、ウルウルと揺れている。こんなに純真な目で見つめられては、噓うそなんてつけない！

「こ、この伊万里焼についた、山童という妖怪が歩いていたんです。妖怪というのは日本の妖精です。磁器の材料の石は山で掘ほってくるから、ついてきてしまったのだと思います。でも、怖こわがらないでください！　いわば守護神みたいなもの、だか、ら……」

　声が小さくなったのは、船員の顔つきがどんどん険けわしくなっていったからだ。

「妖精なんて子供だましを信じろと？　もしかしてお前は、貯蔵庫に盗みに入ったんじゃないだろうな。閉へい鎖さ的な東洋人の娘が一人で長旅なんて、変だと思っていたんだ！」

「なっ！　わたしはそんなこと、断じてしません！」

　反論しながら苦々しく思う。東洋人は西せい欧おうで大きな偏へん見けんにさらされていると、父が手紙に書いてくれたことはあったが、現実に直面すると気持ちのいいものではない。

　身の潔けつ白ぱくを示すため、あえて有紗は帽ぼう子しを脱いで、透すける碧へき色しよくの瞳をさらした。

「わたしは、有紗・Ｅ・ウィルバー。日本と英国の混血ハーフで、父は英国のウィルバー男だん爵しやくです。必要ならば、身分証を確認していただいても構いません」

　名乗ると、紳士の目が大きく見開かれた。

　まさか一人旅の少女から、英国貴族の名が出ると思わなかったらしい。

「も、申し訳ありませんでしたっ！　貴族のご令れい嬢じようと存じあげませんでっ！」

　打って変わって平へい身しん低てい頭とうする船員に、有紗の胸がもやりとした。

　様々な港を渡わたり歩あるく船乗りですら、この態度。

（英国では、わたしはどんな風に扱あつかわれるのかしら……）

　不安な気持ちをぬぐえないまま、客船は英国最大の港であるロンドン港に到とう着ちやくした。有紗は、トランクを持って陸おかに繫がるタラップを踏ふみ、念願の国の船着場にコツンと下りた。

「待ちたまえ」

　振ふり返かえると、後ろから、金髪の紳士が小こ粋いきなステッキを片手に下りてくる。

「先ほどは助かったよ、レディ・ウィルバー。私はアンセム伯はく爵しやくという者。何かあったらここへ連れん絡らくしてきなさい。必ずや、君の助けになろう」

　紳士が差し出した名めい刺しには、可か愛わいらしい翅はね妖よう精せいのシルエットが印刷されていた。

「妖精の……会社？」

「遠からず、とだけ言っておこうかな。君が見たと言っていた『妖怪』。この国で言うなら『妖精』だが──」

　はっとして顔をあげれば、アンセム伯爵から愛あい嬌きよういっぱいに片目をつむられた。

「──英国でも、彼らが見える者は稀まれだ。誰に何を言われても、自分の才能に自信を持って生きなさい。よい旅になるように祈っているよ」
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　妖怪が見えると話したとき、相手の反応は、おおまかに二つへ分けられる。

　未知の存在への好こう奇き心しんから、明るい興味を持ってくれる者。

　そんなものを目にするなんて、噓をついているに違いないと決めつける者。

　生まれつき見える有紗の周囲にいたのは、後者の方ばかりだった。特に名家出身の母は、有紗が『彼ら』の話をするたびにひどく叱しかりつけた。

　──次に妖怪の話をしたら、この家を追い出すわよ！

　そんな母の口くち癖ぐせが聞けなくなったのは、十三歳さいになった、ある春の日。

　いつものように部屋で父が送ってくれた妖精図鑑を開いていると、面めん倒どうを見てくれていた乳う母ばが息を切らせて駆かけこんできた。

　──お嬢様、お母様が天国へお逝ゆきになられました。

　馬車の事故だった。客車から助け出されたときには、もう息をしていなかったらしい。親不孝なことに、有紗は、白衣を掛かけられて横たわる母の亡骸なきがらを見ても涙なみだが出なかった。

　決して悲しくなかったわけではない。感情を上う手まく表せなかったのだ。そんなことを知る由よしもなく、泣きもしない有紗を誰が引き取るかで一族中がもめた。

　皆みなが嫌いやがったのは、その見た目にも理由があった。

　黒髪とアンバランスな碧色の瞳は、まるで色いろ水ずい晶しようをはめこんだよう。肌はだは血の赤が透けるほど白くて薄い。彫ほりは浅いながら、雰ふん囲い気きが日本人離ばなれしている。

　英国人の父を持つ以上、容姿にただよう異国風ふ情ぜいはどうしようもない。有紗も避さけられる理由は分かっていたから、一線を踏み越えて誰かと親しくなろうとはしなかった。

　結局、叔お母ばの家に引き取られることが決まって、海の向こうへ母の訃ふ報ほうを送ったが、なぜか父からの返事は貰もらえないまま三年。

　ようやく届いたのは、渡と航こうのための乗船券と、父の死亡通知。

　そして、ウィルバー男爵家からの呼び出し状だった。




「──まさか、父上が海の向こうに愛人を持って、子供まで作っていたとは」

　茶色の髪をかきあげた異母兄のきつい口調に、有紗は壁かべ際ぎわに立ったまま身を固くした。長旅で疲つかれていたが、家族が着くべき円えん卓たくに自分の席は用意されていない。

　男爵だった父エドモンド・ウィルバーは、亡き正妻との間に息子むすこを二人儲もうけていた。

　今吐き捨てたのが、細い眼め鏡がねとこけた頰が神経質そうな長男のクリス。

　スポーツマン風の恵めぐまれた体格と潑はつ剌らつとした顔立ちの次男リックは、わざと有紗から視線を外して鼻筋に皺しわを寄せている。

　リックの隣となりに座すわるのは、マカッサル油で髪をぺったりと撫なでつけた叔父のダッカー。その横で、黒いドレスの上にモーヴ染せん料りようの紫むらさき色いろが鮮やかなケープをまとったのは義叔母のジェリー。それ以外にも、クリスの妻から従い兄と弟こまで、娘の有紗よりはるかに父から縁えん遠どおい大人たちが顔を揃そろえている。

　父が英国の本や手紙を送ってくれていたおかげで、有紗は英語の読み書きは出来た。船旅の間に会話にも慣れたので、これが愛人の子に向けた意地悪だということも、すんなり吞のみこめた。

「あ、あの……」

　有紗が声を出すと、円卓の大人たちは一いつ斉せいに顔をしかめる。

「なんだ、アリス」

「アリスではなくて有紗です、クリスお兄様。皆様のお話をお聞きする前に、お父様のお墓にお参りしてもいいでしょうか？」

「霊れい廟びようにお前を入れる気はない」

「え……？」

　がく然とする有紗に、クリスは実に迷めい惑わくそうに告げる。

「父が亡なくなったのは半年も前。長く体調を崩くずしていて、また風か邪ぜをひいたと思ったら、そのまま眠ねむるように天国へ旅立った。葬そう式しきも埋まい葬そうもとっくに終わった。お前のことは、遺ゆい言ごん状じように名前が出てきたので、大急ぎで調べさせて分かった。この状じよう況きようで異国の娘が行けば、どんな噂うわさを立てられるか分からない。少しは頭を使ってくれ」

「で、では、わたしは、どうしてここに呼ばれたのですか？」

「お前に相続させなければならない財産があったからだ」

　有紗の足元に、ウィルバー男爵家の紋もんが入った便びん箋せんが落とされる。

　しゃがんで拾いあげると、『遺言書』の三文字が重たく目に映った。




　日本で暮らす娘、有紗・Ｅ・ウィルバーに、下記の財産を相続させる。

　一、エリカコート一番地の土地五十エーカー、及および建物二棟とう。以上。




「父は、家族に内ない緒しよでロンドン郊こう外がいに屋や敷しきを持っていたらしい。住むことは一度もなかったようだが、いったい何に使っていたんだか……」

「そこをわたしが頂ちよう戴だいしてもいいのですか？　本当に？」

「相続するものがあるだけありがたいと思え。隠かくし子ごのくせに」

「！」

　怨えん嗟さのこもった次じ兄けいリックの言葉に、有紗は、ビクリと肩かたを跳ねあげた。

　自分が疎うとまれる存在だとはいえ、やはりショックは隠かくせない。

「落ち着け、リック。相手は子供だ」

　次兄をいさめたクリスは、ゆったりしたそぶりで肘ひじ掛かけに手をのせた。

「父は、領地の他にも別べつ荘そうや農園を山のように持っていた。愛人の子など、使えない土地と屋敷で縁えん切きりできると思えば安いものだ。権利書を渡わたしてやれ」

　控ひかえていた従者から、封蠟シーリングに印璽スタンプが捺おされた大きな封ふう筒とうが差し出される。

「お前が相続したエリカコートは、利便性の悪いロンドン郊外にある。人ひと気けはなくとも、雨風をしのぐくらいなら出来るだろう」

「待ってください。日本までの旅費はいただけないのですか？」

　乗船券は往路しか同どう封ふうされていなかった。ウィルバー男爵家に来れば、復路の分を貰えると思っていた有紗は焦る。このままでは、日本に戻もどれない。

「わたしは乗船券を買えるほど、お金を持っていません」

「だから？」

　クリスが眼鏡をあげ直す。有紗は、歪わい曲きよくしたガラス越ごしに、侮ぶ蔑べつのまなざしを見た。

「母親と同じように、英国紳士でもたぶらかしたらどうだ。もしくは、そのヒラヒラした民族衣い装しようを売り払うか。遺言どおり遺産は分けたから、さっさと出て行ってくれ」

「そんな……」

　打ちひしがれる有紗を見て、円卓から嘲ちよう笑しようがあがった。有紗は悲しくなる。この人たちにとって自分は、事務的に相続書類を渡して『はい、おしまい』の関係だったのだ。

（家族扱いしてもらえるなんて、夢のまた夢だったんだわ……）

　辛つらかったけれど見下されるのには慣れていたから、有紗は、封筒を両手でかき抱いだいて深く頭を下げた。

「お世話になりました。さようなら、お兄様がた」




　ウィルバー男爵家を追い出された有紗は、とぼとぼとキングスロードを歩いていた。

　メイフェアに次ぐ高級住宅地チェルシーを走っていることもあり、行きかう馬車は各家の紋が入った特注品で、歩く人々も裕ゆう福ふくそうな身なりが多い。

　英国でははるか昔から『四月の雨が五月の花を咲かせる』と謳うたわれるとおり、空はどんよりと曇くもり、肌はだ寒さむさは、ケープをまとった有紗を容よう赦しやなく冷やす。

　寒いのは体だけではない。嘲笑で埋められた円卓や、冷れい淡たんな兄たちを思い出すと、心の奥まで凍こごえてしまいそうだ。

「仕方がないのよね……。異国から来たわたしは、疎まれているんだもの……」

　華はなやかなバッスルドレスをまとった少女とすれ違うと、さらに惨みじめになった。

　有紗の持ち物は、お墓参りで身に着けようと思っていた喪も服ふくと、男爵家への訪問のために持ってきた振り袖と帯が何枚か、父が送ってくれた妖精図鑑だけ。

　新しく洋服を仕立てる余裕どころか、住む場所も食べる物もない。

「とにかく、今日は、なんとかして寝ねる場所を見つけないと……」

　有紗は、封筒を開けて権利書と古い地図を広げた。赤いインクで円く囲まれた一帯が相続したエリカコートらしく、中央の開けたスペースに四角い印がある。

　父が家族にすら内緒にしていた屋敷だ。鍵かぎは貰っていないが、相続した今は有紗の財産なので、窓を割って立ち入っても犯罪にはならないだろう。

　もっともガラスは高価なので割るのは最終手段。長く人が住んでいなければ、どこかの鍵が緩ゆるんでいる可能性もある。……そうで、あってほしい。

　祈りつつ、有紗は地図を丁てい寧ねいに折おり畳たたんで、ショルダーバッグに入れた。

　ロンドン郊外のエリカコートまで徒歩で行くのは厳しい。

　辻つじ馬ば車しやを拾って移動するべきだが、あいにく手持ちの現金は、ウィルバー男爵家の家か令れいが別わかれ際ぎわに握にぎらせてくれたわずかだけ。代金を支し払はらうには心こころ許もとない。

　悩んでいると、目の前を三頭立ての長い馬車が通りすぎた。一定の料金さえ払えば、誰でも乗れるという乗合オムニバスだ。父はこれがお気に入りで、何度も手紙に出てきていた。

「これなら運賃を払えるかもしれないわ」

　ひらめいた有紗は、キングスロード端はじの乗合所まで行き、係員から一枚のチケットを買った。ロンドンを抜けて郊外へ行く便だ。

　はじめて乗った客車は、マントを羽は織おったお爺じいさんや子供連れの女性、パイプをふかす青年などでごった返していた。有紗は、御者台の近くに座ってトランクを膝にのせ、エリカコートのそばで降ろしてほしいと頼たのみこんだ。

　すると、御者は、思い出すまで少しかかってから「どうしてそんな場所に行くんだい？」と聞き返してきた。少女が一人で目指すには、ひどく辺へん鄙ぴな場所らしい。

　新しく住む家があるのだと説明すると、深い森の中のバス停に停とまってくれた。




　半券を渡してバスを降りると、木の匂においがした。

　辺りに建物は一軒けんもなく、荒あらい砂じや利りを敷しいた一本道が伸のびているだけだ。

　バスを見送って地図を開くが、製作年が古いのか、今いる道は記されていなかった。

（……本当にこの近くなの？）

　有紗は、バス停正面の森へと目を凝こらした。まだ真っ昼間なのに、木々で出来た暗がりは奥へ行くほど濃こくなり、自分まで闇やみの中にいると錯さつ覚かくしそうだ。

　どこからともなくウォォォンと響ひびく遠とお吠ぼえは、まさか狼おおかみのものだろうか。だとしたら、非常にまずい。野宿にでもなろうものなら、餌えさになって終わりだ。

　不安が募つのったそのとき、耳に「んしょっ！」と可愛らしい声が飛びこんできた。

　びっくりして見れば、少し離れた場所に立った七歳くらいの男の子が、大きな紙かみ袋ぶくろを抱え直していた。立ち位置的に、同じ乗合バスから降りた乗客だろう。

　地図に集中するあまり、小さな足音を聞きき逃のがしていたようだ。

「まったくもう。お使いは喜んで行きますけど、一度の量が多すぎです！」

　唇くちびるをツンと突つき出した彼は、コーデュロイのジャケットに茶色のズボンをはいて、紐ひもを通した革かわ靴ぐつという、どこかのお屋敷で行ぎよう儀ぎ見習いをしているような格好だった。

　地図ではこの付近に集落はないが、案外、新しく出来たご近所さんかもしれないし、そうなら是ぜ非ひとも屋敷までの道を教えてもらいたい。

「あ、あの！」

　意を決して声をかけたが、彼の姿はこつぜんと消えていた。

「え？」

　慌あわてて周囲を捜すと、男の子は、ちょうど斜ななめ前方にある、左右対たい称しように枝を伸ばす樫かしの間へ踏みこんでいくところだった。それだけではない。有紗の目には、彼の後ろをふわふわと飛んでいく、透ける翅を生やした美女の小人が見えていた。

「妖精だわ！」

　父がプレゼントしてくれた妖精図鑑にのっていた、花の妖精『エインセル』だ。主に花盛りの庭や公園に棲んでいる種族なのに、どうして森の中にいるのだろう。

　黄色いドレス姿の彼女を追って道を渡った有紗は、木々の間を縫ぬうように抜け道があることに気づいた。森は深く、出口は見えない。進めば迷うかもしれない。

　不安に縮こまる心を、衿えりの上からぎゅっと押さえる。

　旅費がないので、どのみち日本には戻れない。どうでもいい財産を分わけ与あたえられたことから鑑かんがみて、ウィルバー男爵家に、有紗の身を案じてくれる人間は残っていない。

　このまま行方ゆくえ知しれずになっても、困る人間はいないのだ。

「それなら恐おそれることはないわよね、お父様……」

　有紗は、全て捨て去る覚かく悟ごを決めて、森の中へと一歩を踏み出した。




　道は想像以上に険しく、男の子の足は速かった。動きづらい振り袖姿の有紗は、何度も見失いそうになったけれど、幸いにも分ぶん岐きがなかったので迷子にはならずにすんだ。

　息を切らしながら、先の細いブーツの靴くつ底ぞこで、湿しめった土を踏む。

　樹じゆ齢れいを経へた木々は、葉のシェードで陽光を遮さえぎり、見渡す限りの静せい謐ひつな空間を作り出している。まっすぐに伸びた幹が柱に、下した生ばえのシダが絨じゆう毯たんのようだ。

　肌に感じるのは、しっとりと水分を含ふくんだ空気。家庭や工場で燃やす石炭のせいでスモッグが立ちこめていたロンドン市内とは違い、ここは雨あがりのように清すが々すがしい。

　やがて、ずいぶん先で豆のように小さくなった男の子が、幹の間から射す黄色い明かりに溶とけこんでいった。森の終点のようだ。

　歩を進めた有紗は、明るみに出る直前で、広がる光景に息を吞んだ。

「ここは……」

　小高い丘おか一面を、真白いエリカの花が覆おおっている。小川は清らかにせせらぎ、宙を舞まうたくさんのエインセルが、淡あわい色合いのドレスをなびかせて華はなやいでいる。

「妖精って、こんなにたくさんいるものなのね」

　日本の妖怪は、夜道にぽつりと、家か屋おくにひっそりと、寂しく現れるのが普ふ通つうだったから、妖精が平和に群れている光景は、まるで楽園のようだった。

　夢ゆめ見み心地ごこちで歩いていくと、花の香かおりとは異なる誘ゆう惑わくが鼻をくすぐってくる。

（お砂糖が焦こげる匂いと、溶けたバターの香り？）

　匂いの先をたどると、丘を駆かけあがっていく男の子の背中が見える。

　彼が目指す頂上には、立派なお屋敷がたたずんでいた。

　横長の建物には大きな煙えん突とつが生えていて、その手前には同じ造りの平屋がある。辺りにただよう甘かん美びな香りは、前ぜん邸ていから盛んにあがる煙に起因するらしい。

　有紗は、小川のそばで地図を広げて、相続したエリカコートをまじまじと見た。

　森の中のたわんだ円形の位置に、建築物を示す大小二つの四角い印があり、その脇わきを一本の川が流れている。

　顔をあげれば、地図そのままの現実がある。

「まさか、ここがそうなの？」

　有紗は、驚おどろくと同時に困ってしまった。先住者がいるなんて聞いていない。

　父が、誰かを住まわせて賃ちん貸たい契けい約やくを結んでいたとしたら、契約まで相続していない有紗は、住むことはおろか触さわることも許されないだろう。

「どうしよう。いったん戻って、契約書があるかどうか確認した方がいいかし、ら……」

　その思いも、森の暗さを目にすると萎しぼんでいった。すでに時刻は午後に入り、太陽が傾きはじめている。道を引き返したところで、バスは明日の朝まで通らない。

「せ、せめて一晩だけでも泊とめてくれるように交こう渉しようしましょう！」

　有紗は、藁わらにもすがる思いで突とつ撃げきすることにした。

　なだらかな丘を越こえると、さらに屋敷は大きくそびえる。灰色屋根と煙突は定じよう規ぎで引いたようにまっすぐで、壁を埋める白しろ漆しつ喰くいは、塗りたてのクリームみたいだ。

　前邸の中央には四角いエントランスがある。蔦つたが絡からんだ二本の柱をくぐると、真っ白い扉に下げられた陶とう器き札ふだが目についた。『OPEN』と書かれている。

「……どういうこと？」

　不ふ審しんに思いつつ、呼び鈴に手を伸ばした瞬しゆん間かん、扉が開かれた。

　前邸の中でノブを引いていたのは、気が遠くなるほど美しい青年だった。

　さらりとかきあげた金の髪と涼すずやかな琥こ珀はく色いろの瞳は、陽に透かした蜂はち蜜みつのように甘やかにとろけ、まっすぐな鼻び梁りようと薄い唇は、小ぶりな顔を引きしめている。

　長身に着た黒い燕えん尾び服ふくには上品な光こう沢たくがあり、襟えりとカフスの純白がいっそう映はえる。装そう飾しよくと呼べるものは、ベストのボタン穴に通した金色のアルバートチェーンだけ。

　黒と白と金の、きっぱりとした装よそおいだった。

　彼は、腕うでをあげたまま硬こう直ちよくする有紗に、愛おしげな笑えみを落とす。

「──お帰りなさいませ、お嬢様」

「……え？」

　思わず、有紗は、ぽかんとしてしまった。

　訪おとずれたことのない屋敷の玄げん関かんで聞くには、あまりに場ば違ちがいな挨あい拶さつだったから。
















（もしかして、わたしが来ると知らされていたのかしら？）

　青年が身に着ける燕尾服は、執しつ事じの制服として用いられるものだ。もしかしたら、ウィルバー男爵家が気を利きかせて、森での生活を助ける使用人を雇やとったのかもしれない。

（こんなに綺き麗れいな人にお世話されるの？）

　そう思ったら緊張してしまって、有紗はトランクの持ち手をぎゅっと握りしめた。

「た、ただいま……」

　こんな台詞せりふ、口に出したのは何年ぶりだろう。日本でも、笑え顔がおで家に迎むかえ入いれてくれる人なんていなかったから、ただの挨拶すら気き恥はずかしい。

　青年は、縮こまる有紗の緊張をほぐすように、すらすらと話しかけてくる。

「はじめてお目にかかります。私はギルフォードと申します。どうぞ、ギルとお呼びください。お名前を伺うかがっても？」

「わたしは、有紗です」

「有紗様。愛らしいご容姿にぴったりのお名前ですね。失礼ですが、ご不幸が？」

　ギルの視線が有紗のショルダーバッグに向いた。

　鞄かば口んぐちから、乗船券と一いつ緒しよに届いた、黒くろ枠わくの封筒がのぞいていたのだ。

「ええ。親族が亡くなったと知らされて……」

　答えながら不思議に思う。どうして彼はそんなことを聞くのだろう？

　ギルが男爵家に雇われた使用人なら、父が死んだことも、有紗が相続してここに来たことも、あらかじめ織りこみ済みのはずなのに……。

「出過ぎたことをお聞きしました。けれど、ここにいる間は、すべての辛いこと、悲しいことをお忘れください。ここは現世とはかけはなれた場所──」

　ギルは、そう言いながら右手側に二歩進むと、ターンして燕尾をくるりとなびかせ、革靴の踵かかとをぴったりと合わせて、大おお仰ぎような仕草でお辞じ儀ぎした。




「──ようこそ、『執事喫きつ茶さシュガーリィテイル』へ」




「し、しし、執事で、喫茶？」

　馴な染じみない言葉が、二つも組み合わさっていたので、有紗の口はもつれた。

　執事は使用人の役名で、喫茶はお茶をたしなむことだが、繫げられると解かい釈しやくに困る。

　ヒントになるのは、ギルの後ろに広がる室内の様子だ。

　白い桟さんのついた大窓が左右にあり、陽光によって明るく照らされた広い室内に、素材も色も装飾も様々なティーテーブルと椅子が、不規則に設置されている。

「ひょっとして、ここは、お店、なの？」

　理解しきれない顔の有紗に、ギルはにこやかに拍はく手しゆを贈った。

「ご名答です。ここは喫茶店。いわば、コーヒーハウスの紅茶版でございます」

　コーヒーハウスとは、ロンドン中にある、酒を提供しない社交場のことだ。

　提供されるのは主にコーヒー。灯あかりを絞しぼったうす暗い空間で政治・経済・文化が語られ、アイドルと呼ばれる美女の給きゆう仕じが華はなを添えている、と父の手紙に書いてあった。

「それなら名前だけは知っています。男性のための社交場だと聞きました」

「ここは女性も入れるのですよ。今までになかったでしょう？」

　ギルが片目をつむると、窓辺で日向ひなたぼっこしていたエインセルが黄色い悲鳴をあげた。

　気持ちは分かる。煌きらびやかな美形が、これでもかと愛嬌を振りまいているのだ。心躍おどらない方がどうかしている。

　有紗はというと、躍るというよりは胸むな騒さわぎがしてならない。

（女性向けのお茶をたしなむ店に、給仕ではなく執事……）

　一見、無関係そうに見える結びつきに気づくのに、さほど時間はかからなかった。

「分かったわ。男性向けのコーヒーハウスに美女の給仕がいるなら、女性には美形の執事を宛あてがおうということね。挨拶が『お帰りなさい』なのは、執事の設定を生かすため？」

　推理は当たっていたらしく、ギルは多くを語らずに窓辺の椅子を引いた。

「ここにいらしたお客様は全て、私がお仕えする主人なのです。どうぞおかけください」

　有紗が座面の前に立つと、腰かけるタイミングで椅子を差しこまれる。

　視界には、先ほど登ってきた丘が広がる。春の陽気に照らされた世界は、風に揺れる花も、笑いさざめくエインセルも、何もかもがまばゆい。日ひ陰かげ者ものとして生きてきた有紗は、今すぐに飛びこみたいような、逃げ出したいような、複雑な気持ちになってしまう。

「……とても、綺麗だわ……」

「私の自じ慢まんの景色です。異国からお見えのようですが、紅茶はお好きですか？」

「あまり飲んだことがありません。普ふ段だんは日本茶──ええと、『緑茶グリーンテイー』といえば分かりますか？」

「茶葉を発はつ酵こうさせずに煎いれるものですね。お家うちではいつもそれを？」

「はい。けれど……お茶をおいしいと思えたことが、あまりなくて」

　叔母の家で出されるのは、たいていが香りの飛んだ、ぬるい黄緑色の液体だった。

「そうでしたか。残念ながら、当店には緑茶のご用意がないのです。紅茶はまったく召めしあがりませんか？」

「幼い頃ころ、父が淹いれてくれました」

　傾きはじめた太陽が、人も家もテーブルも温かな黄こ金がね色いろに染めあげる時間に、父の膝で飲む甘あまい紅茶は、ほっぺたが落ちるくらいおいしかった記き憶おくがある。

「お久しぶりの一杯ですか。それならば、とっておきを選定しなくては……」

　顎あごに手を当てて考えこんだギルは、次の瞬間には、ぱっと顔色を明るくした。

「おあつらえ向きの、よい茶葉があります。少々お待ちを」

「え？　あ、あの──」

　呼び止める声は、タイミング悪く鳴った柱時計のベルにかき消された。

　びっくりしている間に、ギルの背は廊下の奥へと消えてしまう。

（お金を持っていないのに、どうしよう……）

　ここは店なのだから、このままでは紅茶の代金を請せい求きゆうされるに決まっている。

　払えないと言ってしまえば、飲み逃げで警察沙ざ汰たにもなりかねない。

「下手をしたら牢ろう屋やが新居になるかもしれないわ……」

　怯おびえる有紗の視界に、白いものがぬっと現れた。

「こん、にちは……」

「ひゃっ！」

　悲鳴をあげた口に、人差し指が押し当てられる。

「しーっ。うるさいの、ダメ……」

　無気力な口調でとがめるのは、白いコック服を着た浅黒い肌の少年だった。

　重たい二重が眠そうだが、褐かつ色しよくの瞳は、有紗をしっかりと見すえている。

　ここに先導してくれた男の子と同じく、体にエインセルをまとわりつかせていて、その数といったら十じつ指しに余るぐらいだ。彼女たちのお気に入りらしく、肩に座る順番を取り合いっこはするし、混乱にまぎれて頰にキスする者までいる。

　そんなに好かれているのに、彼には見えていないらしい。

　騒さわぐ妖精には見向きもせずに、溶けたバターが香るケーキの皿をコトリと置いた。

「焼きたての『メイズ・オブ・オナー』……あげる……」

「あ、ありがとうございます。ではなくて！」

　有紗は、伝えなければならなかった。自分はこの土地と屋敷の相続者で、お金は乗合バスの料金を払った残りしかなくて、普通の人間には見えない『妖精』が見える──。

（最後のは必要ないわ）

　ぎゅっと唇を嚙かむと、コック服の脇わきから、胡桃くるみ色いろの頭がぴょこんと飛び出した。

「はじめまして、お嬢様！」

　先ほどの男の子だった。ジャケットからグレンチェックのベストに着き替がえた彼は、抱えていた銀のトレイからミルクピッチャーを下ろして、愛らしくはにかむ。

「僕ぼくはトニーといいます。こっちは菓子職人パテイシエのマオ兄さんです。ギル兄さんの淹れる紅茶は世界一おいしいんですよ！　きっと気に入ります！」

「ええと、気に入るとか、そうではなくてね」

　退店するきっかけを得られないまま、ティーテーブルに揃えられていくお茶の支し度たくに、くらりと目め眩まいがする。このままでは、本当に、まずい！

「あの、聞いてほしいのだけど、実は、わたしは──」

「二人とも、有紗様を困らせてはいけませんよ」

　ガラガラと金色のワゴンを押してギルが戻ってきた。

　その上には、ボタニカルフラワーが描えがかれた桃もも色いろのティーセットがある。肝かん心じんのティーポットはというと、薔ば薇ら柄がらのキルトコジーに隠れていて見ることが出来ない。

「蒸むらし時間は三分半。いい頃合いです」

　懐かい中ちゆう時ど計けいをポケットに落としたギルは、素す早ばやくキルトコジーを外した。

　現れたのは、カップと同じ絵え柄がらの小ぶりなポットだった。ギルは、カップを温めていた湯を手早くサーバーにあけて、穴の開いた茶こしスプーンを縁ふちにひっかける。

　傾けたポットからカップへと、紅色の茶液が注ぎこまれる。七分目ほどまで満たしたところでカップをソーサーにのせたギルは、優ゆう雅がな手つきで有紗の前へと出した。

「どうぞ、至し極ごくの一杯を」

　白く立ちのぼる湯気にのって、瑞みず々みずしい草原を思わせる芳ほう香こうがする。

　家を追い出されて、そろそろ喉のどが渇かわいた少女にとっては、魔ま性しようの香りだ。

（さ、最悪、着物を質しち屋やに入れてお金を作ってくればいいわ！）

　誘惑に負けて、有紗はカップのハンドルに指をかけた。

　熱そうな表面を吹ふいて、そうっと口をつける。ほんの少し傾けて、最初の一口。

　その瞬間、草原を流れる春風のような香りが鼻に抜けた。

　色合いは冬の夕焼けに似て淡いのに、味がしっかり感じ取れる。それでいて、後味はわずかな苦みが爽さわやかに残るだけで、紅茶特有の渋しぶみはまったくない。

「──おいしい。こんなにおいしい紅茶を飲んだのは初めて」

　すっかり夢中になって口をつけていると、ギルが嬉うれしそうに注つぎ足たしてくれる。

「こちらの茶葉は、ダージリン産の中でも、もっとも薫かおり高だかいといわれる二番摘みセカンドフラツシユ。この店でお出しできる最高級品でございます」

「最高級品!?」

　とんでもないものを口にしてしまったと、有紗は真っ青になった。

　紅茶は嗜し好こう品ひんだ。最高級となれば宝石にも匹ひつ敵てきする価値がある。

　この一杯の値段なんて、てんで見当もつかない。

「ごめんなさい、飲むべきではありませんでした！」

　音を立ててカップを置いた有紗は、教会の懺ざん悔げ室しつに入った迷い子みたいに手を組んだ。

「わたしは、お客としてここに来たわけではないんです。誤解されるような真ま似ねをしたことを謝あやまります。ギルが……あなたが、あまりにも優やさしく迎むかえてくれたから……」

　言い訳がましいと思いつつ、有紗は弁べん解かいを止められなかった。商品に口をつけてから言う台詞ではない。それなのに、ギルはあくまで冷静に話を聞こうとしてくれる。

「お客様でないなら、有紗様はなぜここにいらしたのですか？」

「ここに由ゆ縁えんがあったからです。実は、わたしは、前ウィルバー男爵の娘なんです。そして、新たにこのエリカコートの土地と屋敷を相続した人間でもあります。だから──」

　ここに住まわせてください。と続くはずだった言葉は、冷たい一声にかき消された。

「馬ば鹿かなことを言わないでください」

　ギルの声だった。有紗が視線をあげると、先ほどまで琥珀のように輝いていた瞳に、嫌けん悪おがありありと浮うかんでいた。

「エドモンド様が亡くなられたのは半年も前です。よりによって、貴女あなたのような少女が、彼の愛したこの場所を相続したと？」

「信じられないかもしれませんが、相続は正当です」

「貴女に、ここの主人は務まらないと思いますよ」

「出来ないと決めつけないでくださいっ！」

　思いがけず大きな声が出て、有紗は自分でも驚いた。女性らしくない態度だけれど、真しん剣けんな気持ちを伝える方法を他に知らないから、勢いに任せるしかない。

「たしかに、わたしは頼たよりなく見えるかもしれません。けれど、これから立派な主人になれるよう、資産の管理についてたくさん勉強します！」

「いくら知識をつけても不可能なことはあります。現実を直視せずに、やれば出来ると主張するのは、世間知らずの発想です」

　ギルは、厳しく言い添そえて、ティーテーブルが並ぶサーブルームを見渡した。

「ごらんください。広くて快適な店には、維持費だけでなく高額な税金がかかっています。それを、主人オーナーであるエドモンド様は、毎年お支払いくださっていた。ここを相続するということは、その責任もすべて負うということです。一杯の紅茶代も払えない貴女に、年間三百ポンドもの大金を用意できるのですか？」

「それは──」

　出かかった言葉を吞みこんで、有紗は唇を嚙んだ。

　三百ポンドは、日本円の時価に換かん算さんして七百五十万円ほどにもなる。

　あっさり払える額ではない。他から都合するにも、東洋人への偏見が根強い英国で、手に職もない少女がまともな仕事につくのは至し難なんの業わざだ。

「──ごめんなさい。相続が、どれだけ重大なことか、分かっていませんでした……」

　なすすべなく有紗が黙だまりこんでしまったので、ギルは、ふうと溜ため息いきをついた。

「……私も、相続者については、そろそろウィルバー男爵家に問い合わせるつもりでいました。貴女は、書類が間違っていたようだと噓をついてお帰りなさい。それならば、私がお出しした紅茶の代金はいりません。よろしいですね？」

　小さな子供に向けるような口調で諭さとされて、有紗はうなずくよりなかった。

　十分すぎる譲じよう歩ほだ。生まれて初めて航海に出て、ロンドン郊外の心地ここちいい丘までほんの少しの冒ぼう険けんをして、一銭も払わずに一杯のおいしい紅茶を手に入れた。

　絵本の中の主人公みたいに、ハッピーエンドにはたどり着けなかったけれど。

「……ごめ……い」

　ぽつりとこぼした言葉に、ギルは眉をひそめる。

「なんです？」

「何も出来なくて、ごめんなさいっ！」

　有紗は、トランクをつかんで、逃げるように外へ走り出た。後ろでトニーが呼んでいたが止まらなかった。オレンジ色に染まった空の下を、森に向かって一目散に走る。

「わたしは、なんて馬鹿なの……」

　こんなところまで来て、ようやく実感する。

　有紗は、妖怪や妖精が見えても、他に有益な才能も、財産も持たない。日本でも英国でも必要とされないのは、生まれや見た目が普通の少女と異なるからではない。

（わたしが役立たずだからだったんだわ）

　暗い森に飛びこんで、がむしゃらに進む。もう抜け道なんて見えていない。

　動くことに慣れていない体は、息をするだけで肩が大きくあがる。

　口に残るのは、やさしい苦み。

　脳のう裏りに浮かぶのは、丁てい寧ねいに心を砕くだいてもてなしてくれた、金色の執事の笑顔。

　後こう悔かいにさいなまれた足どりは徐じよ々じよに重くなり、足あし下もとを小さな影が横切って、完全に止まった。目を凝らすと、ゴツゴツした岩のような頭に、三角帽を被った小人が歩いている。

「……ゴブリン？」

　彼らは洞どう窟くつの奥や鉱山の地下に棲む妖精だ。こんな人里近い場所にいるのは珍めずらしい。

「近くに、洞窟でもあるのかしら……」

　有紗は、ふらりとあとを追いかけた。ゴブリンは、どんどん険しくなる地面を進み、シダの海を抜けて、大きな楢ならの根元に開いた洞うろに入っていく。

　洞は大人がくぐれるほど大きかったので、有紗も難なく通り抜けて、穴の底にブーツの踵をつこうとした──が、靴底が当たるべき場所に、地面がない！

「きゃああああああっ！」

　体勢を崩した有紗は、長い袖そでをなびかせて、穴の中へと落っこちた。しかし、浮ふ遊ゆうは長くは続かず、どしゃりと重い音を立てて、とびきり大きな尻しり餅もちをついた。

「いっ、たたたた……。っ！」

　体を起こしてぎょっとする。真っ暗な地中にあるはずのない、無数の炎ほのおに囲まれていたからだ。赤々と燃える松明たいまつを持っていたのは、十匹ぴきほどのゴブリンだった。

『あん？　なんだぁ、おめぇ？』

　訛なまりの強いクイーンズイングリッシュを聞いて、有紗は震えあがった。

　妖精が人間の言葉を話す、ということは、彼らの近くに人間がいた証あかしだ。

　アイルランドで起こった飢き饉きんの影えい響きようで、ロンドンには飢うえから逃のがれるために不法入国した人々がたくさんいると船旅で聞いた。まさか、ここにも誰か住み着いているのでは。

　有紗の不安は、ゴブリンの次の言葉に払ふつしょくされた。

『いいことにすんべ。客なんて何年ぶりだべなぁ』

「こ、ここには、あなたたちの他に人間はいないの？」

『いるわけねぇべ、こんなところさ』

　当然のように答えて、ゴブリンは有紗についた土つち埃ぼこりを払う。土のついた手で撫なでられて、かえって着物は汚れたが、善意でやってくれているから止めなかった。

「ありがとう。あなたたちは昔からここに住んでいるの？」

『んだ。ここは、おらたちの洞窟だもの。ん？　おめぇ、エドの匂いがすんなぁ』

『なんだて？』

　後ろで見ていたゴブリンもぞろぞろ近づいてきて、丸い鼻をくんくん動かす。

『エドの匂いだ』『女の子だったが？』『じじいだべさ』『じじいってのは人間だべよ』『んだ、エドは人間だった』『こいつは、人間だ』『んだば、エドだべっ！』

　筋すじの悪い伝言ゲームで、ゴブリンは、盛大に誤解した。

『エドが帰ってきたぁっ！』

　一気にお祭りムードが高まる中、有紗はひとり疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

「エドが、って……。あなたたちは、エドモンド・ウィルバーを知っているの？」

『知ってるも何も、エドとおらがたは友達だろぁ』

「とも、だち？」

　正直、拍ひよう子し抜ぬけした。父が妖精と心を通わせていたなんて知らなかった。

　ゴブリンは、固そうな顔をくしゃくしゃに丸めて笑う。

『エド、何して遊ぶべが？』

「あの、わたしはエドではないんです。その娘で……」

『娘ぇぇぇぇーっ!?』

　誤解を訂てい正せいしたつもりが、ゴブリンたちは興奮した様子でいきり立った。そのまま有紗の体の下に潜もぐりこみ、神輿みこしでも担かつぐように胴どう上あげして、洞窟の奥へ運んでいく。

『ついに来たべ！』『約束を果たす日だぁ！』

「いったい、なんのことなのーっ！」

　叫さけんだ瞬間、固い地面にごろりと転がされた。ゴブリンたちは一斉に松明を掲かかげる。

『エドが言ってただ。いつか、娘が来たら、これを渡してけれと！』

　辺りがチカチカと眩まぶしい。うつぶせになっていた有紗は、顔をあげるなり目を見開いた。

「壁が、光ってる？」

　松明の明かりを受けて白銀色に照てり輝かがやいているのは、四方の岩がん盤ばんだった。

　近づいて岩いわ肌はだを撫でると、氷のように冷たい。

「まさか、これは──」




「信じられません。ギル兄さんが、女性にあんな冷たい態度を取るなんて！」

　ぷうと頰を膨ふくらませてサーブルームの床ゆかを掃はくトニーに、コック服の首元をくつろげたマオが、ティーテーブルの備品を数えながら答える。

「……帰れた、かな……」

「追いかければよかったですね。あの時間だと森の中は暗くなりはじめてます……」

　トニーがちらりと見た柱時計は、もう夜の八時を指さす。表は真っ暗だ。

「……たぶん……馬車で、来てるから……」

「そうでしょうか。丘を登る前にアプローチを見渡したけど、一台も見ませんでした。もしも同じ乗合バスで来ていたら、僕が乗ってきたのが最終便です……」

　表情を曇らせるトニーの巻き毛を、マオは、ぐしゃぐしゃとかき混ぜた。

「トニーは、悪くない……」

「じゃあ、悪いのは誰ですか？」

「……それは──」

　言葉半ばで、チリン、と玄関の呼び鈴が鳴った。

「さっきのお嬢様が戻ってきたのかも！」

　トニーは、カエルのように跳ねあがって戸口に向かうと、急いで扉を開けた。

「お帰りなさいま──」

「こんばんは！」

　明るい顔でエントランスに立っていたのは、長い袖を両手に持った有紗だった。桃色の着物は土埃でくすんで、まっすぐな黒髪はあちこちがはねている。

「何があったんですか！」

「紅茶の代金を持ってきました。ギルを呼んでくれる？」

「は、はいっ！　少々お待ちください！」

　慌てて奥に駆けていくトニーを見送った有紗は、右手側のサーブルームに入った。

　ペンとボードを持って立つマオが、不思議そうに足下を見つめてくる。

「……鞄、浮いてる……？」

「いいえ。持ってもらっているの。友達に」

　有紗がにこりと笑いかけた先には、万ばん歳ざいした腕でトランクを運ぶ、三匹びきのゴブリンがいた。みんな土で汚れていて、綺麗に磨みがかれた床に足あし跡あとをつけてしまっている。

「ここまで運んでくれてありがとう。またみんなに会いに行くって伝えてくれる？」

　有紗が言うと、ゴブリンは、『へばな！』と独特の相づちを打って鞄を下ろし、前邸から出て行った。

「売上の集計が終わっていないというのに、なんの騒ぎですか？」

　億おつ劫くうそうに店頭に現れたギルは、うす汚よごれた有紗を見るなり、目を見開いた。

「有紗様、お怪け我がをなさったんですか？」

「え？　違うけれど……」

「では、なぜこんなに汚れているのです!?」

　ギルは、有紗に駆け寄ると、心配そうに全身を見回した。

「どうして、あのままお帰りにならなかったのですか！　こんなに暗くなるまで馬車を待たせていたら、家に戻りづらくなるでしょう？」

「馬車はいないわ。それにどうせ戻っても泊めてもらえない。わたしはウィルバー男爵家に呼ばれて日本から渡航してきたのだけれど、帰りの手段は用意されていなかったの。男爵家への滞たい在ざいも認められず、エリカコートの権利書だけ渡されて追い出されたのよ。ちなみに現金もほとんどないから、ホテルの部屋も取れないし、水も食べ物も買えないわ」

「──ない？」

　一息に説明すると、ギルは面食らったようだった。

「エドモンド様の娘でありながら、ここの権利書しか持っていないと？」

「ええ。男爵家の人たちは、相続した屋敷で雨風くらいはしのげるだろうって」

「そんな重大なことを、なぜ黙っていたんです」

「あなたが、帰れって言ったから」

　負けじと言い返すと、ギルは、ヒクリとこめかみを動かした。

　有紗はその場に座りこんで、もたげた袖に入れてきた、あるモノを持ちあげる。

　真っ黒でゴツゴツしていて、一見すると炭のようにも見えるが、断面では白銀の粒りゆう子しが輝いている。見た目以上にずっしりした、丸い塊だ。

「それは……銀ですか？」

「ええ。近くの森の中で『妖精』の手を借りて掘ってきたものなの」

　有紗の口から出た言葉に、トニーとマオはびっくりした顔を見合わせた。

　船員がそうだったように、子供だましと罵ののしられる覚悟をしていたけれど、ギルは意外にも「貴女には見えるのですね……」と受け入れてくれた。

「しかし、このエリカコートに銀があるだなんて、聞いたことがありません」

　手て渡わたされたギルは、銀ぎん鉱こうをいぶかしげに回し見る。

　マオとトニーにも一個ずつ渡した有紗は、これ見よがしに胸を張った。

「聞いたことがないのは、お父様が相続者以外に秘密にしていたからよ。ちなみに、銀ぎん鉱こう洞どうへの入り口は完全に隠されているから、あなたたちには見つけられないでしょう」

「……何をおっしゃりたいのです」

「とても簡単なことよ」

　今までは気弱でも許された。けれど、これからは違う。有紗は、自分の手が動くだけしか手に入れられないし、自分の足が伸びる場所でしか生きられない。

　平等にめぐり来る時間の中で、自分に出来ることを精いっぱいやっていけば、上手くいくと信じるしかない。

「エリカコートを相続したのはわたし。次の納税時にお金を納められなければ、この土地と屋敷は取りあげられてしまうでしょう。あなたたちには税金を納める主人が必要で、わたしには住む家が必要なの。わたしをここに置いてくれるだけで、どちらも叶かなうわ。ギル」

　有紗は、きゅっと唇を引きしめて、高い位置にあるギルの顔を見上げた。まっすぐに背を伸ばしたまま、手を両りよう脇わきから滑すべらせて、正座した膝の正面で重ね合わせる。

「改めてお願い申しあげます！　わたしを、エリカコートの新しい主人として、ここに住まわせてください!!」

　がばりと頭を下げると、ギルはしばらく沈ちん黙もくしたあとで、ぼそりと漏もらした。

「──お願い？」

　そして「くくくっ」と肩を揺らした。震えは次し第だいに大きくなり、ついには哄こう笑しようになる。

　盛大に笑われた有紗は、頭をあげてむっと眉まゆ根ねを寄せた。

「わたし、何か変なことを言った？」

「相続者は貴女なのだから命じればよいでしょうに。『ここに住むのを認めなさい』と」

「あ」

　世間知らず呼ばわりが頭にきて、すっかり忘れていた。せっかく交渉の切り札を掘ってきたのに、場に出すタイミングを間違えてしまったようだ。しかし、心はつかめたらしい。

　ひとしきり笑ったギルは、有紗の顎を長い指で持ちあげて、執事にしては尊大に笑む。

「新たなる主人の同居を認めましょう。貴女は素す晴ばらしい度胸をお持ちだ。エドモンド様を思い出します」

「お父様を？」

「人を驚かせるところはそっくりですよ。あの方は、俺おれをここに連れて来たときもそうでしたから……」

　昔を懐なつかしむ顔で言われると、気になってしまう。

　若くして森の屋敷の執事になった彼と父に、いったいどんな経けい緯いがあったのか。

「俺は、税金を確実に納めてくださる人間なら、ウィルバー男爵家の誰が新しい主人になっても異論はありません。ここで執事喫茶をやっていければそれでいい。部屋はたくさん空あいています。貴女の屋敷ですからお好きにどうぞ。──ああ、そうだ」

　言うだけ言って本ほん邸ていに戻りかけたギルは、半身で振り返った。

「そうですね。貴女は、役立たずではない」

　肖しよう像ぞう画がの貴人のような作り笑顔を見せて、再び本邸に向かって歩いていく。

　左右にひらひらと揺れる燕尾は、ツバメというより金魚の尾おのようだった。

「役立たず、ではない……」

　おうむ返しをして、ようやく実感する。有紗は、ギルを圧あつ倒とうできたのだ。

「み、認められましたよ。ギル兄さんが口で勝てないなんて、初めて見ました！」

「……明日は、雪……」

「かもしれないですね、マオ兄さん！」

　楽しげな二人に向き直って、有紗は、丁寧にお辞儀をした。

「わたしは有紗・Ｅ・ウィルバーといいます。これからよろしくね」

「はいっ、よろしくお願いします！　それでは、本邸にご案内しま──」

　トニーは、有紗の汚よごれ具合に目を細めてから、丸い頰にえくぼを作ってはにかんだ。

「最初に、バスルームにお連れしますね！」
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　──妖よう精せいを見ただって？　有あり紗さ、あまりそれを言いふらしてはいけないよ。

　机より小さな背せ丈たけの有紗が『庭で耳の生えたカエルを見た』と告げると、書類整理を中断して膝ひざにあげてくれた父は、気難しい顔で諭さとした。それが有紗は不満だった。

　見えたものを見たと、素す直なおに口に出すことが、なぜいけないのだろう。

　反論すると、父は、おしゃべりな有紗の口を人差し指で塞ふさいだ。

　──有紗。妖精よりも人間をよく見なさい。

　そうでないと、いつか、ひとりきりになってしまうよ。




「だって、本当にいたのよ。お父様……」

　呟つぶやきながら、有紗は、深い眠ねむりから覚めた。ぼやけた視界には薔ば薇ら画がの天てん井じようが映る。

　顔を横向ければ、カーテンの隙すき間まから見える白んだ空を、黒い鳥が横切っていく。

　清潔なアイリッシュリネンに包まれた、うす暗い朝だ。

「そうだった。わたしは執しつ事じ喫きつ茶さに来たんだわ」

　昨日は、男だん爵しやく家けを追い出されてエリカコートの執事喫茶にたどり着き、樹じゆ洞どうの下に広がる洞どう窟くつに落っこちてゴブリンと銀を掘ほるという、まったくもって充じゆう実じつした一日だった。

　くたくたに疲つかれながらもギルを銀で納なつ得とくさせた有紗に、トニーが案内してくれたのはタイル張りのバスルームだった。

　全身が沈しずむくらい、たっぷりとお湯を溜ためたバスタブで汚よごれを落とした有紗は、用意されていたネグリジェに着き替がえて、自分に宛あてがわれた部屋に入るなり驚おどろいた。

　どこもかしこも可か愛わいらしく装そう飾しよくされていたからだ。

　レースの天てん蓋がいを垂らしたベッドとキャビネット、ドレッサーは揃そろいの猫ねこ脚あしで、照明はクウォーツ仕立てのシャンデリア。壁かべには光こう沢たくのある布が張られていて、床ゆか一面をローズカラーの絨じゆう毯たんが覆おおっている。

　用意をしていたわけではなく、ゲストルームの中で最もいい部屋という話だった。それにしては、年とし頃ごろの少女が暮らすことになると分かっていたような内装だ。

「これもお父様が作らせたのかしら？」

　ギルが言うには、父は人を驚かせるのが上う手まかったらしい。

　有紗にとっては、いつも書しよ斎さいで仕事をしている真面目な人だった。お茶の時間には膝に抱だきあげてくれたけれど、決して甘あまやかされることはなかった。

　ましてや、妖精が見えるだなんて想像もしなかった。

「……もうお聞きすることは出来ないんだわ」

　相手は、知らないうちに天国に行っていた。母のときと違ちがって、亡骸なきがらを見ることさえ叶かなわなかったせいで、有紗は、まだ気持ちの整理がつかない。

　トランクを開けて、底に大切にしまっていた、たとう紙しを引き出す。

　中には、深い色合いの喪も服ふくが入っている。上質な正しよう絹けんに、藍あいで下染めを施ほどこした漆しつ黒こくの着物は、母の形見だった。

「お墓参りが許されるまでは、袖そでを通さずにいよう……」

　喪服を押おしこめて、代わりに赤い小梅柄がらの着物を引っ張り出し、帯は元気が出そうな萌もえ黄ぎ色を選んだ。長い髪かみは、繻しゆ子すのリボンで邪じや魔まにならないようにまとめる。

　誰だれかの手を借りずに身み支じ度たくする生活には慣れていたが、これからは、自分の生活に関する全てを、自分でやらなければならない。

　ドレッサーの鏡には、少し弱気な顔が映る。

「大だい丈じよう夫ぶよ、わたし。これから出来ることを探していけばいいのよ」

　頰ほおをパンと叩たたいて喝かつを入れた有紗は、しっかりした足どりで自室を出た。




　エリカコートに父が遺のこした屋や敷しきは、貴族のセカンドハウス程度に広かった。

　ジョージアン様式風で、横に広がる本ほん邸ていは、正面玄関を中心に左右対たい称しようの等とう間かん隔かくで窓と煙えん突とつがある。

　玄関からまっすぐに伸のびる石いし畳だたみを進むと、前ぜん邸ていの裏口に着く。こちらは平屋だが本邸と同じ白しら壁かべ造づくりで、どっしりとした煙突が一つだけある。

　まだ早朝だというのに、盛さかんに吐はき出だされる煙けむりからは、魅み惑わく的な香かおりがした。

「いい匂におい……スープかしら？」

　朝ご飯を連想すると、お腹なかがぐうと鳴った。

　昨晩は、トニーとマオの夕食だったグラタンを少しずつ分けてもらい、大きなプディングも三等分して平らげたのだが、胃がすっかり空からっぽになっていた。

「たくさん動いたから、すぐに空すいてしまったんだわ……」

　裏口をくぐって前邸に入る。客を迎むかえる玄関ホールまでは、まっすぐに廊ろう下かが通っていて、左右で使用用よう途とが分かれている。

　左手側には、客が紅茶を飲む広いサーブルームと、タイプ式の会計レジや簡易クロークのついたカウンターがある。執事喫茶における店の部分だ。

　右手側は、ダイニングテーブルの置かれた休きゆう憩けい室しつ、紅茶を淹いれるためのスティルルーム、厨ちゆう房ぼうといった、従業員用の小さな仕事部屋が固まっている。

　右に曲がった有紗は、人の気配を感じて気を引きしめた。何事も、最初が肝かん心じんだ。

「おはようございます！」

　元気に声をあげて厨房に入っていくと、襟えりの立ったパジャマ姿のマオが、まだ眠りから覚めていないような重たい二ふた重えで、火をくべたコンロを使っていた。

「おはよ……アリサ……」

　彼の肩かたには、大あくびをする青いドレスのエインセルが一匹ぴき、舟をこぎつつもなんとか座すわっている。彼を独ひとり占じめするために早起きしたのかもしれない。

　深ふか鍋なべをのぞきこむと、みじん切りにした野菜のスープがふつふつと煮に立たっていた。

「わあ！　おいしそうね」

「これに、ベーコンと……卵も焼く……四人分」

　ここで暮らしているのは、ギル、マオ、トニーの三人だ。

　新たに自分を数えてくれた彼に、有紗は、自然に笑え顔がおを向けた。

「ありがとう、マオ。わたしにもお手伝いさせて」

「……じゃあ、そこから、お皿……出して……」

　ベーコンを返しながらマオが見たのは、後ろの壁全面を埋うめ尽つくす食しよつ器き棚だなだった。

　有紗は、上の戸を開けて白い皿を四枚出した。中央の作業台に並べると、マオがベーコンと卵を慣れた手つきで分けていく。

　柳で編んだバスケットには、丸い雑ざつ穀こくパンやスライスブレッドなど様々な種類のパンが盛もられていて、好きなものを選んで食べる形式のようだ。

　こんがりした焼き色に見とれていると、次の指示が飛んできた。

「スープは、マグに……」

「マグ？　ええと、たしか大きめのカップのこと。カップね……」

　棚たなを探していた有紗は、作業台の端はじに一つだけ置かれていたグラスに気づいた。

　しまい忘れかとも思ったが、底には白いミルクが輪になって残っている。

「ミルクの飲み残し？」

　持ちあげる有紗に、マオは、スープの鍋なべをかき混ぜながら告げる。

「それは……ここにいる、見えない誰か、の分……」

「見えないって……あなた、まさか『彼ら』のことを言っているの？」

「……誰……？」

　有紗を見返した顔は、まるで見当がついていない。

「英国には家事が得意な『ブラウニー』という妖精がいるの。ハリネズミみたいな姿をしていて、好物のミルクを台所に置いておくと、眠っているうちに家事をしてくれるのよ」

　相続や税については無知だが、有紗は妖精のことなら知っていた。

「あなたは、彼らにミルクをあげているんじゃないの？」

「……妖精、か、どうか……知らない……」

　マオは、有紗の手からグラスを取りあげて洗い桶おけの水に沈めると、普ふ段だん使いらしいカップを取り出した。先ほどの皿と揃そろいの、白くて質素なものだ。

「……寝ねる前に飲むミルクを、置き忘れた夜があった……。眠かったから、取りに戻もどらずに、翌朝ここへ来たら……」

　グラスは空になっていて、代わりにクッキーが焼いてあったのだと、マオは言う。

「次の晩は、わざと同じことをした……。そしたら、翌朝、コンロがピカピカになってた……妖精、だった……？」

「え、ええと」

　有紗は躊ちゆう躇ちよした。見えるから『いる』と断言できる存在も、見えないマオからすればいないも同然だ。ここではっきりと肯こう定ていしたら、怖こわがられるだろうか。

「アリサは……見える、の……？」

　重ねて問いかける彼の声は澄すんでいた。

　考えなしに信じることも、頭ごなしに拒きよ絶ぜつすることもなさそうな雰ふん囲い気きに、気づけば有紗は真実を打ち明けてしまっていた。

「ええ……見えるわ。今、あなたの肩にとまっているエインセルは、美人ばかりの種族なのよ。すごくお洒しや落れで、いつも素す敵てきなドレスで身を飾かざっているわ。きっと、大好きなマオに近づくから、朝から気合を入れたのね」

「……ここに……？」

　マオが眉まゆをひそめて自分の肩を見たので、有紗はしゃべりすぎた口を押さえた。

「驚かせてごめんなさい！」

　これから一いつ緒しよに暮らすというのに、こんな話をしたら好感度はがた落ちだろう。やはり最初は天気の話題にするべきだった……と後こう悔かいする有紗をよそに、マオは表情を緩ゆるめた。

「ううん……アリサ、エドみたい……」

「あなたも、わたしのお父様を知っているの？」

「少しだけ……。よく、話してた……妖精の、こと……」

　そのとき、サーブルームに置いてある柱時計が六回鳴った。

「六時……移動する……」

　マオは、大きな銀のトレイに皿とカップをのせて、向かいの休憩室に運ぶ。

　パン籠を抱かかえてあとに続いた有紗は、彼が言うままに、四つの席に皿を並べる。

　レディファーストらしく、有紗を座らせてから向かいの席に着いたマオは、平らに伸ばした両手を合わせた。

「……いただきます……」

「あとの二人はいいの？」

「寝ね坊ぼうは、待たない……」

　マオがフォークを取りあげると同時に、休憩室に小さな影かげが駆かけこんできた。

「すみません、遅おそくなりました！」

　パジャマ姿のトニーだった。ベッドを飛び出してすぐに全力で走ってきたらしく、ぜいぜいと息を乱して、髪かみの毛けを鳥の巣のように絡からませている。

「ほら、ギル兄さん。朝ごはんですよ」

　トニーは幼い子の手を引くようにギルをテーブルに導くが、骨ばった手で目元を覆った彼は、酔よっ払ぱらいよりひどい千ち鳥どり足あしで夢と現うつつの境をさまよっている。

「だ、大丈夫？　ギル」

　有紗が声をかけると、彼は、はたと我に返った。

「なぜ貴女あなたがここに？」

「朝ごはんの時間だから？」

　素直に答えると、溜ため息いきをつかれた。

「それは失礼いたしました。俺おれの分はいりませんから、分けて食べてください」

「えーっ！　ここまで来たらいっしょに食べましょうよ、ギル兄さーん！」

　踵きびすを返かえしたギルは、トニーの呼びかけにも立ち止まらない。

「……スープ、自信作なのに……」

　マオのしょげた顔を見たら、じっとしていられなくて、有紗は席を立った。

「待って、ギル！」

　石畳をたどるギルを追いかける。足が長いので、寝ぼけている割にスピードが速く、有紗は本邸の玄関ホールでようやく彼の腕うでをつかんだ。

「わたしが気に入らないからって、朝食を作ってくれたマオに失礼じゃな──きゃっ？」

　逆に手首をつかまれて、あっと思ったときには、有紗は床に転がされていた。

　幸いにも絨じゆう毯たんの上だったので、打ちつけた背中に痛みはなかったが、ギルの腕が顔の真横にあったので、ぎょっとする。

「なっ！」

「お節せつ介かいなレディ、減らず口を塞ふさいであげましょうか？」

　楽しげな声には嘲あざけりの色があった。

　有紗は、非難しようと見上げて──言葉を失った。

　ギルの瞳ひとみが、サファイヤの上玉のように青く輝かがやいていたからだ。

　瑞みず々みずしい球面の上で、蠱こ惑わく的てきに光が波打つ。艶なまめかしい波は紋もんは手招いているよう。

　目をそらせない有紗は、まるで渦うずを巻いた闇やみの中へ落ちていくような心地ここちがする。

（……な、に……？）

　虚うつろになる意識の代わりに、欲とも熱とも取れないような衝しよう動どうが湧わきあがる。

　美しい青を、この手でつかみ取りたい。誰にも渡わたしたくない。

　永遠に自分だけのものに──。

　伸ばした指がギルのパジャマに触ふれたところで、有紗は、はっと正気に戻った。

「わ、わたしは、何を……」

　慌あわてて手を引っこめると、ギルは、残念そうに体を起こす。

「妖精が見える貴女には効ききませんか」

「え……？」

　朝日に照らされた彼の瞳は、琥こ珀はく色いろに戻っていた。

（見み間ま違ちがえたのかしら？）

　薄うすい色の虹こう彩さいは、光の加減で色合いが変わることがある。茶、黄、青の三色とその混合率で目の色は構成されているからだ。

　しかし、ギルのような黄色に銅色が混じった瞳は、青には光りようがないはずなのだが……。

（ここは英国だもの。わたしが知らないことも、たくさんあるはずよね）

　国が違えば常識だって違う。思い改める有紗を、ギルは軽々と抱だき起おこした。

「俺は普段からあまり朝食をとりません。マオも分かっていますから、気にしていただかなくて結構です」

「それにしては、顔が真っ青よ。どこか具合でも悪いの？」

「貴女のことが気がかりで──いえ、正直に言いましょう。これからどのように扱あつかうべきか思おもい悩なやんで、ほとんど眠れませんでした」

「どう扱うべきかって……どういうこと？」

「たしかに同居は認めましたが、俺たちはここで共同生活しながら喫きつ茶さ店てんを営業していますから、正直、女性と同居しているなんて外がい聞ぶんが悪いんです」

　紅茶を淹れてくれたときの優やさしさはどこへやら。ギルは目に見えて不ふ機き嫌げんだった。

　昨日の今日で仲良しになれるとは思っていないが、ここまで豹ひよう変へんされると怒おこるより戸と惑まどってしまう。

「あ、あなたが同居を快こころよく思っていないのは分かったわ。邪魔にならないように努力するから、はっきり言ってちょうだい。あなたは一晩考えて、わたしにどんな風にふるまってほしいと思ったの？」

「前向きにご検討してくださるのなら、是ぜ非ひとも空気のような存在になってください」

「空気──ということは、無くなったら困るような、大事な存在にってことね！」

　両手を合わせて感激する有紗を、ギルは氷点下の視線で一いつ蹴しゆうした。

「勝手に盛りあがらないでいただけますか？」

　その冷ややかさといったら、薄はく氷ひようの張った冬の池に落っこちたときより痛かった。

「空気のように存在感なく、という意味です。目に見えないほど小さな塵ちりでも構いませんが、屋敷が汚よごれそうなので自重しました」

「塵……」

　あまりにひどい例えに有紗は絶句する。この執事、正直者というよりは毒どく舌ぜつ家だ。

「あ、あなた、猫ねこを被かぶりすぎじゃなくて!?」

「はっきり言って、とご所しよ望もうでしたので」

　ギルは、すっくと立ちあがると、二階に繫つながる大階段に長い足をかけた。

「ここは執事喫茶です。重々承知のうえ、本邸内で静かにお過ごしください。よろしいですね、ご主人様マイオーナー？」




　結局、朝食はマオとトニー、有紗の三人でとった。

　皿の後片付けを手伝って本邸へと引き揚げた有紗は、自室のチェストから、綺き麗れいに畳たたまれた白いエプロンを見つけた。両りよう肩かたにフリルがふんだんにあしらわれていて、ポケットにはリボンが、裾すそにはチュール仕立てのレースがついた愛らしい一着だ。

「ギルには釘くぎを刺さされたけれど、何もしないわけにはいかないわ」

　散々に言われたおかげで、かえって有紗は、存在感のある主人になろうと燃えていた。

　これだけ広い屋敷なら、有紗以外の三人の要領がよくても、必然的に手は足りないはずだ。猫の手よりは役に立つつもりでエプロンの紐ひもを締しめると、見た目だけは立派な『お手伝いさん』になった。




　前邸の厨房に行くと、コック服に着替えたマオが、量はかりに小麦粉をのせていた。

　作業台の上には、他に卵、砂糖、アプリコットジャム、干したレーズンとリキュールなどが準備されていて、オーブンに予熱のための火が入れられている。天板に並べられた十二個の丸いカップには、すでにチョコレートを流し入れて固めてある。

「ケーキを焼くのね？」

「……『ショコラ・アプリコーゼ』……。本当はブランデーを使うけど、紅茶を邪魔しないようにリキュール……焼けたら、一つあげる……」

「本当？」

　有紗は、ぱぁっと顔色を明るくした。ご褒ほう美びがあると分かると、俄が然ぜんやる気が出る。

「わたしが粉を振るうわね！」

　有紗は、マオが小麦粉を入れた銀製の振るい器を持ちあげた。取っ手に重なるようにトリガーがついていて、引いたり戻したりすることで底の網あみに粉を落とすようだ。

「……あ」

　マオが何か言いたそうなのを無視して、勢いよく取っ手を引くと、底からザバッと粉が噴ふき出だして、煙のように舞まいあがった。吸いこんでしまった有紗は、盛せい大だいにむせる。

「けほっ、けほっ！」

「……加減して、やらないと……」

　残念そうに呟いたマオは、食器棚の中段に入れた置時計が七時半を過ぎるのをチラリと見て、有紗の両りよう脇わきの下したに腕を入れた。

「なっ、なあに？」

　そのまま、ひょいと持ちあげられた有紗は、厨房の外の廊下に下ろされる。

「ここは……オレの、仕事場……」

　マオは、それだけ告げてドアを閉じる。足手まといと判断されてしまったようだ。




　それから三十分後、有紗は、納な屋やにあった長なが箒ぼうきを持って、前邸のアプローチにいた。

　ここは馬車を通すための半円形の私用路で、乗合オムニバスが通る公道に通じている。敷しき石いしの小道には落ちた葉が吹きだまりを作っていて、実に掃はきがいがありそうだ。

「調理は手伝えないけれど、掃そう除じくらいなら、わたしにだって──」

「何をしているんですか、有紗様！」

　掃こうと身を屈かがめると同時に、静止がかかった。

　前邸から飛び出してきたのは、サスペンダーでズボンを吊つった格好のトニーだった。すっかり髪を整えて、清潔な白いシャツの襟えり元もとに、深緑色のリボンタイを巻いている。

「有紗様はここの主人なんですから、こんなことしちゃいけませんっ！」

　あっという間に箒と塵ちり取とりを取りあげられて、背を押されてしまう。

「でもトニー。わたしも何かしたいの！」

「有紗様がやりたくても、これはご主人様の仕事じゃないです！　本邸に戻ってくださいー！」



















　有紗が肩を落として本邸に戻ると、大階段の踊おどり場ばに、燕えん尾び服ふくへと衣い装しよう替がえしたギルがそれ見たことかと言いたげな顔で立っていた。

「ご理解いただけましたか」

「わたしは、そんなに邪魔かしら？」

　たしかに有紗に特技はない。料理だってほとんどしたことがないし、清せい掃そうも未知の領域だ。だからって、マオもトニーも邪じや険けんにしすぎじゃないだろうか。

「ここにいる人間として、何かしたいだけなのに……」

　そこまで口にして、ふと気づく。まだ、挑ちよう戦せんしていない役目があることに。

「ねえ、紅茶を淹れる仕事は？　わたしにも出来ない？」

「貴女、ご自分が何を言っているか、お分かりですか」

　有紗の質問を、ギルは高こう慢まんにも鼻で笑った。

「ここで最も重要で、経験とセンスと責任が問われる仕事を、貴女に任せるとでも？」

「そうよね……」

　彼の淹れた紅茶の味を知っている有紗は納得した。彼の腕も、ここの商品なのだ。

　けれど、やることが無いからと本邸に引きこもっていては居たたまれないのも事実。

「ねえ、ギル。わたしはエリカコートや執事喫茶について学びたいわ。主人なのに何も知らないのは嫌いやなの。わたしにも務まるような作業はない？」

　訴うつたえると、ギルは顎あごに手をかけて、ふと前邸を見た。

「貴女にも出来る仕事がありました。やってみますか？」

「なんでもやるわ！　あまり難しいことではないといいんだけど──、っ」

　うっかり弱音を吐はいてしまって、有紗は、自分の頰をパンと叩いた。

　ギルは、突とつ然ぜんの奇き行こうを不可解そうにながめつつ、階段を下りてくる。

「失礼ですが、自じ虐ぎやくのご趣しゆ味みが？」

「ないわ！　不安なことも、まったく、なんにも！」

　精せいいっぱい強がる有紗に、ギルは余よ裕ゆうある微笑ほほえみで、エスコートの手を差し出した。

「心配せずとも難しくはありません。それでは、仕事場へご案内しましょう」




　ところ変わって、前邸のサーブルーム。

　隅に置かれた一人がけの白いテーブル席に、エプロンを外した有紗は座っていた。

「……ねえ、ギル。『客人Ａ』というのは、重要な仕事なの？」

「もちろん。サーブルームに何気なく存在して、最初に足を踏ふみ入れるお客様の緊きん張ちようをほどく素す晴ばらしい役どころです。必要かと言われれば、まったく違いますが、貴女にも紅茶を飲むくらいなら出来るでしょう？」

　黙だまって聞いていれば、ひどい言われようだ。ギルは軽口を叩きつつも器用にティーカップに紅茶を注ぎ、マオが焼いたカップケーキを添そえて出す仕草も堂どうに入いっている。

　有紗は勢いで「なんでもやる」と言ってしまったけれど、これでは主人というより──。

「空気や塵と、同じ扱いを受けている気がするのだけど……」

「本音を言えば、店には姿を見せないでいただきたいところです。お客様に貴女の存在がバレたら、俺もマオもトニーも信用をなくして、間ま違ちがいなく客足が減りますので」

　ギルの口ぶりから察するに、この喫茶店の客には、出される紅茶だけではなく、働く三人の男性に逢あう目的もあるということだ。

「コーヒーハウスのアイドル店員と変わらないじゃない……」

「私は『執事』です。口を慎つつしんでください、ご主人様？」

「！」

　うるわしい笑顔で牽けん制せいされて、思わず胸が高鳴った。

　毒舌家だと知っているのに、美び貌ぼうを惜おしげなく披ひ露ろうされると、頭ではなく心臓が反応してしまう。それが、乙おと女め心ごころを弄もてあそばれたみたいで悔くやしい。

「お客様に見られると困るなら、本邸の掃除をしてるわ。それでいいでしょう？」

「やめていただきたいですね。残念ながら、俺の自室には鍵かぎがかからないので」

　心のうちを明あけ透すけに語るとき、ギルの自じ称しようは『私』から『俺』になる。

「……わたしが、盗ぬすみを働くと、そう言いたいの？」

　いぶかしげに問いかけると、ギルは、意味深な笑えみで返す。

「察しがよくて助かります」

「もういいわ！　ゴブリンと一緒に銀を掘ってくる！」

　立ちあがった有紗は、窓の向こうのアプローチに馬車が停とまるのを見た。

　黒い外がい套とうをまとった壮そう年ねんの御ぎよ者しやが、客車の脇わきに伸しん縮しゆく式の階段を下ろす。

「お客様かしら……？」

　馬車の中からフラリと降り立ったのは、瘦そう身しんの令れい嬢じようだった。身に着けたオレンジ色のポンパドゥールドレスとは対照的に、真っ青な顔色をしている。

「お客様をお迎えします。有紗様は、ここにいらしてください」

　ギルは、ワゴンをスティルルームに下げると、ドアマンならぬドアボーイをしていたトニーが開けた扉とびらに向かって、うっとりするような笑顔を浮うかべた。

「お帰りなさいませ。マリーゴールド様」

　彼は、まるで脳内に顧こ客きやく名めい簿ぼでもあるかのように客の名を呼ぶ。恐おそらく全て記き憶おくしているのだろう。訪ねてきた有紗を見て「はじめまして」を選んだだけはある。

「紅茶を……紅茶を淹れてちょうだい……」

　サーブルームに通されたマリーゴールドは、陽のあたる飴あめ色いろの椅い子すに座りこむなり、ギルの燕えん尾び服ふくにすがりついた。ギルは、白しろ手て袋ぶくろの指を揃えて細い両肩を押さえる。

「お顔が真っ青です。紅茶は心を落ち着かせますが、逆に刺し激げきとなる場合があります。多分に含ふくまれるカフェインが脳を覚かく醒せいさせるために、弱った体には負担となるのです。本日は、ハーブティーなどいかがですか？」

「そう、そうね。今日はやめる。紅茶に呪のろわれているんだわ……」

（呪い？）

　カップに口をつけて耳をそば立てていた有紗は首を傾かしげた。英国にはオカルトに傾けい倒とうする貴族も多くいるらしいが、紅茶が呪うなんて面おも白しろそうな話は、父の手紙になかった。

「前回は婚こん約やく者しや様と一緒にいらしたと記憶しておりますが、どうかなさったのですか？」

　柔やわらかな口調で尋たずねるギルに、彼かの女じよは、震ふるえる唇くちびるで明かした。

「昨日、流行の紅茶占いをしたら悪あく魔まが出て、わたくしが失しつ恋れんするって結果が出たの。そのあと、婚約指輪がなくなっていることに気づいてしまって……。もう終わりだわ！」

　マリーゴールドはティーテーブルに伏ふして泣き出してしまった。ギルが慰なぐさめの言葉を並べ立てるが、悲しみの淵ふちにいる彼女には届かない。有紗は見かねて席を立った。

「ギル、お茶を淹れてきてあげて」

「ですが……」

「女性を慰めるのは、女性に任せて」

「……すぐに戻ります」

　ギルはためらいがちに場を離はなれた。有紗は、マリーゴールドの背をゆっくりと撫なでる。

「マリーゴールド様。泣くと息が苦しくなりますから、今のうちにコルセットを緩めましょう。今日はことさら、きつく締めておいでではありませんか？」

　すると、彼女は涙なみだで濡ぬれた顔をあげた。

「どうしてそれをご存じなの？」

「ポンパドゥールドレスは、柔らかい色合いでふくらんで見えるから、着る令嬢はメイドに頼たのんで普段より二インチもウエストを狭せばめてもらうって、本で読みました」

　有紗は、彼女をサーブルームの最奥にあるカウチソファに案内した。籐とうで出来た衝つい立たてが置いてあって、プライバシーが確保されている。

　マリーゴールドの上着のボタンを外して、編みあげていた紐ひもを緩めにかかる。かなりきつく締めていたようで、紐は固く、ハトメの上から順々に引き出して出来た余裕を下部に移す、根気のいる作業だった。

　くつろげていくと、マリーゴールドの涙も収まっていった。

　鯨げい骨こつで堅けん牢ろうに作られたコルセットは、女性の感情まで固めてしまうらしい。

「……ありがとう、落ち着きました」

「いいえ、お役に立てたなら嬉うれしいです。わたしは、有紗と申します」

「有紗様というの。東洋の方ですのね。見苦しい所をお目にかけて申し訳ありません……。婚約者との仲が上手くいかずに、不安定になっておりますの……」

　ドレスを整えてカウチソファに腰こしかけたマリーゴールドは、気弱に笑う女性だった。

「こちらこそ、出過ぎた真ま似ねをいたしました。紅茶占いというのが気になって、つい声をかけてしまいましたわ」

「紅茶占いをご存じないのですか？　あんなに流は行やっていますのに？」

「わたしは英国に来たばかりなのです。流行には、どうしても疎うとくて──」

「なんのお話をしていらっしゃるのです？」

　戻ってきたギルが押すワゴンには、ハーブティーを淹れた透とう明めいなガラスのポットと、二人分のカップがのせられている。

「わたしの分もありがとう。ギルは、紅茶占いが何か知ってる？」

「もちろんです。茶葉を濾こさずに淹れた紅茶を飲み干して、残った茶ちや殻がらの形を読む占いです。十九世紀に入ってから始められたようですが、流れの占うらない師したちが万ばん博ぱくでロンドンに集まったおかげで、急速に普ふ及きゆうしましたね」

「マリーゴールド様。その紅茶占いがどうなさったんですか？」

「……お恥はずかしい話なのですが……」

　マリーゴールドは、しばし沈ちん黙もくした後、物もの憂うげに語りだした。

「わたくしの婚約者は、年下ですの──」

　彼女と婚約者は、両家の意向で本格的に結けつ婚こんへ駒こまを進めようとしていた。しかし、縁えん談だんがまとまってくると、足しげく通ってきていた彼が、冷たくなりはじめた。

「有紗様のようにお若い方なら未来がございますわ。けれど、わたくしはもう二十二歳さいになります。結婚適てき齢れい期きを過ぎてしまうのに、彼に心変わりされたら、どうしたらいいか不安になってしまって……」

　マリーゴールドは、思いつめた顔で口元を押さえる。

「そんなとき、よくあたる紅茶占い師がいるという噂うわさを聞きましたの。わたくしは、居ても立ってもいられずに参りました。イーストエンド近くのホワイトチャペルに」

「よりにもよってイーストエンドですか……」

　言葉を挟はさんだギルは苦い顔をした。気持ちは分かる。その辺りの治安の悪さは有名で、日本育ちの有紗ですら知っている。

「必死だったのですわ。そこで悪い結果が出て、ふわふわした心地のまま馬車に乗ったのです。家に帰り着いたところで、ようやく指輪が……彼に貰もらった婚約指輪がなくなっていると気づきましたの。左手の薬指にぴったりとはめていましたのに」

「紅茶占いで悪い結果が出てすぐに、指輪がなくなった……」

　有紗は、ハーブティーを飲む手を止めて、考えた。

　生きていれば、調子が悪い日だってある。しかし、それが原因で婚約指輪を紛ふん失しつしたとは考えにくい。指の関節は二つあって、無意識にたわめていることが多いから、指輪は明らかにサイズが大きくない限り抜ぬけ落おちないものなのだ。

　好きな相手から贈られた物なら、意識の底でとりわけ大事に思っているから、落としたとしてもすぐに気づいただろう。もしも、彼女が正気であったならば。

「大切な指輪をなくしたと知られたら、結婚の話は流れてしまいますわ。もう、どうしたらいいのか……」

　悲ひ壮そうな顔を両手で覆うマリーゴールドを、有紗は必死に励はげます。

「まだ当てはありますわ。帰りの馬車に乗りこまれた辺りは、お捜しになりましたか？」

「いいえ。イーストエンドには、さすがに何度も行けませんもの。わたくしが馬車を使えば、御者から父に伝わります。乳う母ばや使用人たちの目もありますし……」

　英国令嬢は、いつもお目付け役によって保護されている。醜しゆう聞ぶんから彼女たちを守るためとはいえ、窮きゆう屈くつに感じるときもあるだろう。

　それなら、と家に縛しばられることのなくなった有紗は、前のめりになった。

「わたしが捜してきますわ！　ちょうど暇ひまを持て余しておりましたから！」

「……はい？」

　それに誰より驚いたのは、かたわらで二杯目のタイミングを計っていたギルだった。
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　ロンドンへ向かう乗合オムニバスは土の匂いがした。農村から乗って来た男性たちの迫力は、異国の血が濃こい有紗でさえ、うす暗い客車の中に埋まい没ぼつさせる。

　ただし、隣となりに足を組んで腰かけた、美貌の執事だけは別だ。

「なぜ、俺を連れて来たんですか……」

　小声で不満を漏もらすギルは、丈たけの長いフロックコートを羽織っている。格好だけは一いつ般ぱん人じん。しかし、人並み外れた顔立ちは隠かくしようがない。

「捜す人は多いに越したことはないでしょう？　マリーゴールド様をもてなすのに、菓子職人パテイシエのマオは必要だし、あなたよりトニーの方が慰め上手だと思うわ」

　素直に明かすと、ギルは、苛いら立だった視線を向けてきた。

「……俺に喧けん嘩かを売っているんですか？」

「一人じゃ見つけられる気がしないの。ギルだってお客様の涙を止めたいでしょう？」

　そう言うと、彼はむすっとして、コートの高い襟に口元を埋うもれさせた。




　有紗とギルがバスを降りたのは、ホワイトチャペルに近い寂さびれた大通りだった。

　路地には、占い師どころか屋台や露ろ天てん商しようの類たぐいすらいない。

　まばらな通行人は、肘ひじや膝に当て布をした労働者風の格好で、空あき缶かんを蹴けって遊ぶ子供たちは、大人サイズの古びたセーターを何枚も重ねて着ぶくれしている。

　道ばたに伸びた雑草さえも黄おう変へんして、街全体が貧しくうらぶれている。マリーゴールドのような上流階級の令嬢が歩いていたら、さぞかし人目を引くだろう。

　それは東洋人の有紗も同じこと。振ふり袖そでの鮮あざやかな色合いは、色あせた石造りの建物が多い通りで、真っ白い便びん箋せんにインクをこぼしたように目立っていた。

「この辺りで、紅茶占いをやっている建物は……」

　夢中で探索していた有紗は、前方からやってきた相手に肩をぶつけてしまった。

「ごめんなさい！　よそ見をしていて──ひっ！」

　悲鳴をあげたのは、ぶつかったのが髪を逆立てた厳いかつい若者だったからだ。有紗の足より太い筋肉質の腕には、イカリや半はん裸らの女性のタトゥーが刻まれている。

「痛いってえな！　なんだ、東洋人じゃねえか。あっちの物は高く売れるんだよな……」

　振り袖を見て目の色を変えた若者は、小こ脇わきにツバを吐いて有紗の腕を引いた。

「あ、あの、どこに行くのですかっ？」

　有紗は軽々と引きずられて、ゴミが散乱した小路こうじへと連れこまれた。鼻につくのは、肉が腐くさったような悪あく臭しゆう。逃にげ出だしたい。けれど恐きよう怖ふにすくむ足には力が入らない。

「──たっ、助けて、ギル！」

　なんとか声を絞しぼり出すと、若者の足が止まった。

「申し訳ありませんが、我わが主人は、男性と気の利いた会話ができるほど器用ではございません。今日はこれでご容よう赦しやを」

　行く手に立ちふさがったギルは、実に友好的な笑顔で若者にコインを握にぎらせた。若者は、手元の金貨を見るなり有紗に絡めていた指をほどき、口笛を吹いて去って行った。

「怖かった……」

　ほっとした有紗だったが、今度はギルから睨にらまれて、再び息を吞む羽目になった。

「ここが治安の悪いイーストエンドだとお忘れで？　俺は貴女が勝手に行動して、勝手に身ぐるみはがされて、パイの中身になっても構いませんが、貴女がいないと税金を払はらえずにエリカコートで営業が出来なくなります。いま一度、ご自分の価値を確認してください」

「本当に、ごめんなさい……」

　冴さえた毒舌で刺されて、有紗はしゅんと縮こまった。さすがに返す言葉もない。

　黙りこくっていると、しびれを切らしたギルがうんざりと告げる。

「俺はここを捜す意味はないと思います。指輪を落としたなら、とっくに拾われて売うり払はらわれているでしょう。無む駄だ足あしです」

「無駄足でもいいの。女性が諦あきらめるためには、出来るだけ捜したって事実が必要なのよ」

　婚約指輪はいくら大切でも、しょせんは物だ。失なくしてしまったから結婚も取りやめましょうなんて、さすがにおかしい。もしも、マリーゴールドの婚約者が誠実に彼女を愛しているのなら、指輪がなくたって幸せになれるはずなのだ──理屈上は。

「女性というのは面めん倒どうな生き物で、無む駄だなことなんて何もないと思いこみたくて、結果を見るまでは信じきれないの。だから、わたしがマリーゴールド様の代わりに指輪を捜す意味はあるわ。お願い、手伝って」

　有紗の決意を感じ取ったのか、ギルは心配そうな顔つきで言いふくめる。

「先ほどのような輩やからはたくさんいます。決して俺から離れないように。いいですね？」

「うん。ありがとう」

「お礼は、指輪が見つかってからにしてください」

　笑顔を見せると、そっぽを向かれてしまった。かなりの身長差があるせいで、有紗から彼の表情は見えないが、刺とげ々とげしい雰囲気はもう消えていた。

　それから、辺りを調べること一時間。

「ホワイトチャペル薬局……」

　有紗が気になったのは、裏通りに面した、とある古びた店の吊り看板だ。

　薬やく店てんだというのに、ティーポットを模した札が下がっている。

「紅茶を扱っているなんて珍めずらしいわね」

「貴女は知識があるんだかないんだか……。よろしいですか、有紗様。紅茶には様々な薬効があり、英国に紹しよう介かいされた当初は薬として飲まれていたのです」

　ギルの説明を裏付けるように、節税のために狭せまく造られた入り口の横よこ壁かべに、湯気のあがるティーセットの絵が入った黄ばんだチラシが貼られている。

『紅茶の効能は以下に及およぶ。頭痛の解消、滋じ養よう強きよう壮そう、整腸、肥満予防、視力改善──』

　有紗が読みあげながら指折って数えたところ、二十ほどの薬効があった。

「すごいわ！　万ばん能のう薬やくなのね」

「ええ。紅茶で病が治るなら、女王陛下の夫のアルバート公はご健在だったでしょうね」

「つまり、これらの効能は噓うそってこと？」

「民間療りよう法ほうと呼べる程度には効きますよ。ほとんどが紅茶を飲んで得られるリラックス効果ですから、飲まないよりはマシと申しあげておきます」

　販はん促そくする気のないギルの声を聞きながら、有紗は、薬店の中へ入ってみた。

　埃ほこりっぽい店内はうなぎの寝ね床どこのように細長く、ギルと並ぶと両側の棚に長い袖が触れてしまう。わずかな隙間も惜しむように天井から床まで仕切った棚には、布きれや毛糸束、塩入れ容器など、薬に関係ない日用品が雑然と並んでいる。

　棚の中央には、大きな矢印と共に、店の奥おくへの案内が貼られている。

　──無料紅茶占い、この先。

「いらっしゃいませぇ～」

「ひゃっ!?」

　突然かけられた声に驚いて、有紗はギルに飛びついた。

　話しかけてきたのは、手をすりすり擦すり合あわせた白しら髪がのおばあさんだった。頭は三さん角かく巾きんで覆い、腰にはエプロンという、いかにも店番の格好で奥から出てくる。

「異国のお嬢じようさん、ひょっとして紅茶占いに興味があるのかい？　あたしゃ、この辺りでいちばんよくあたるって、そりゃあ評判の紅茶占い師なんだよぉ」

「イーストエンドでいちばんの──」

　有紗はギルと顔を見合わせた。マリーゴールドが来たのは、この店だ！

「ええ！　わたしも噂を聞いて参りましたの。占っていただけますか？」

　食いつく有紗に、おばあさんはニタリとした笑顔で応じる。

「そりゃあ、もちろん！　身分違いの恋は障害が多いでしょうからねぇ。さあ、奥にどうぞぉ～。恋人のお兄さんも！」

「恋人……俺が？」

「ほ、ほら、座りましょう、ギル！」

　不服そうな彼を見ないようにして、有紗は勧すすめられた木のチェアを引いた。

　木製のカウンターは、すっかり角が取れてニスがすり減り、下地がまだらにのぞいている。その上に畳まれたガーゼや、消毒用のエタノールの瓶もどことなく古びて見える。

「すぐに準備しますからねぇ～」

　おばあさんはマッチを擦すって、カウンター上の汚れたサモワールに火を入れた。

　程ほどなくして中からコポコポという音が聞こえはじめると、コックをひねって片かた手て鍋なべにお湯を注ぎ、手近にあったブリキ缶かんを開けて、茶葉を目分量で振り入れる。

　一連の動作を見て、紅茶にうるさいギルは、あからさまに表情を歪ゆがめた。

「計量しないのですか？　それでは濃すぎると思いますが」

「これで十分。あたし流さ！」

　おばあさんは、手元にあった瓶から一ひと匙さじ、クリームをすくいあげて鍋に落とした。

　茶葉の色がにじみ出でた液体に、謎なぞの黄土色が渦を巻く。

「バターで甘く香り付けして攪かく拌はんする、これはヒマラヤ風なんだよ」

　そう言って茶液を細い木の棒でかき回す。皺しわだらけの手と、ガタガタに歪んだ鋭するどい爪つめのせいで、悪い魔ま女じよが調薬しているようにも見える。

　ただよう強い芳ほう香こうに、有紗の頭がクラクラした。

　どうやら、かき混ぜに使っているのは、香こう辛しん料りようのシナモンらしい。

「ほぅら、出来た。左に三度回して、隣の恋人のことを考えながらお飲み。一口分は残してね」

　カップになみなみと注がれたのは、茶葉が浮かんだ鉛なまり色いろの液体。加えたバターとシナモンのおかげで焼き菓子に似た香りだが、口をつけるのには勇気がいる色合いだ。

「……有紗様、飲むんですか？」

　ギルは若じやつ干かん、引いている。おばあさんは、中身から視線を外せない有紗をあおる。

「どうしたんだい？　飲まないと、紅茶占いが出来ないよぉ？」

「い、いただきますっ！」

　有紗は、覚かく悟ごを決めて、ぐっとカップを持ちあげた。

（あれ？　そんなにまずくない……）

　口に含んだのは、紅茶というよりは香りの塊かたまりだった。浮いた茶葉の舌ざわりが悪いが、それほど支障なく、有紗はごくごくと一息に飲みこんで、ふうと息をついた。

「それをソーサーに伏ふせるのさ。底を二回叩いてから持ちあげて、よく見てごらん」

　言われたとおり、カップを伏せて、水気を落としてから、そっと上向ける。

　ギルと一緒に底をのぞきこんだ有紗は、ごくりと喉のどを鳴らした。

「これは……」

　茶殻は、横を向いた人ひと形がたを作り出していた。背中から突き出すように広がる翅はねがある。エインセルの影を焼き付けたようだが、頭からは鬼おにのような大きな角が生えていた。

「ああっ、いけないねぇ！」

　おばあさんは、有紗の手からカップを取りあげて、大げさなそぶりで頭を抱かかえた。

「これは悪魔だよ！　あんたは呪われている！　今ある全てから見放されて、ひとりぼっちになっちまう運命だ!!」

「ひとりぼっち……」

　有紗の頭から、すうっと血の気が引いていった。

　呪われている──妖精が見える能力を持って生まれ。

　全てから見放されて──両親を早くに亡なくし、異国の家族からも追い出されて。

　知らない土地で、ひとりぼっちに──。




　──そうでないと、いつか、ひとりきりになってしまうよ。




「──っ！」

　たまらなくなって口を押さえると、ギルが心配そうにのぞきこんできた。

「有紗様、気持ち悪くなりましたか？」

　声が出なくて、有紗は小さく首を振った。

　妖精が見えるのは、腐っても才能だと思っていた。けれど違った。生まれつきの呪いだったのだ。それを知って、どうして平静でいられるだろう。

　動どう揺ようする有紗に、おばあさんは、いかにも親切そうな声で畳みかける。

「お困りかい。何だったら、幸福に転じるまじないをかけてあげてもいいよ」

「おまじない……？」

　普段なら信じないところだけれど、不安定な心には、天てん啓けいのように響ひびいた。

「そのおまじないをかけたら、わたしの呪いは解けますか？」

「もちろんさ！　あたしゃベテランだよぉ。あんたは素直で可愛いから、料金を負けてあげようね。その服に着けてるブローチでいいよ」

　長い爪つめの先で示されたのは、有紗が胸むな元もとに差していた、黒ジ玉エ化ツ石トの丸いブローチだった。

　ヴィクトリア女王が夫であるアルバート公の喪もに服するために身に着けて以降、喪服に唯ゆい一いつ着用できるアクセサリーとして認められている宝石だ。

　ウィルバー男爵家に入るとき、家令が着物に差してくれたものなので価値は分からないが、これですむなら安い気がした。

「お願いします」

　ブローチを外して渡そうとする有紗の手を、すんでのところでギルがつかんだ。

「お待ちなさい。貴女、まさか本気でまじないをかけてもらう気ですか？」

「そうよ。だって、妖精が見えるなんて、呪いじゃないの！」

　涙なみだ目めで声を荒あららげると、ギルの目がすわった。

「決して、呪いではありませんよ」

「え……」

　予想外に否定されて、有紗は目を瞬まばたかせた。ギルは、真しん剣けんなまなざしで畳みかける。

「貴女は、妖精の手を借りて居場所を得たばかりでしょうに。彼らに会ったことも、呪われた末の不幸だとおっしゃるのですか？」

　有紗は改めて考え直した。人間になじられることは数えきれないほどあった。

　けれど、妖よう怪かいや妖精は──違う。

「そうだわ……。わたしは彼らに支えられて生きてきた。これは呪いなんかじゃない」

「ええ。見えることは不幸ではありません。そもそもこれは茶殻の残りではありません」

「どういうこと？」

　有紗が首を傾げている間に、ギルは、おばあさんからカップをかすめ取った。

「何すんだい！」

「検分するだけですよ」

　ギルは、白い手袋を取ると、カップの内側に指を滑すべらせて「やはり」と笑った。

「にらんだとおりです。これは茶殻が作った模様ではない。底に入れられた絵です」

「絵？」

　有紗はギルの手元をのぞきこんだ。悪魔の図ず柄がらは、指先で茶殻を寄せても動かない。

「本当だわ。でも、どうして底だけに？」

「それに答えるには、英国のカップの歴史を繙ひもとかねばなりません。西洋人にとって東洋の透けるように薄い磁器は憧あこがれでした。現在は、原料に牛の骨こつ灰ばいを混ぜる『ボーンチャイナ』という技法が編み出されましたが、それまでは乳白色で重い『クリームウエア』が普及していたのです。この品もそれです」

　占いに使われたカップは、執事喫茶で使うカップより縁ふちが厚く、がっしりしている。

「これは、紅茶が普及する以前、今から百年ほど前に製作された品のようですが、クリームウェアは陶器自体の色が美しいと持てはやされたもの。絵を施ほどこす必要がないのに、わざわざ不吉な悪魔を描いているのも不自然です。恐らく、紅茶占いのために後から手を加えたのでしょう」

　カップをカウンターに置いたギルは、引きつった顔のおばあさんを冷たく見下ろした。

「占いの結果が悪いと見せかけて客を不安がらせ、まじないを施す。恐怖をあおって善人ぶるのは、詐さ欺ぎの常じよう套とう手しゆ段だんです。しかし、客の少女の多くは身分が高く、家を通さなければ高額の現金は支し払はらわれない。代わりに、その場で手て渡わたし出来るアクセサリーに目をつけた……」

　ギルの説明に有紗は冷ひや汗あせをかく。危あやうくブローチを渡してしまうところだった。

「あんたが何を言ってるんだか分からないねぇ。あたしが詐欺を働いたっていう、たしかな証しよう拠こがあるのかい？　言いがかりをつけるなら帰っておくれ！　しっ、しっ！」

　追おい払はらう仕草をするおばあさんの手で、キラリと目を引く物があった。

　指輪だ。サイズが合っていないため、人差し指の第二関節で止まっている。よくよく見れば、ムーントパーズで『マリーゴールド』の花を象かたどってあった。

（マリーゴールド様の婚約指輪だわ！）

　気づくなり、有紗は、両手でおばあさんの手を握りしめていた。

「この指輪をなくして困っているご令嬢がいるのです！　返していただけませんか？」

「知らないね！　これはあたしの物だ！　離しなっ!!」

　鬱うつ陶とうしげに振り払われて呆ぼう然ぜんとする。せっかく指輪を見つけたのに持ち帰れなかったなんて、情けなくてマリーゴールドに合わせる顔がない……。

「──有紗様。ここまで来て、諦めないでください」

　ギルは自分の片かた頰ほおに手を当てた。開いた指の間から瞳をのぞかせて。

「青春を思い起こしていただきましょう」

　とたんに、ギルを中心として風が渦を巻いて、群ぐん青じようの光が辺りを包む。

「な、なにっ？」

　有紗が目を凝こらすと、光っているのは彼の瞳だった。

（本邸でのしかかられたときと同じだわ！）

　ギルは、顔から手を離して、おばあさんのたるんだ頰に触れる。

「詐欺については追つい及きゆうしません。この指輪だけでいい。返してはいただけませんか？」

「馬ば鹿か言うんじゃないよ。誰が、返したりするもん、か……」

　ギルの瞳を見た瞬しゆん間かん、意地悪そうな表情がとろけた。目ま蓋ぶたの垂れた瞳は生き生きとしだし、頰には赤みも浮かぶ。まるで、恋に落ちた少女みたいだ。

「あんた、よく見ればいい男だねぇ……」

「お褒ほめいただき光栄です。この指輪を、ください」

　ずいぶんと直球な要求だ。おばあさんは嫌がると思いきや「あんたにならいいよ」と、節の目立つ指から外した指輪を、ギルの手に握らせた。

「──感謝します。優しきレディ」

　ギルが目を伏せて、再びあげた瞬間には、光は綺麗さっぱり消きえ失うせていた。

「有紗様、帰りますよ」

「う、うん……」

　返事はしたものの、急展開についていけない。有紗は、出口に向かうギルを追いながら後ろを振り返った。おばあさんは、両手を頰に当てて、いまだ夢ゆめ見み心地ごこちに浸ひたっている。

「ギル。あなたは何者なの？」

　店の表に出たギルは、むっとした表情で扉を閉めた。

「何度も同じことを言わせないでください。俺は執事です」

「それは知ってるわ。だけど今、魔ま性しようを使って人を虜とりこにしたでしょう？」

　有紗が知る限りでは、そういった能力を持つ存在は妖精しかいない。

　睡眠中の女性の夢に現れて誘惑するインキュバスが有名だが、有紗が知らない『人間型の妖精』だって世界にはたくさんいるはずだ。

「あなたは、まさか、妖精なの？」

　ささやくように問いかけると、ギルは、胡う乱ろんな瞳で見返してくる。

「俺が人間には見えないと？」

「いいえ、人間にしか見えないわ。けれど、不思議な能力はあるのよね？」

「……黙もく秘ひします」

　ギルは、言葉で、態度で、顔色で、答えるのを拒きよ否ひした。

「分かった。話したくないなら、聞かないわ」

　有紗も、どうして妖精が見えるのか尋ねられたら戸惑ってしまう。ギルがおばあさんの心を溶かしたのも、瞳が青く光るのも、同じように答えづらい問題のような気がした。

「あなたから話してくれる日を待ってる」

「そんな日は永遠に来ないと思いますが」

「来るように願っているわ……いつの日か」

　両手を組み合わせて祈いのる有紗から視線をそらして、ギルは手を突き出した。

「どうぞ。貴女が捜していた指輪です」

　有紗は、渡された指輪をハンカチで包んで、ショルダーバッグへ大事にしまった。

「あとは、マリーゴールド様の弱くなった心をなんとかしなきゃ」

「店に戻ったら紅茶をお淹れします。それで癒いやされてくださったらいいのですが……」

「他にも何か、勇気づけてあげられる方法はないかしら」

　乗合バスに乗るために、二人は足早にホワイトチャペルを離れて、大通りへ向かった。

　赤い外がい壁へきのチョコレート店の前を通りかかった有紗は、中の真っ赤なディスプレイを見て立ち止まった。気づいたギルも、歩調を緩める。

「どうなさいました？」

「……ギル。低温でも香りが飛ばない紅茶は淹れられるかしら？」

「可能です。粉状に挽ひいた茶葉で抽ちゆう出しゆつすれば、香りがより強く立ちます。ただし苦みも多く出るので、冷たいミルクと合わせて中和するべきかと。何を考えついたのですか？」

　有紗は、店のショーウインドーに並べられた、ハート形のチョコレートを指さした。

「恋占いの結果は、まっ黒な悪魔より、ハートがお似合い。そう思わない？」
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「ありがとう、本当にありがとう！」

　瞳に涙を浮かべながら、マリーゴールドは婚約指輪を受け取った。

　有紗とギルが帰ってくるのを待つ間に、ティーテーブルは様々なケーキや菓子でいっぱいになっている。マオとトニーの二人がかりでも、慰めるのは大変だったようだ。

「なくなった指輪が戻ってきたんですもの。きっと婚約者様との仲も戻りますわ」

「そうだといいのですが……。相手の心変わりを止められるかは、分かりませんわ……」

　マリーゴールドがどれだけ相手を思っていても、相手が応じてくれなければ、愛情は育はぐくまれない。残ざん酷こくな真理だと、まだ初はつ恋こいも経験していないのに有紗は思う。

　せめて彼女を勇気づけてあげたい。それは執事喫茶の全員が同じ気持ちだ。

「マリーゴールド様。わたしも今回はじめて知ったのですが、ギルは、紅茶占いにも精通していて、経験を重ねた占い師より優すぐれた天てん眼がんで未来をあてることが出来るのですって！　茶殻を使うのとは別の方法も知っているそうですから、お試ためしになりませんこと？」

　楽しげな有紗の後方に金色のワゴンを押して来たギルは、あらかじめミルクを半分ほど溜めたカップへ、マリーゴールドが好きなダージリンを注いで手渡した。

「どうぞ。目を閉じて、すぐに飲み干してください」

　マリーゴールドは、言われるままに口をつけたが、最後の飲み口にほのかな甘みを感じて目を開けた。カップの底に残っていたのは、ショコラのハートマークだった。

「まぁ！」
















　嬉しい悲鳴が聞けて、有紗は背中に回した手をぐっと握りしめた。

　今朝方、マオが作っていた『ショコラ・アプリコーゼ』と、インチキ占い師が使っていた底に絵のついたカップ、チョコレート店のディスプレイを見て思いついたのだ。

　カップの底にチョコレートでハートマークを描かき、冷たいミルクで蓋ふたをして、濃いめの紅茶を注ぐ。出来たミルクティーを飲み干すと、紅茶占いの結果みたいにハートマークが出現する工く夫ふうだ。これを占いに仕立てるのは、口の上手い執事である。

「私の占いでは、マリーゴールド様の恋愛運は絶好調のようですよ。ぜひ婚約者様をお誘さそいになっておいでください。お二人にぴったりな一杯をお淹れします」

「……そうね。捜しに行ってくださった有紗様のように、待っているだけでは駄だ目めよね」

　マリーゴールドは、カップを置くと、心を決めた顔つきで有紗の手を取った。

「わたくし、自分から彼に会いに行ってみますわ。破談になったら独ひとりで来るから、おいしい紅茶で慰めてね、ギル？」

「はい。私はいつでもお待ちしております」

　ギルの返事に、マリーゴールドは晴れ晴れとした笑顔を浮かべた。




　マリーゴールドは、指輪と一緒に自信も手に入れて、帰っていった。

　あたかも執事喫茶シュガーリィテイルの一員のように見送った有紗がサーブルームに戻ると、すっかり接客モードを解いたギルが腕を組んで待っていた。

「さて、ご主人様？」

　絶対零れい度どの視線にビクリとして、有紗は亀かめのように首を縮める。

「な、なあに？」

「マオとトニーには特とく別べつ賞しよう与よで対応しますが、貴女は従業員ではない。しかし、俺の業務を手伝っていただいた以上は手当を出します。何がお望みですか？」

　とうてい望みを聞くような態度ではない。が、一応は有紗の働きをねぎらってくれるらしい。願いは一つだったので、迷うことなく申し出た。

「わたしにも仕事をさせて！」

「それは却きやつ下かします。ここは執事喫茶です。女性の貴女に仕事はありません」

「だからって邪険にされたくない。ここの一員として気持ちよく朝ごはんを食べたいし、お店の手伝いだってしたいわ。『客人Ａ』ではなくて、ちゃんと役に立ちたいの！」

　そうでないと、税金を納めていても、彼らの仲間には入れない気がした。

「お願いよ、ギル」

　真剣に頼みこむ有紗に、ギルはしばらく沈黙したのち、諦めの息を吐いた。

「それが望みなら、開店前と閉店後の手伝いは認めましょう。ただし営業中はサーブルームにいていただきます。くれぐれも、俺たちの邪魔をしないように。いいですね？」

「うん！　ありがとう」

「……これは、貴女があげた成果への報ほう酬しゆうです。俺への礼はいりません」

　素っ気なく言って、ギルは、ティーワゴンを押していく。

「……ギル、不器用……」

　入いれ替かわりでサーブルームに入ってきたマオの言葉に、トニーが笑顔で付け加える。

「そうですね、マオ兄さん。有紗様、ギル兄さんは素直になれないだけで、本当はとっても感謝しているんです！　そうじゃないと、お店の手伝いなんて絶対に認めません！」

「ええ。ちゃんと分かっているわ」

　ギルが口ほど冷れい淡たんな人物でないことは、有紗にも十分に感じられた一日だった。
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「まさか、買い物がこんなに楽しいものだとは思わなかったわ」

　午前の肌はだ寒さむい空気にほんのりと頰ほおを染めた有あり紗さは、薄うす青あおに雪ゆき輪わ染ぞめを施ほどこした振ふり袖そでに白いフリルエプロンを重ねた格好で、足どり軽く森の中を歩いていた。

　腕うでには、香こうばしい大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえている。中身は食事用のパンだ。

　普ふ段だんはトニーがお使いに行くが、何か仕事が欲ほしい有紗は、朝食のフルーツを渡わたして口く説どき落として、買い出しの役目を仰おおせつかった。

　ドキドキしながら乗合オムニバスに乗り、向かったベーカリーショップは、焼ける小麦とイーストの温かな匂においが満ちていた。棚たなには、焼きたてのバゲットやアイルランド風ブレッド、食パンなどがお行ぎよう儀ぎよく並んで、ふかふかの見た目で誘ゆう惑わくしてくる。

　はじめての体験に、有紗は、気づいたときには買い物かごを満まん杯ぱいにして、ギルに渡されたお小こ遣づかいを全てはたいていたのだった。

「食べきれなかったら、マオにパンプディングを作ってもらおう！」

　パンに甘あまい卵らん液えきを染しみこませ、ケーキ型に敷しきつめて、アプリコットの甘かん露ろ煮にやナッツを層にして焼きあげるそれは、有紗の大のお気に入りだ。

　エリカコートに来てから好きなものが格段に増えた。妖よう精せいの話を信じてくれる人たちに囲まれて、もっと本ほん音ねを出してもいいと思えるようになったのだ。

　弾はずむ心に足を大きく踏ふみ出だすと、後ろにクンと引かれる感覚があった。

「ん？」

　首をそらせて見ると、エプロンの裾すそのレースが、倒たおれた木の枝に引っかかっている。

　手で外しにかかったが、樹皮のささくれがチュールの穴に入りこんでいて、強く引っ張ると裂さけてしまいそうだ。かといって、紙袋を地面に置くわけにもいかない。この森は、しっとりと濡ぬれているから中身のパンまで湿し気けってしまう。

「ど、どうしよう……」

　進みも戻もどりも出来ずに立ち止まっていると、屋や敷しきがある方から声がかかった。

「なかなか帰ってこないと思ったら……。何をやっているんですか、貴女あなたは？」

　待ちくたびれた顔で現れたのは、執しつ事じ喫きつ茶さシュガーリィテイルの執事ギルだった。

「ついに『客人Ａ』をやめて、『樹木Ａ』になるつもりですか？　素す晴ばらしくお似合いですが、人間としての尊厳はどこにやられたのかと心配します」

　口調は相も変わらず見下しぎみだ。紅茶にかけては知識豊富なスペシャリストで、誰だれもがうらやむ美び貌ぼうを持つ好青年なのだが、有紗に対しては驚おどろくほど毒どく舌ぜつなのである。

「樹木Ａになる気はないわ。エプロンを木に引っかけてしまって困っていたの！」

「それで、馬ば鹿か正しよう直じきに助けを待っていたというわけですか。貴女のご友人である『妖精』に取ってもらったらよろしいのでは？」

　それは、有紗が妖精を見られる体質だと知った上での発言だ。嫌けん悪おしての意地悪ではなく、才能があるのになぜ使わないのか、と言いたげである。

「それは出来ないわ。妖精の力を借りるには代たい価かや貸しが必要なの。なんでも言うことを聞いてくれると思って付き合うと、借りが貯たまっていって破は滅めつしてしまうのよ」

　マオの厨ちゆう房ぼう仕事を手伝うブラウニーは夜ごとに一いつ杯ぱいのミルクが、銀ぎん鉱こう洞どうを守るゴブリンは父との約束があるから、力を貸してくれたに過ぎない。妖精の側から申し出てくれた場合は別だが、願いを聞き入れる代わりに命を取るような悪い妖精も多くいる。

「妖精との付き合いにも、ルールがあるのですか……」

　納なつ得とくしたように見えたギルだが、次の瞬しゆん間かんには、可か愛わいげなく顔を歪ゆがませた。

「それで、俺おれのことは顎あごでこき使えるとでも？」

「誰もそんなこと言ってないじゃない！　あなたは卑ひ屈くつすぎるわ！」

「構いませんよ。俺は所しよ詮せん、執事喫茶の従業員です。主人たる貴女の下げ僕ぼくです」

　ギルは、手を伸のばして器用にレースを外すと、有紗の背に手を当てて横よこ抱だきにした。

　急に高くなった視界に、有紗はぎょっとする。

「た、助けてくれたのは嬉うれしいけれど、運んでなんて頼たのんでないわ！」

「足が遅おそい貴女が悪いんですよ。午後から貸し切りの予約が入っています。早く本ほん邸ていに戻っていただかないと、女性が暮らしているのを見られてしまうでしょう」

「だからって、こんな……」

　お姫ひめ様さまにするみたいな抱き方はないんじゃないだろうか。

　そろりと視線をあげると、まっすぐ前を見る整いすぎた容よう貌ぼうが目に入る。

　金の糸を紡つむいだような髪かみも、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみも、あり得ないほど艶つやめいて、背中に専属の照明係でもついているのかと疑いたくなるほどだ。見られることに慣れているギルは、それとなく自分が輝かがやく角度や所しよ作さを知しり尽つくしている節がある。

　彼かれは、茶屋の看かん板ばん娘むすめならぬ、執事喫茶の花形執事。舞ぶ台たい俳はい優ゆうより目立たなくては、こんな辺へん鄙ぴな森の奥おくまでお客様に足を運んでもらうことは出来ない。

「で、貴女はどうして赤くなっているんですか？」

「っ！　赤くなんて──」

「熟うれた林りん檎ごのように真っ赤ですよ。俺にあてられましたか、レディ？」

　からかうように見下ろされて、有紗の心臓がばくばくと鳴った。

（わ、わたしの心臓、落ち着いて！）

　動どう揺ようする有紗を見て、面おも白しろそうに瞳を揺ゆらした彼は、顔を近づけて甘くささやく。

「貴女がお客様なら、もっとサービスしましたけれどね……。問題は、トニーもマオも、貴女に何かあると口を利きいてくれなくなるということです」

　ころりと参った表情を見せられて、有紗の動揺はすっかり殺そがれてしまった。

「あなたたちは本当の兄弟みたいね。お父様がここを隠かくしていた理由が分かるわ」

　いくら身分が高くても、高価な調ちよう度どに囲まれていても、ウィルバー男だん爵しやく家けには、有紗を嘲あざけるような心の冷たい人々が揃そろっていた。それに比べて、エリカコートは温かい。

　ここでは、妖精が見える能力も、珍めずらしい外見も、全てが許される気がする。

「エドモンド様がここを秘密にしていたのは、彼にとっての隠かくれ家がだったからです。貴女は彼が好きだった紅茶をご存じで？」

「いいえ。特に好んでいたことも知らなかったわ」

「彼は、ダージリンがお好きだった。高価な二番摘みセカンドフラツシユを大量に買い付けて、俺に淹いれる練習をさせたんですよ。俺はアッサムのミルクティーが好きだったのに、一いつ緒しよに飲めと言われて半年はダージリン漬づけでした。ひどいでしょう？」

　微笑ほほえむギルに恨うらんでいる様子はない。むしろ、父の我わが儘ままに付き合わされた時間を宝物のように懐なつかしんでいると、見ている有紗にも伝わる優やさしい表情だった。

「まだ聞いていなかったけれど、あなたは、どうやってお父様と知り合ったの？」

　何気ない会話のつもりだった。けれど、ギルは強こわばった表情で足を止めた。

「ギル？」

「腕が疲つかれました。森を出たら下ろしますから、あとは自分で本邸に──」

　木々の間を抜ぬけたギルは、有紗を抱だきあげたままアプローチを見て眉まゆをひそめた。

「もう馬車が来ている？」

「ギルベルト！」

　前ぜん邸ていの中に入りかけていた女性客が、有紗たちを見つけて叫さけんだ。案内していたトニーを押おしのけ、あろうことかスカートをたくしあげて走ってくる。

　お転てん婆ばな行動は子供のようだが、高く結ゆいあげた白しら髪がは潤うるおいなく、着ているドレスは鮮あざやかな紫むらさき色いろながら、裾が大きく広がった時じ代だい遅おくれのクリノリン・ライン。

　彼女はギルに抱きあげられている有紗に、手にした羽は根ね扇おうぎをビシリと突つきつけた。

「ギルベルトはわたくしのものよ！　この手をお離はなしなさい！」

「そ、そんなこと言われても……」

　つかまえられているのは、むしろ有紗の方だ。それより彼女の呼び名が気になる。ギルはギルでも、ここにいるのはギルフォードなのに……。有紗はこっそり耳打ちした。

「あなた、誰かと間ま違ちがえられてない？」

「お静かに」

　ギルは、有紗を地面に立たせると、老婦人の手を取ってひざまずいた。

「この少女は、森の中で困っていたのを助けただけ。私の手は、いつだって貴女に紅茶をお淹れするためにありますよ。お待ちしておりました、ジェーン様」

　恭うやうやしい態度と、燦さん然ぜんたる美貌を向けられて、悪い気がする人間はいないだろう。

　しかし、ジェーンはギルの手を払はらいのけて、一人で建物へ向かって歩みだす。

「わたくしは許さないわよ！」

「ああ。お待ちください、ジェーン様」

　ギルは彼女を追う。あっさり離れていく背中に、なぜか有紗の胸がツキリと痛んだ。

（わたし、どうして感傷的になっているのかしら……）

　執事喫茶において、ギルは、顧こ客きやく全員で共有する執事だ。当人もそれをよく理解していて、恋れん愛あい感情は挟はさまないながら、お客様第一主義を貫つらぬいている。

　そんなことは、有紗も重々に理解している。それなのに、ふと思ってしまうのだ。

　──もしも、彼が自分にだけ笑いかけてくれたなら、どんなに嬉しいだろう──。

「はっ！　わたし、ひょっとして懐かい柔じゆうされかけてる!?」

　有紗は頭を抱えた。先ほど吹きこまれた甘い声が、理性的な考えを邪じや魔ましている。

（落ち着いて、冷静に！　よく考えて、わたし！）

　ギルは存外に口が悪い。本当の自じ称しようは『私』ではなく『俺』だし、気に入らないとニコリともしない。スマートな紳しん士しの皮を被かぶった毒舌家だ。

　客が夢中になるのは、彼の本ほん性しようを知らないからに他ならない。

「そうよ！　だから、わたしが虜とりこになるはずがないわ。絶対に！」

　自分を正気に戻そうと、有紗は頰をパンと叩たたいた。ギルで頭がいっぱいになって困るなら、無理矢理に他のことを考えてしまえばいい。

「そういえば、さっきのお客様は、なぜ彼をギルベルトと呼んだのかしら？」

「それは、奥おく様さまが、ギルフォード殿どのを誤ご認にんしておられるからです」

「ひっ！」

　唐とう突とつに、馬車の陰かげから灰色の口くち髭ひげをたくわえた中年男性が現れた。地味な黒いモーニングコートがしっくりと馴な染じんでいて、長年の屋敷勤めを感じさせる。

「驚かせて申し訳ありません。モーリアスと申します」

　頭を下げられたので、有紗も両手を重ねて、深くお辞じ儀ぎした。

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。あのご婦人のお付きの方ですか？」

「ええ。奥様……ジェーン様の態度に驚かれたでしょう？」

　何も言えない有紗に、モーリアスは、悲しげに眉を下げた。

「奥様は、旦だん那な様が亡なくなられたあと、少女時代に戻ってしまわれたのです」




　モーリアスと並んで前邸に向かった有紗は、ガラス窓に張りついて、こっそりサーブルームをのぞいていたトニーに声をかけた。

「どうしたの？」

「わ、有紗様。おかえりなさい！」

　虫に飛びつかれた子こ猫ねこのように驚いたトニーは、隣となりのモーリアスを見ると、はにゃりと笑え顔がおになった。

「お疲つかれ様さまです、モーリアスさん。こちらで一服なさいませんか？」

　執事喫茶シュガーリィテイルでは、客の従者はサーブルームに通さずに、厨房の向かいにある休きゆう憩けい室しつで時間を潰つぶしてもらう。

　そこでも紅茶は出されるが、こちらはトニーの練習台だ。ギルほどの腕うで前まえはないが、客に出すのと同じ品質のいい茶葉を使って淹れるので、おいしいと評判がよかった。

　モーリアスは、孫でも見るように目を細めて、胸に手を当てた。

「いつもありがとう、トニー。奥様が席を立つまで、お世話になります」

「有紗様もご一緒にいかがですか？　今日は、マオ兄さんが試作した、東洋の蒸むし菓が子しがあるんですよ。マーラーカオっていうらしいんですけど、すっごくおいしそうで──」

　トニーのわくわく顔が可愛くて、有紗は自然と笑顔になった。

「ええ。わたしもトニーの紅茶を飲みたいわ」

「頑がん張ばって淹れますね！　お買い物ありがとうございます。僕ぼくが厨房に運びます！」

　トニーに紙袋を預けて、有紗は、モーリアスと一緒に休憩室へ入った。中央にブーケフラワーが飾かざられたダイニングテーブルには、左右に三つずつ椅い子すが設置されている。

　左奥にモーリアスが、右奥に有紗が座すわると、マオが両手に皿をのせた格好で現れた。

「モーリー、どうぞ……」

「ありがとう、マオ。これが東洋のケーキですか？」

「うん。オーブンの天板に、水を入れて蒸した……。アリサも、どうぞ……」

　コトリと置かれた平らな皿の中央に、お月様みたいな半球状のケーキがのっている。

　焼き肌はだにはぽつぽつと気き泡ほうが開いていて、砂糖とは一風変わった甘い香かおりが、湯気にのって立ちのぼる。

「蜂はち蜜みつの匂いがするわ」

「当たり……アリサ、鼻がいい……」

　マオは有紗の隣に座った。ティータイムに参加する気のようだ。

「お待たせしました！」

　満まんを持じして登場したトニーは、ギルが使っているものより一回り小さな銀色のワゴンを押してきた。ティーポットは、四人分が楽々と入る大きさのものだ。

「今日はアッサムを濃こいめに入れたので、ミルクティーにしましょう！」

　トニーは、ピッチャーを持ちあげてミルクを四つのカップに溜ためると、ポットから紅茶を注いだ。ミルクの入ったカップに熱い紅茶を注ぐこれは、ティー・ウィズ・ミルクといって、乳成分を高温で変質させないための正当な手順だ。濃い紅色は、底のカーブでミルクとかき混ぜられて、やがて優しい色合いになる。

「どうぞ。お砂糖は好きなだけ入れてくださいね！」

　四人で味わう紅茶は、まろやかでほんのり甘く、おいしかった。

　心まで温まった有紗は、改めて、向かいのモーリアスに視線を向けた。

「ジェーン様はギルを『ギルベルト』と呼んでいらっしゃいましたが……。誰と勘かん違ちがいなさっているのですか？」

「旦那様でございます。ジェーン様とは恋愛結けつ婚こんで、四十年を共に過ごされました。五年前の復活祭の日イースターデイに、急に倒れてそのまま亡くなられるまで……」

　残念そうに告げたモーリアスは、胸ポケットに入れていた手帳から、一枚の古びた写真を取り出した。

　セピア色に褪あせた印いん画が紙しは、有紗の手のひらほどの大きさだ。

　中央の椅子に、羽根飾りのついた帽ぼう子しを被った勝ち気そうな少女が座っている。彼女に寄り添うように立っているのは、裾の長いフロックコートを着た、スタイルのいい紳士。

「ギル……？」

　その顔は、サーブルームで給きゆう仕じしている執事にうり二つだった。銀フレームの眼鏡めがねをかけている以外は、目つきも鼻の高さも唇くちびるの薄うすさも、同じに見える。

「ギル兄さんにそっくりです！　あれ？　ギル兄さんって、ジェーン様の旦那様と血の繫つながりはないんですよね？」

　トニーの疑問には、マオが真顔で答えた。

「うん……ジェーン様たちは、裕ゆう福ふくな中流市民……。ギルは、上流階級の屋敷で育ったって言ってた……」

「そうだったの？」

　英国は、階級社会だ。上流は、有紗の父のような貴族と地主。中流はビジネスで生計を立てる人々。そして肉体労働により対価を得るのが労働者階級である。

　言われてみれば、ギルがただよわせる煌きらびやかな品は、上流階級の貴族めいている。

「ギルも、どこかの貴族の令息だったりするのかしら？」

「分からない……でも……ずっと、日ひ陰かげ者もの、だったって……」

「日陰者……」

　豪ごう華かな邸てい宅たくにいながら、表立って生きることが出来ない立場の子供はいる。有紗が母から隠れ住むことを強要されていたように、彼も、そうだったとしたら。

　有紗は、ギルと父との接点は、そこにある気がした。彼が有紗と似たような人生を乗のり越こえてきたのなら、なんだかんだと放っておけない性格にも納得がいく。

　無言になる三人に、モーリアスは、年長者の顔で語りかける。

「生まれや育ちに関係なく、ギルフォード殿は素晴らしい方ですよ。ああなった奥様を嫌いやな顔一つせずに迎むかえてくださるのは、彼くらいなものです」

「分かってます。ギルが、とても優しいことは……」

　有紗が、丁寧な手つきで枝から外されたエプロンを見下ろすと同時に、遠くでヒステリックな怒ど声せいがあがった。

　マオとトニーが驚いた顔を見合わせて、音のしたサーブルームへ走る。

　有紗もモーリアスと一緒に向かうと、ティーテーブルについたジェーンが、腕をまっすぐに伸ばして、カップを逆さに掲かかげていた。

　真下に片かた膝ひざをついたギルの金きん髪ぱつから、ぽたぽたと紅あかい雫しずくが落ちている。

　紅茶を浴びせかけられてしまったらしい。
















「ギ、ギル……」

　駆かけ寄よろうとする有紗を手のひらで制したギルは、ジェーンに真しん剣けんな顔を向ける。

「お許しください、愛いとしい方。私は罪な男です」

「他の令れい嬢じようを抱きあげていたのを、許せって言うの？」

　どうやら、有紗の存在が、二人の関係にヒビを入れてしまったようだ。

（わたしが木の枝に引っかかったばかりに……）

　申し訳なさそうな有紗を、ジェーンは、広げた扇の陰から睨にらむ。

「そうね……。あの場所に連れて行ってくれるなら、許してあげてもいいわ」

「あの場所？」

　語尾をあげるギルに、ジェーンは、意固地になって告げる。

「忘れたとは言わせないわよ。何度も二人きりで逢あい引びきした木こ陰かげがあったでしょう！」

　強調した部分は、有紗に聞かせたのだと思う。

　ギルは、得意の演技力で、彼女の申し出にのっかった。

「……もちろん、覚えていますよ」

「当然よね。あそこに連れて行ってくれたら、許してあげてもよくってよ。あとで手紙を送って、迎えに来て。帰るわよ、モーリアス！」

「はい。ただいま」

　玄げん関かんに向かうジェーンは、有紗の横を通りすぎる刹せつ那な、クスリと笑った。

「おあいにくさま」

　完全にライバル視されている。しかし、有紗は怒おこる気も起きなかった。馬車で帰るジェーンを窓越しに見送ってから、床ゆかに膝ひざをついたままのギルに近づいて、しゃがみこむ。

「ギル、火傷やけどしてない？」

「ええ」

「お客様をすごく怒らせちゃったけれど、どうする？」

「……どうしましょうか」

　今回ばかりは、完かん璧ぺきな執事もお手上げのようだった。
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「どうしてジェーン夫人は、自分の夫が死んだことは忘れたのに、デートの場所は覚えているのかしら……」

　手まりで遊ぶ黒くろ猫ねこが全体に散らばった撫子なでしこ色いろの振り袖に、灰色のケープを羽織った有紗は、人通りの多いオックスフォード通りを重たい足どりで歩いていた。

　スモッグが陽光を弱める空の下。通りすぎる店には、時代を先取る新製品が並び、多用されるモーヴ染せん料りようの紫色が彩いろどりを添そえている。

　高級店が軒のきを連ねるリージェント通りと交差していることもあり、ここに来ればなんでも揃うと言われているが、今、有紗が欲しい回答はどこにも売っていない。

「いくらそっくりでも、ギルとは実じつ年ねん齢れいが離れてすぎているわ。亡くなったことはショックで忘れてしまったとしても、普ふ通つうは相手を見み間ま違ちがえないものよね……」

「心因性部分健けん忘ぼう。何かを喪そう失しつした衝しよう撃げきのあまり、関連する記き憶おくをなくしてしまう症しよう状じようです。ジェーン様は、当初はギルベルト氏についての全てをお忘れになっていたそうです。俺の顔を見て、記憶を少しだけ取とり戻もどした、と言った方が正しいでしょう。彼女の中で俺は『恋人』ですから、他のお客様に紅茶を淹れただけで嫉しつ妬とされたこともあります」

「だから貸し切りだったのね……。不思議に思ったのだけれど、夫人に怒いかりをぶつけられたときに、あなたの能力を使えばよかったのではないの？」

　ギルは、普通の人間にはない特とく殊しゆ能力を持っている。琥こ珀はく色いろの瞳を青く光らせると、見た相手を虜に出来るのだ。あてられた人間は、否いや応おうなく彼に従わざるを得ない。

「馬鹿なことを言わないでください。俺は、能力なんてなくても、ジェーン様のお心を取り戻してみせます」

　言い切るギルにあるのは自信と矜きよう持じだ。彼は美しい容貌と洗練されたティーマナー、楽しい話術と淹れる紅茶で、お客様の心をつかむ『執事』としての誇ほこりを持っている。

　オックスフォード通りを抜けた二人は、大理石で作られた門をくぐった。

　ここはハイドパーク。ロンドンの中心部にあり、細長い池を挟んでケンジントン・ガーデンと一続きの緑豊かな王立公園だ。

　エリカコートほどではないが、まばらにエインセルの姿も見える。

「モーリアス殿に聞いた限りでは、ジェーン様はハイドパークを訪おとずれてはギルベルト氏と逢瀬おうせを重ねてらしたそうです。木陰の野バラがお二人のお気に入りだったとか……」

　モーリアスから大体の場所を聞いていたギルは、さっさと遊歩道を進み、足を止めた。

「ここですね」

「え……。ここ、なの？」

　有紗は目を疑った。辺り一面が雑草一本探すのも難しいくらいざっくりと掘ほり返かえされていたからだ。警告用の黄色いテープで立ち入りが制限されていて、脇わきに建てられた看板には、再開発を知らせる文書が貼はり出されている。

「……クリスタルパレス、跡あと地ち？」

　有紗が語尾をあげると、ギルは、そんなことも知らないのかと嘆たん息そくした。

「ここには一八五一年の万ばん国こく博はく覧らん会かいの目玉として、全面ガラス張りの大展示場『クリスタルパレス』が建てられていたのです。今はロンドン南なん郊こうのシデナムに移築されています。お二人の逢瀬は、クリスタルパレス建築以前なのでしょう」

「じゃあ、ジェーン様の思い出の木陰は、もうないの？」

「そのようです。三十年以上も経たっているんですから、潰されていなくとも『同じ木陰』は無理な話ですよ。木は成長しますし、季節によって陽の射し方も、薫かおる花も違ちがう」

　ギルは至し極ごくまっとうそうに言うが、お目当ての場所を見つければなんとかなると思っていた有紗は困ってしまった。

「どうしよう。このままだと、ギルは許してもらえないわ。『思い出の木陰』をどうにかして再現できないかしら……」

　有紗はジェーンの怒った表情しか知らないが、思い出の木陰に行けたなら、きっと巷ちまたの令嬢に負けない可か憐れんな笑顔を見せてくれるに違いない。

「残念ですが、こうなっては仕方ありません。寄りたい場所があるので、行きますよ」

「ちょっと──？」

　ギルを追おうとした有紗は、視界に映りこんだ黒い影かげに目をとめた。

　掘り返された地面を囲うロープのところどころに、施し工こう業ぎよう者しやを知らせる絵札がつけられている。少女の背中に翅はねが生えたシルエットには、どことなく見覚えがあった。

「……なんのマークだったかしら……」

「置いていきますよ」

　深く考える間もなく遠くから呼びかけられて、有紗は、はっと我に返った。

「ま、待ってちょうだい！」




　ギルと有紗は、ハイドパークを抜けて、赤いレンガの長屋が建った通りを抜け、テントがたくさん並んだ広場に立ち寄った。

　エプロンをかけた売り手が声こわ高だかに宣伝するのは、産地の農園名やグレードが黒インクで記された木箱。それらの蓋ふたを取って検分するのは、片目にモノクルをはめた紳士たちだ。

　辺り一面にただよう爽さわやかな香りに、有紗の胸は軽かろやかに高鳴った。

「いい匂い。ここにある木箱は、すべて紅茶の茶葉なの？」

「ええ。ナイツブリッジ・マーケットは、ティーオークションが週に一度開かれる広場です。茶葉は、ここで競せりにかけられて値段がつき、店で量り売りされます。貴族の屋敷では店を仲ちゆう介かいせずにまとめ買いしますね。俺も普段からここで仕入れています」

　歩き慣れているらしいギルは、奥まったところにある紺こん色いろと白がボーダーになったテントに近づいていく。その下にいたねじり鉢はち巻まきスタイルの売り手は、彼に気づくと、呼よび込こみをやめて手を挙あげた。

「よぉ、二カ月ぶりだな！」

「お久しぶりです、ケビンさん。今回の買い付けは、ずいぶん長くかかりましたね」

「現地の農園まで足を運んだからなぁ。でも、そのおかげでいい仕入れが出来たぞ。紅茶にうるさいギル坊ぼうも、思わず財さい布ふの紐ひもを緩ゆるめたくなる一品だ！」

　子こ供ども扱あつかいされて、ギルはヒクリとこめかみを動かした。

「いいかげん、その呼び名はやめていただけませんか。俺はもう二十です」

「二は十た歳ち！　時間は残ざん酷こくだなぁ。エドが最初に連れて来た頃ころには、まだ頰がふっくらしてて可愛かったのに、図体ずうたいのでかい無愛想になっちまってよぉ」

　ケビンは、ギルの肩かたを叩いてゲラゲラ笑う。ギルが不服そうにしつつも抵てい抗こうしない辺り、かなり打ち解けた仲のようだ。

　とはいえ、有紗には、初対面の相手との雑談に入っていく度胸はなかった。

　せめて目立たないようにギルの背中にすっぽり隠れたが、たゆむ長い袖そでは、スリムな足あし下もとからはみ出して居場所を知らせてしまう。

「お、おい。その異国の子は？　まさかお前、ついに嫁よめを貰ったのかっ？」

「はぁ？　この少女と俺が、婚こん姻いん関係を結んでいるように見えるんですか？」

「お前が、顔と口先で騙だましてるようには見える」

　ギルは絶句した。言い返してやりたいが出来ないといった空気に、有紗は思わず背中から飛び出していた。

「騙されていません！　ギルの本性は知っています。毒舌だけど、人をおとしめるような性しよう悪わるではありませんし、彼が優位に立つのは、こちらに落ち度があるときだけです。お客様を何より大事にするし、紅茶を淹れる腕はたしかだし、トニーやマオを大切に思っています。外面がいいと思うことはあっても、誰かを騙す人では断じて──」

「有紗様」

　熱く語っていると、手て袋ぶくろをはめたギルの手に口を塞ふさがれた。

「貴女はエドモンド様にそっくりです。俺を買いかぶりすぎなんですよ……」

　呆あきれた顔で言った彼は、コホンと咳せきをして、話を軌き道どうに戻した。

「紹しよう介かいします、ケビンさん。彼女は、エドモンド様の令嬢、有紗様です」

「娘!?　てことは、男爵家の外に、ってか？」

「ええ。東洋の島国から、海を越こえていらっしゃいました。執事喫茶シュガーリィテイルの新しい主人になられて、現在は紅茶について勉強中です」

「ああ……それで、ロこンんドなンと市こ中ろに」

　ケビンに同情的な視線を送られて、反射的に振り向いた有紗は固まった。

　いつの間にか、市場中から何十という視線が向けられている。紅茶の買い手である紳士たちは、モノクルの奥の目で、紅茶の質を見み極きわめるかのように有紗を検分していた。

　なんだか心まで見み透すかされている気がして、有紗はケープをかき合わせて縮こまった。

「……貴女は、強いのか弱いのか、分かりませんね」

　ギルはそう言うなり、着ていた燕尾服を脱ぬいだ。

　さらにクロスタイをとめていたピンを指で引き抜き、襟えり元もとのボタンを外し、髪はざっくりとかきあげて乱すという、執事にあるまじきスタイルに変へん貌ぼうしていく。

「ギル、どうしちゃったのっ!?」

「驚きすぎでしょう。俺だって、たまには首元をくつろげたくもなります」

「だからって、こんな場所で……」

　恐おそる恐おそる周囲を気にすると、有紗に向けられていた視線は、すっかり彼にかすめ取られている。美の化け身しんのような青年が、往来でいきなり衣服を乱し始めたのだから、目立たないわけがない。それにもかかわらず、ギルは「お好きにどうぞ」と言わんばかりに冷静だ。

「中ちゆう途と半はん端ぱに目を引くからいけないのです。関わってはいけない雰ふん囲い気きを出せば、他人は見ないものですよ。ほら」

　彼の態度に衆囲の興味は薄れていき、やがて、誰も目を向けなくなった。

「……本当だわ」

　感心する有紗に、ギルは肩をすくめてみせた。乱れた格好は、礼儀に厳しい英国紳士らしくはない。けれど、彼の行動はこの市場に集まった誰よりも紳士的だった。

「はははっ、いいとこ見せたな！　この目立ちたがり屋め！」

　カラカラと笑ったケビンは、手元にあった木箱の蓋を取りあげた。

「さ、今日はとっておきがあるぞ。セイロン産の一番摘みフアーストフラツシユだ！」

　木箱の中には、熟成し飴あめ色いろになった茶葉が、くるりと丸まった状態で入っていた。

「セイロンは、年間を通してクオリティの高い味を出すが、一番摘みは花に似た匂いを出す。今年は霧きりが多くて、開きかけの薔ば薇らの香りを出す珍しい品に仕上がった。予想価格は十ポンドで、これから競りにかける。ギル坊、このお嬢じようさんのためにどうだい？」

「ダージリンならまだしも、セイロンにしては高すぎます。薔薇の香りも、お好きな方と気分が悪くなる方が半々なので使いにくい。買いません」

「ちぇー、顔かお馴な染じみなんだから、気前よくのれよ」

「高値を付けたいからって、俺を頼たよらないでください」

　ギルは渋しぶい顔ではねのけた。一方の有紗は、顎に手をかけて考えた。

「薔薇の香りの紅茶……」

　クリスタルパレスのために潰された思い出の木陰には、野バラが咲いていたという。

　青く美しい時代を思い起こさせるには、ぴったりの品かもしれない。

「ギル、この茶葉を仕入れられないかしら」

「どういったお考えで？」

「ジェーン夫人に許してもらうための、鍵かぎになるかもしれないわ」

　含ふくみのある言葉を使うと、ギルは、広場の中央に設しつらえられた円形の台座を見た。

「競りに参加してみますか？」

「出来るの？」

「貴女の反射神経がよければ、ですが」

　ギルは、ケビンに出品の時間を聞いてから、競りの会場へと入っていった。

　半円形に木製のベンチが並んで、オペラのリサイタルが開かれるホールみたいだ。その中央には、競り人が立つ演説台があり、オークションハンマーがのせられている。

　ギルは、ベンチの最さい後こう列れつに腰こしかけると、隣の有紗に向けて手を開いた。

「手を貸してください」

「う、うん……」

　有紗が手を重ねると、彼は、人差し指を立てさせて、他の指を握にぎりしめる。

「一度で覚えてください。これで十シリング値段があがります」

「え？　わたしが競り落とすの？」

　きょとんとする有紗に、ギルは「当たり前でしょう」とすげない。

「俺は、あの値段でセイロンを買いたいとは思いません。何より、こんな格好で執事喫茶の代表として振ふる舞まうのは不本意です。仕入れたいなら、貴女がやってください」

　強い口調で無茶を言う。そう思う間にも、ギルは説明を続けるので、有紗はそちらに集中せざるを得ない。

「指をすべて開くと五シリングです。そのまま手ての甲こうを見せたら一ポンド。こちらの貨か幣へいについてはご存じですよね？」

「ええっと……」

　英国の通貨は、ポンド、シリング、ペニーといった種類がある。日本でいう銭せんや円だ。

　一ポンドは二十シリング、一シリングは十二ペンスである。つまり、一ポンドは二百四十ペンスになる。現金を持ち慣れない有紗には、とっさの判断が難しい。

「ちなみに、予算は？」

「十三ポンドまで」

　ギルが提示したのは、ケビンの話より三ポンドも高い価格だった。意外と価値がある茶葉なのかもしれないし、有紗が羽目を外すのを読みこんでいるのかもしれない。

「おどおどしていると、あっという間に競りが終わります。迷わずに判断してください」

「出来るだけ、頑張るわ……」

　有紗が指を立てる練習をしている間に、ベンチは買い手で埋うまっていって、演説台の脇に、一つ目の木箱が運ばれてきた。ディットーズを身につけた小こ粋いきな競り人がハンマーを打ち鳴らしたのを合図に、茶葉競りの幕が開く。

　会場のあちこちから次々に手が挙がり、茶葉は瞬またたく間まに買い付けられていく。

　十シリングずつ値段を吊りあげる者もいれば、一気に一ポンド提示して、他の追つい随ずいを許さずに手に入れる猛も者さもいた。

（この人たちと、競り合わなきゃならないのよね……）

　今までにない、強い緊きん張ちよう感が有紗を襲った。

　値段に耳を澄すませて、正確なハンドサインを出さなければならない。周囲の熱気につられて値ねをあげすぎれば、予想外の出費で困ったことになる。かといって遠えん慮りよしすぎれば、周囲の鷹たかのように鋭するどい目をした紳士たちに持っていかれる。

　そうなれば、有紗が考えた計画は実行できない。

「さて、お次は本日最後のお品！」

　競り人のかけ声で、ケビン商店と印字された木箱が運ばれてきた。

「ケビン商店出品！　芳ほう香こうな薔薇と瑞みず々みずしい青葉が香る、田園風景を思い起こさせる今期だけの珍しいセイロン！　七ポンドから」

　思ったより高い金額から始まり、有紗は身を固くする。

「すぐにあげてください」

「うん！」

　ギルに言われて人差し指を立てるが、前方にいた買い手が早く、一気に八ポンドまであがる。そのあとで、競り人が有紗に気づいた。

「そこのお嬢さんが八ポンド十シリング、下の紳士で九ポンド。ああ、そちらでさらに十シリング。そちらで十ポンド！」

　あっという間に、ケビンの予想価格に到とう達たつしてしまった。

（ここで勝負に出るわ！）

　有紗は、広げた手の甲を高く掲げた。

「お嬢さんで十一ポンド！　いや、そちらの紳士が十一ポンド十シリング！」

　有紗のハンドサインのあとに、最前の特別席にかけたモーニングスーツ姿の老人がサインを出した。

　その横で耳打ちするのは、光こう沢たくあるトップハットからウェーブのついた金髪がのぞく、身なりのいい紳士。従者を他に二人も連れていることから見て、かなりの資産家らしい。

（手て強ごわい相手だわ……）

　焦あせる有紗がさらに十シリングあげると、やはり紳士が被かぶせてくる。

「十三ポンドだ。もう一声、ないかい！」

　威い勢せいのいい掛かけ声ごえが響ひびくが、その頃には、他の競り人たちは静まっていた。

　応えなければ競り落とされてしまう。けれど、有紗は、腕をあげられなかった。予算がすでに尽つきてしまったからだ。悲ひ愴そうな顔でうなだれると、隣から呆れ声が漏もれた。

「貴女は、馬鹿ですか」

　ギルは、力なく膝に置いていた有紗の手をむんずとつかんで、高く掲げた。

「え……」

「そこのお嬢ちゃん、よく挙げた！　では──十四ポンドで落札！」

　最前の紳士が反応しないのを見て、競り人がカンカンとハンマーを打ち下ろす。

「落札、できた……」

　薔薇のセイロン茶葉は有紗の落札が決まった。予算より一ポンドもオーバーして。呆ぼう然ぜんとしつつライバルの紳士を見ると、ハットをわずかに持ちあげてニコリと微笑まれる。

　相手は、アンセム伯はく爵しやくだった。年ねん齢れい不ふ詳しようの美貌を目にした瞬間、先ほどクリスタルパレスの跡地で見た絵札は、彼の名めい刺しに刷られていた妖精結社のマークだったと思い出す。

（船上といい、不思議なところで縁えんがある人だわ！）

　有紗が心をこめてお辞儀すると、席を立ったギルが眉まゆ根ねを寄せる。

「何をしているんですか、貴女は？」

「お礼をしなくちゃいけないと思って」

「競りで恨うらみ辛つらみはなしです。競り落とせたのは貴女の力だ。自信を持ってください」

　ぶっきらぼうながら、フォローしてくれているらしい。

「落札できたのは、ギルが助けてくれたからだと思うわ」

　予算を超えたとき、有紗は迷ってしまった。ギルが無理矢理ハンドサインを出してくれなかったら、伯爵に競り落とされていただろう。

「ありがとう、ギル。いつもわたしを支えてくれて。とても感謝しているわ」

　有紗が微笑むと、彼は、何か言いかけた口を一直線に引いて、出口を見た。

「……これから小切手を切って、茶葉を届けてもらうための手配をします。勉強なさる気があるのでしたら、俺についてきてください」

　普段より早口で告げて足を踏み出す。急ぐ用事はないはずなのに……。不思議に思いつつあとを追うと、彼の耳がほんのり赤い。

（照れてる？）

　珍しい様子に見とれていた有紗は、突とつ然ぜん立ち止まった彼の背にぼふっと顔をぶつけた。

「な、なあに？」

　ぶつけた鼻を撫でながらのぞくと、出口で瞳を潤うるませたケビンが待っていた。

「ギル坊、やっぱりお前が落札してくれたか！　愛してるぜ、この野や郎ろう!!」

　ケビンに抱き寄せられたギルは、美しい顔をこれでもかと引きつらせた。

「気色の悪いことをしないでください！　貴女も、黙だまって見ていないで助けなさい！」

　しかし、有紗は、お腹なかから出る笑いに耐たえられずに、しばらくそこを動けなかった。
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　有紗が紅茶を競り落とした、次の火曜日。

　花はな盛ざかりのエリカコートで、懐かい古こ趣しゆ味みなお茶会が開かれた。

　招待されたのは、少女に戻ったジェーンと、『かつてのギルベルト氏』のご両人。

　大きな羽根飾りのついた帽子と、たくさんのリボンがあしらわれたローズレッドのドレスを身に着けて馬車から降りてきたジェーンは、会場を見るなり目を吊りあげた。

「ギルベルトったらひどいわ！　ここは思い出の場所ではないじゃないの！」

「私はここだと思いましたが、違いましたか？」

　彼女をエスコートするのは、燕尾服ではなくアイビー色のジャケット姿のギルだ。

　フリル過多のシャツにレースのジャボタイを合わせた華か美びすぎる衣い装しようだが、スマートに着こなして古風な世界観を演出するのに一役買っている。

「まったく違うわよ。木陰はもっと大きかったし、茂しげみの周りに円いベンチがあったでしょう。ここは執事喫茶で、これはティーテーブルとチェアじゃないの！」

　ジェーンが言うとおり、ここは執事喫茶シュガーリィテイルの前邸の脇だ。

　小川のそばに樫かしの木が一本生えていて、小さな木陰を作っている場所である。

　思い出に近くなるよう、都会風に葉を梳すいて、当時に流は行やった象ぞう牙げ風ふうのテーブルセットを設置したのだが、思い出の木陰とは、だいぶ異なっているらしい。

（困ったわね……）

　こっそりと聞き耳を立てる有紗の姿は、二人が座るティーテーブルのさらに奥。樫の小こ脇わきに置かれた木製カウンターの陰にあった。

　姿を見せるとジェーンの怒りを買うため、ギルからは「前邸に隠れているように」と耳が痛くなるほど言われていたのだが……。それでは気がすまなかった。

　苦く肉にくの策さくとして、ギルがジェーンを出で迎むかえている隙すきに、マオがケーキを運ぶワゴンの陰に忍しのんで、カウンターまでこっそり移動してきたのだ。

　もしも見つかったらお小言は避さけられないが、遠いサーブルームで読どく唇しん術じゆつの心得がないことを後こう悔かいするよりはマシだ。

　ケーキを皿に盛るモーリアスと目が合ったので、口に人差し指を当てて『しーっ！』と念を押す。彼は、ギルと有紗を交こう互ごに見て何事か察したらしく、微笑んで応じてくれた。

「お待たせしました！」

　そこに、ティーポットを抱えたトニーが緊張ぎみに現れた。

　ぱりっとアイロンの利いたシャツに、リボンタイを結んだ彼は、ティーテーブルに準備してあった薔ば薇ら柄がらのカップに、心を込こめて紅茶を注ぐ。

「セイロン産の一番摘みです。お熱いうちにどうぞ！」

　不ふ機き嫌げんなジェーンは、ぺこりと頭を下げるトニーをも無視して、羽根扇を動かす手を止めない。一方、ギルは、優ゆう雅がな手つきでカップを持ちあげ、形のよい唇をつけた。

「素晴らしい香りだ。腕をあげましたね、トニー」

「ありがとうございます、ギルに──じゃなかった、ギルベルト様！」

　慌あわてて言い直したトニーは、ごまかすように後ろで手を組んではにかんだ。

「ジェーン。可愛らしい執事に免めんじて、一口飲んでくれませんか？」

「いやよ。ここでは嫌！」

　むくれるジェーンを見て、ギルは、実に残念そうに息を吐はいた。

「……そうですか」

　そして、カップを置くと、組んだ足を下ろして立ちあがる。

「ギルベルト、どこに行くの？」

「貴女にティータイムを楽しむ気がないようですから。さようなら、私のレディ」

「待って──行かないで、ギルベルト!!」

　前邸へ戻ろうとするギルを見たジェーンは、椅子を倒して立ちあがった。クリノリンが大きく広がっているため、急いで動くと周囲のあらゆるものを引っかけてしまうのだ。

　しかし、大きな音を立ててなお、彼女の視線は、ギルの背中にだけ注がれている。

「あなたが去ってしまったら、誰がわたくしに付き合ってくれるというの。こんな我が儘を笑って聞いてくれるのは、あなただけなのに。どうして、わたくしは、いつもこうなのかしら──」

　カウンターに目元だけ出した有紗は、皿の間から、ジェーンの瞳に美しい涙なみだを見た。

　この儚はかなく、弱く、不安げな少女らしさこそ、彼女の本来の姿なのかもしれない。

　素す直なおになれない自分に苛いら立だつ気持ちは、有紗にも覚えがあった。

「──本当は、今日の招待がとても嬉しかったのよ。ここは思い出の木陰ではないから、つい意地を張ってしまったの。ごめんなさい、ギルベルト……」

　消しよう沈ちんした彼女に歩み寄ったギルは、扇を握りしめていた手を取ってひざまずく。

「私は怒ってなどいませんよ。では、改めてお願いします。愛しきレディ、一緒に紅茶を飲んでくれますか？」

「もちろんよ」

　ギルが微笑んで席に戻ると、ジェーンは、ほっとした表情でモーリアスが起こした椅子に腰かけた。向かい側でカップが持ちあがるのに合わせて、彼女も紅茶に口をつける。

「あら、これは──」

　とたんに、ジェーンの瞳に生気が戻った。

　彼女は、眠ねむりから目覚めたばかりみたいに周囲を見回して、何度も、何度もうなずく。

「なんだ、ここだったのね……」

　納得したジェーンは、辺りに、小さな蕾つぼみをつけた薔薇の茂みや、焼きレンガの歩道、頰を撫でる澄んだ風まで感じているように見えた。

　紅茶の香りで、ここを思い出の木陰と錯さつ覚かくしているのだ。

　ジェーンは、感激に声を弾ませて、ティーテーブル越しにギルの手を握る。

「ギルベルト、おいしいわね。あなたとお茶を飲む時間が、わたくしは何より好きなの」

「私もですよ」

　ギルが答えると、ジェーンは幸福そうに笑った。過去に生きる彼女の目には、ギルの滑なめらかな手と自分の皺しわ深ぶかい指が教える、大きな年齢の差が映らない。

「約束して、ギルベルト。ずっと一緒にいるって。いつ何時も、わたくしを忘れたりしないって──」

「っ」

　ジェーンのあまりに切ない声に、有紗は耐えきれずに顔をそむけた。

　今になって、記憶を消した彼女の気持ちが分かった。

　ただ、寂さびしかったのだ。ギルベルトが逝せい去きよしてから、それを忘れるまでの間に、どれだけの孤こ独どくが彼女を追いつめたのか、想像するのは難しくなかった。

「ジェーン、約束します。私は絶対に貴女を忘れません」

　ギルは、事も無げに誓ちかう。

　言葉どおり、彼は大切な顧客を忘れたりしないだろう。

　顔を見れば名前が浮うかぶし、好きな紅茶の銘めい柄がらも、好みのケーキも覚えている。

（けれど、その『忘れない』じゃないのよ、ギル）

　変わる空模様を見たときも、おいしい紅茶を飲んだときも、季節の移ろいを感じたときも、一番に思い出すのが自分であってほしい。我が儘で、夢見がちな少女の願い事だ。

　ギルベルト氏はどうだったのだろう。最さい期ごの景色に、愛しい人はいたのだろうか。

（そうだったらいいな……）

　有紗は、願わずにはいられなかった。ジェーンと同じように、愛した人と幻げん想そうの中で逢あえたなら、幸福な人生だと思えただろうから。

　おかしなお茶会は、それから日が暮れるまで続いた。話しかけるジェーンに、ギルがたわいのない答えを返すだけの、ひどく幸福な時間だった。




　ジェーンを見送ったあと、有紗はティーテーブルの撤てつ去きよに取りかかっていた。

　移動用のキャスターにのせるため、円い縁に手をかけて唸うなっていると、古風な衣装のままのギルが手を貸してくれる。

「ありがとう。重かったの」

「……こちらこそ、ありがとうございました」

　思いがけずお礼を言われて、有紗は、目を丸くしてしまった。

「急にどうしたの？」

「貴女がセイロンを競り落としたおかげで、ジェーン様のお許しを貰えました。思い出の景色を、紅茶の香りで引き出すなんて、俺には考えつかなかった」

「お礼ならトニーにして。上う手まく薔薇の香りを引き出せたのは、紅茶を淹れた彼のおかげよ。マオも、昔のレシピ集を書庫から発はつ掘くつして、今日のためにいくつも試作してくれたわ」

「貴女をカウンターに隠れさせたのは、トニーの案ですか？」

「ええ、そう。マオも協力してくれて──って!?　気づいていたの？」

「気づくなという方が無理でしょう。その長い袖は、蝶ちようの翅はねのように鮮やかですから」

　話しているうちに、水色ドレスのエインセルが飛んできて、ギルの肩にとまった。

　有紗の視線をたどったギルは、小首を傾かしげる。

「俺の肩に何かついていますか？」

「花の妖精エインセルよ。あなたから懐かしい匂いがするみたい」

　エインセルは、襟元の布地をくんくんと嗅かいでいる。

「……これが、エドモンド様の若い頃のお召し物だからでしょうか。屋敷に残してあったのを借りたので、記憶にあるのかもしれませんね」

　ギルは、はめていた白い子こ羊ひつじ革がわの手袋を外して、そうっと人差し指を伸ばした。しかし、指先はエインセルを通りすぎて、肩の端はしに触ふれる。彼には妖精が見えないのだった。

「ギル、手を貸して」

　競り会場とは逆に、今度は有紗がギルの手を握る。

「あなたの肩にいるのは、ショートヘアーの美人なエインセルよ。彼女はあなたの指で触れてほしそうに見てる。だから、人差し指を立てて」

　有紗は、ギルの右手の人差し指の根元をつかむと、彼の左ひだり肩かたにそっと近づけた。

「こうして、頭を撫でるの」

　指先を髪に触れさせると、エインセルはあっけなく懐いて、頰をすり寄せてきた。

　ギルは妖精に嫌きらわれているわけではない。近寄りがたいだけなのだ。
















　当の本人は半はん信しん半はん疑ぎで、上下に揺れる指先を見つめている。

「俺は今、妖精に触さわっているんですか？」

「ええ。エインセルは、とても嬉しそうにしているわ」

「そう……ですか」

　ギルがあどけなく微笑んだので、有紗はドキリとした。

「いつでも見える貴女が羨うらやましい。俺は彼らを見たいと、何度願ったか分からない……」

「妖精を見たいなんて、珍しいわね？」

　有紗の言葉に、ギルの表情が歪んだ。

　彼は、エインセルから引いた手のひらで口を覆おおう。

「しゃべりすぎました……。忘れてください」

　そう言って、足早に前邸へと帰っていく。

　撫でられていたエインセルは、不思議そうに彼から離れて、有紗の肩にとまった。

「……ギル、どうしたのかしら？」

　問われたエインセルが分かるはずもなく。首を傾げ合う一人と一いつ匹ぴきは、片付けを手伝いにマオが来てくれるまで、その場を動けなかった。
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「トニー。それはなあに？」

　サーブルームの奥おくのティーテーブルに着いた有あり紗さは、ギルが淹いれた紅茶と、クロテッドクリームをよそったスコーンを味わいながら問いかけた。

「はい！　探たん偵てい札ふだです！」

　自信満々にトニーが置いたのは、三さん角かく型がたの役職立てだった。かなり古い物らしく、褪あせてクリーム色になった台に、消えかけた『探偵』の二文字が刻きざまれている。

「質しち屋やの店主のおじさんが、通りがかった僕ぼくにくれたんです！　なんですかって聞いたら、探偵の名札だって！」

　瞳ひとみをキラキラさせるトニーは、廃はい棄き処しよ分ぶん箱ばこにされたことに気づいていない。

「有紗様は、ここでのお仕事を探していらっしゃいましたよね？」

「ええ。そうだけれど……」

　有紗は、このエリカコートの所有者だが、日常の仕事となると意外に見つからない。

　経営や事務は、ギルがきっちりとこなしているし、掃そう除じや洗せん濯たくは、定休日の日曜に全員でやってしまう。食事の支し度たくはマオが、前ぜん邸ていの環かん境きよう維い持じはトニーが受け持っていて、素人しろうとが手を出すと怒おこられる。

「僕、おじさんに、探偵って何か聞いたんです。そしたら『いつもは部屋で考え事をしていて、困った人が来たら助けるヒーローだ』って。それって有紗様のことですよね！」

「え、わたし？」

　思わず自分の顔を指さす有紗を、トニーは「はいっ！」と純じゆん朴ぼくに追いつめる。

「僕は知ってます。マリーゴールド様の指輪を取とり戻もどしたのも、ジェーン様の思い出を作り出したのも、有紗様が考えてやったことです。お仕事がないなら、ここに札を立てて紅茶を飲みながら、困った人を待っていればいいと思います！」

「それで、探偵というわけね……」

　ここは執しつ事じ喫きつ茶さシュガーリィテイル。ロンドン郊こう外がいの深い森の奥という立地条件にもかかわらず、顧こ客きやくのほとんどが女性で、何度も通ってくれる常連が多い。

　彼かの女じよたちのお目当ては、おいしい紅茶だけでなく、口の立つ美形執事と愛らしい男の子、魅み力りよく的な菓子職人パテイシエと過ごす一時でもある。

　だから、ギルは、有紗にサーブルームの奥まった席と紅茶を与あたえて、客を気取るようにと言う。女性が同居しているとバレたら、客足に大ダメージとなるからだ。

　気持ちは分からなくもない。どこの馬の骨とも知れない少女が、お気に入りの青年と一つ屋根の下で暮らす。恋が芽生えるのではと勘かんぐるのは、当たり前のことだった。

（それなら、やっぱりわたしはここにいない方がいいのかしら……）

　有紗は一文無しだが、エリカコートには隠かくし銀ぎん鉱こうがある。銀を掘ほって売れば、屋や敷しきと土地の税金を払はらっても、一人で住むアパートぐらいは借りられるだろう。

　英国は銀に飢うえているから、貨か幣へい換かん算さんするとかなりの高額なのである。

「有紗様？　気に入りませんか？」

　トニーが心配そうに見上げてきたので、有紗は、さも嬉うれしげな顔で立ちあがった。

「気に入ったわ。ありがとう、トニー。お腹なかがいっぱいになったから、少し散歩してくるわね！」




　エリカコートは、エリカという小花で覆おおわれた丘おかを中心とした森一帯だ。

　丘の頂上には住まいとして使う本ほん邸ていが、手前に喫きつ茶さ店てんとして使う前邸があり、レンガ敷じきの歩道を下ると、馬車が公道に戻もどるための半円形のアプローチがある。

　どこを見ても、森の中の別べつ荘そうにしておくにはもったいないほど立派な造りだ。

　親族の誰だれにも明かさずに、辺り一帯を買いあげて隠かくれ家がを建て、のちにギルを住まわせた父エドモンド。彼は、有紗と同じく妖よう精せいが見える体質だったという。

「教えてくれたらよかったのに……」

　そう思う反面、言えなかったのだろうとも思う。

　男だん爵しやく家けの当主だった父と有紗は、責任からして違ちがう。もしも父が人前で「妖精がいる」と夢見がちなことを口走れば、爵しやく位いが危あやうくなっていたかもしれない……。

　ぼんやり考えながら、乗合オムニバスが走る公道まで歩いて行くと、地図を目で追う不ふ審しんな中年男性がいた。

　出っ張ったお腹と顔は、上下から万力で押おしつぶされたみたいに丸い。鼻の下に万年筆で引っかいたような髭ひげがあって、目はぎょろぎょろと血走っている。

　見過ごせないのは、彼の頭に、小さなコウモリがひっついていることだ。

（妖精だわ）

　有紗は、一目でその正体を見み抜ぬいた。陽の当たらない場所を好む『インプ』という種族で、人にこっそり取りついて血を吸う。吸われている方には感覚がなく、あとで赤く開いた二つ穴の咬かみ痕あとを見て、やられたと気づくのだ。

　インプはお腹が空すいているらしく、男性の頭皮に必死にかぶりついているが、固くて牙が立たないようだ。

　吸うインプと吸われる男性、どちらも不ふ憫びんに見えて、有紗は手を貸すことにした。

「頭に木の葉がついておりますわ」

　葉を払い落とすそぶりでインプを引きはがし、背中に回す。インプが指に牙を突き立てる、チクっとした痛みがあったが、多少なら吸われても貧ひん血けつにはならない。

　男性は、唐とう突とつに現れた有紗を見ると、髭をつまんで考えた。

「こんなところに異国の娘……。お前が有紗・Ｅ・ウィルバーか？」

「はい。そうですが」

　おずおずと答えると、男性は、感激した様子で両りよう腕うでを広げた。

「そうか！　儂わしは不動産管理会社のシャルルビッキという。はじめて来たが、ここは素す晴ばらしい。公道から続く道は舗装済み。ロンドン郊外という、馬車で乗りつけるのにちょうどいい立地条件。さらに丘の頂上には、小川のせせらぎが聞こえるジョージアン様式の屋敷があるそうじゃないか！　実に、実に、素晴らしい！」

「ありがとう、ございます……？」

　べた褒ほめされて釈しやく然ぜんとしないが、所有者として一応はお礼を言う。

「儂はこんな場所を探していた！　どうだ？　我が社に任せてもらえれば、一等地メイフエアの邸てい宅たくと同じだけの値段をつけてみせるぞ！」

　シャルルビッキはにっかしと歯を見せて笑った。やけにギラギラすると思えば、口のほとんどを金歯が占しめている。成なり金きん、という言葉が頭に浮うかんで、有紗はげんなりした。

　産業革命以降、英国では、田園回帰が流は行やるのと同時に、拝はい金きん主しゆ義ぎが横行している。社会全体が、お金さえあればなんだって手に入ると考えだしたのだ。

　けれど、有紗は、お金に換かえられない価値を、このエリカコートに見いだしていた。

「申し訳ないのですが、お売りする気はありません。ここは、わたしの『家』なので」

　言い切る有紗に、シャルルビッキは、髭をいじりながら反論する。

「売った金で、好きなところに新しい家を買えばいいだけだ。お前だって異国の民みん族ぞく衣い装しようではなく、カラフルなドレスや大玉の宝石を身に着けたいだろう？」

「いいえ。ここで送る毎日は、流行のドレスや宝石よりも素晴らしいものです」

　妖精のことを話しても、変な目で見られないのは、ここだけだ。

　元の所有者だった父が同じように妖精を見ていたので、三人の若い従業員は『見えなくとも存在する』と理解してくれている。一いつ緒しよに暮らす中で、うっかり彼らの話をしても、疑わしい目で見つめられることも、避さけられることもない。

　それに、有紗はどれだけ救われているか、分からない。

「売買のお話なら結構です。お引き取りください」

　ばっさり断ると、シャルルビッキの鼻息が荒あらくなった。

「この小こ娘むすめが！　いいか、よく聞け。この土地に興味を持っているのは儂だけではないぞ。お前も聞いたことくらいあるだろう、妖精結社アンセム！」

　その名に、有紗は目を見開いた。

　船上で出会い、茶葉のオークション会場にも姿を見せた、アンセム伯はく爵しやくの会社だ。

「あそこの代表はやり手だ。妖精がいそうな水場や森を押さえては、ロンドンの喧けん噪そうと仕事に疲つかれた人間のための保ほ養よう施し設せつを建てている。妖精さまさまだ！」

　英国では、妖精はおとぎ話の中の生き物でありつつも、どこかにいてほしい不思議でもある。見える有紗は煙けむたがられるが、妖精自体は人々の興味を引くのにいまだ有力だ。

（けれど、あの伯爵が事業のために妖精を利用するかしら？）

　船上でティーカップにくっついてきた妖よう怪かいの話をした有紗に、伯爵は白い目を向けるどころか、類たぐい稀まれな才能に自信を持つように、と助言までくれた。

　有紗は、妖精や妖怪に好意的な人間は好きだ。見える者としての親近感というよりは、見えない世界があると認められる懐ふところの深さを、その人に感じられるから。

　それが、目の前のシャルルビッキには微み塵じんもない。

「妖精結社に手を出されて後こう悔かいする前に、儂に託たくした方が身のためというもの。なんならそれらしい妖精の逸いつ話わをつけて、より高く売うり払はらってやるぞ！」

「！　……ひどいわ」

　ぎゅっと手を握にぎってうつむく有紗に、シャルルビッキは怪け訝げんそうな顔を向ける。

「ん、何か言ったか？」

「妖精を──」

　有紗が声を強めると、両りよう脇わきの森がザワザワと揺ゆれた。

「──お金かね儲もうけの道具にしないでっ！」

　叫びは、周囲に高らかに響ひびいた。有紗の激げつ昂こうに引き寄せられたのは、エリカコートで遊んでいたエインセルや銀鉱を守るゴブリンだった。

　彼らは、森を伝う風にのって、シャルルビッキに一いつ斉せいに襲おそいかかる。

「なんだ!?　つむじ風か！」

　敵意をむき出しにした妖精は、風よりはるかに強い。シャルルビッキは、エインセルに押されてよろめいた足を、転がってきたゴブリンにすくわれてひっくり返る。

「うわぁあっ！」

　大きな悲鳴があがったところで、有紗は、はっと我に返った。

　見下ろすと、転てん倒とうしたシャルルビッキを、妖精が殴なぐったり蹴けったりやりたい放題だ。

「やめて！」

　有紗の呼びかけで、妖精たちの動きがピタリと止まり、風もやんだ。

　シャルルビッキは、何が起こったのか分からずに、ぎょろっとした目で有紗を見る。

「何をしたんだ、お前……」

　それは、日本でも散々向けられてきた、疑ぎ惑わくのまなざしだった。

　うろたえた有紗は、さっと背を向けて駆かけだす。

「こらっ、答えろ！」

　がなる声が怖こわくて、耳を塞ふさぎながら逃げもどる。走り慣れないため何度もつまずいて、胸が痛くなるくらいに息が切れたが、前邸の中に入るまで足を止められなかった。
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　うららかな五月の春の日が続くエリカコートだが、英国らしく昼夜の寒暖差は大きい。

　森を抜けた風はよりひんやりと、丘に降り注ぐ陽光はよりじんわりと体に響く。

　去り際の口ぶりから、シャルルビッキがいつ再訪するかとヒヤヒヤしていた有紗だが、何事もなく四日が過ぎた。動どう揺ようさせたくなくて、土地と屋敷の買い取りを持ちかけられた件については、ギルたちには内ない緒しよにしている。

　このまま、平へい穏おんな日々が続いてほしいと願っていた、ある日。

　従業員の一人を襲ったのは、どこにでもありそうな異変だった。




「大だい丈じよう夫ぶ？　トニー」

　有紗が問いかけると、ほっぺたを真っ赤にふくらませたトニーは、パスっと辛そうに息を吐はいた。その拍ひよう子しに口から落ちた体温計を取りあげて、ギルは顔をしかめる。

「摂せつ氏し三八度。子供の体温は高いものですが、あがりすぎです。風か邪ぜですね」

「ばい。ずびまぜん」

　トニーはぜいぜいと苦しそうな声で言う。今にも泣きだしそうな彼に、ギルは、冷ました体温計を箱に戻しながら、いつもより柔やわらかい口調で言いつけた。

「今日は一日休養しなさい。マオが風邪に効くアップルスープを作っていますから、それを食べたら眠ねむること。そろそろ八時ですから、俺おれはサーブルームに行きますが、絶対に仕事場には来ないように。……有紗様」

「なあに？」

　顔を向けると、ギルは申し訳なさそうに視線を下げた。

「トニーを頼たのみます」

　言うなり、足早に部屋を出て行った。看病を任された有紗は、ギルと入いれ替かわりにやってきたマオから、深皿と銀色のスプーンがのった盆ぼんを受け取った。

　盛られたアップルスープからは、柔らかな湯気が立ち上っている。林りん檎ごを煮に詰つめて作ったカラメルを、チキンスープで伸のばすだけの簡単な家庭料理だが、手て際ぎわのよい彼が二度も焦こがしていたあたり、かなり動揺していたようだ。

　有紗は、滑なめらかな飴あめ色いろを一さじすくって、トニーの口に運ぶ。

「出来るだけ食べて。風邪をやっつけるには、栄養が必要なのよ」

「うぅぅう。ごべんなさい、ありざさま……」

　ベッドにくったり横たわりながら、トニーはグズグズ鼻を鳴らす。

「ぎょうは、かべにづたう蔦つたを剪せん定ていして、地下のそうじをしようってぎめでたのに……」

　トニーは働き者だ。前邸やアプローチの清掃やチェックは、ほとんど彼一人でやっている。お客様に気持ちよく紅茶を楽しんでいただくために、なくてはならない存在だ。

　しかし、風邪を甘あまく見てはいけない。体が小さい分、子供は抵てい抗こう力りよくも弱いものだ。

「剪定は出来ないけど、掃除ならやっておくわ。だから、あなたはゆっくり休んで」

　有紗が言うと、トニーは安心したようにうなずいて、すぐに眠ってしまった。




「ええと、地下室への階段は……」

　若草色のダイヤ格こう子し柄がらにエプロンを重ねた有紗は、モップを片手に本邸を歩いていた。

「トニーは、突つき当あたりの右だって言っていたわ」

　廊ろう下かの奥はランドリールームになっている。しかし、洗濯は綺き麗れいな川水を汲くんですませてしまうので、有紗は今までここを使ったことがない。

　中をのぞくと洗濯用品はなく、純銀製の大きな秤はかりとスコップが並べられていた。

「何かを計る部屋かしら？」

　右手側のドアを開けると、個室の中央に地下へ向かう階段があった。手すりに置かれた燭しよく台だいに明かりをつけて下りていった有紗は、鉄製の観かん音のん扉とびらにたどり着いた。

「金庫、かしら……？」

　堅けん牢ろうそうな見た目には、こじ開ける気を挫くほどの風格があり、防犯体制は万ばん全ぜんだ。

　しかし、肝かん心じんの錠じよう前まえは片方の扉のループに引っかかっているだけ。鍵かぎは開いていた。

　重い扉を引いて体を滑すべりこませると、中は保管庫になっていた。三方の壁かべに棚たなが作り付けられていて、木製のキャディボックスがぎっしりと詰つめられている。

　右手側の、ちょうど有紗の目線の位置にある棚が、一つ分空いている以外は。

　燭台を床ゆかに置くと、パラパラした黒いゴミが散らばっているのが目についた。

　有紗は、何気なくゴミを指につけて、明かりにかざす。

「紅茶の茶葉だわ……。ひょっとして、ここにある木箱は、全てそうなの？」

　慎しん重ちように照らしていくと、棚には手書きの札が貼はられている。

　──『ダージリン／二番摘みセカンドフラツシユ』『アッサム／ウィズミルク用』『セイロン／有紗競せり分』──。几き帳ちよう面めんな字は、ギルのものだ。

　茶葉は、専用のキャディボックスに入れて保管すると、前に競りに参加したあとに説明された。考えてみれば、外気温に左右されず乾かん燥そうしていて錠じようのかかる地下空間は、茶葉の保管にもってこいだ。紅茶は、温度や湿しつ度どに敏びん感かんなのである。

　しかし、等級まで記しておくギルがこぼすとは、彼らしくない。

　空いた棚には、『アッサム／ストレート用』と記されている。

　客を見て提供する茶葉を決めるギルは、キャディボックスごと前邸のスティルルームに運んで紅茶を淹れる。高価な茶葉を木箱から移す作業も、暗い地下ではなく明るい清潔な部屋で行うだろう。

　そこまで考えた有紗の脳のう裏りに、ランドリールームの光景がよみがえった。

「だから、あそこに大きな秤とスコップがあったんだわ」

　上階でキャディボックスに入れ替えるなら、ますますここに茶葉が落ちているのはおかしい。いぶかしんでいると、保管庫の扉が大きく開かれた。

「……アリサ……」

　声をかけてきたのは、マオだった。無表情が常の彼だが、今日は目元が焦あせっている。

「……紅茶の、味が変……」

「ええっ！」

　信じられない報告に声を上ずらせて、有紗は保管庫を飛び出した。




「この店では、客にこんな不ま味ずい紅茶を出してるのか！」

　有紗がマオに連れられて前邸に入ると、磁器の割れる音が聞こえてきた。

　サーブルームに行くと、十ほどあるティーテーブルが、全て黒い上下を着た男性で埋うまっている。主な客層が女性で占められている執事喫茶にしては珍めずらしい光景だ。

　片かた膝ひざをついたギルの手には、割れたティーカップの破は片へんがある。彼に怒ど鳴なり散ちらしている客は、会いたくなかった因いん縁ねんの相手、シャルルビッキだった。

「ほうら、謝あやまれ！　紅茶一つまともに淹れられなくてすみませんとな！」

「申し訳ありません」

　不本意そうな謝罪は、かえってシャルルビッキを刺し激げきした。

「謝る態度がなってないな！　オーナーは誰だ！」

「わ、わたしです！」

　有紗はギルの隣となりに並ぶ。先日、つい逃げてしまった負い目もあって縮こまると、シャルルビッキは、髭をつんつんと引きながら鼻息を荒くした。

「ふん。この間はずいぶんよくしてくれたな。一体、どんな教育をしたら、こんな不味い茶が淹れられるものか、教えてもらいたいくらいだ！」

「まことに申し訳ありませんでした！」

　ガバリと九十度に腰こしを折ると、ささやき声が耳に飛びこんできた。

「有紗様」

　目だけ動かすと、こちらを横目で見るギルと視線が合った。

「俺を一度、下がらせてください」

　美しい琥こ珀はくの瞳が、鋭するどいまでにギラついている。紅茶の味に異常があって落ちこんでいる、というよりは、目の前の事態に怒いかりを覚えているようだ。

（ギルの失態ではない、ということ？）

　となれば、問題は客の方にありそうだ。有紗は、気を取り直して頭をあげた。

「シャルルビッキ様。おわびにもう一度、紅茶をお淹れします」

「いらん。しばらく何も口にしたくなくない。その顔だけの若造には、客商売に二度目はないと思い知らせて、クビにするんだな！」

「当店の執事に、おいしい紅茶を淹れる技術がないなら店を畳たたみます。そうなったら、シャルルビッキ様の不動産会社にお世話になりますわ。けれど、今まで彼はとても有能な働きをしてきました。わたしに、自分の目で確かく認にんする機会をください」

「どうせ結果は分かっているが……。もう一杯だけなら許してやろう。だが、儂は美食家だ。アッサムしか受け付けないからな！」

「かしこまりました。行きましょう。ギル」

　立ちあがったギルは、無言で一礼して、大おお股またでサーブルームを出た。




　二人が厨ちゆう房ぼうに入ると、ぼんやりと食器を拭ふいていたマオが、心配そうに近寄ってきた。

「……怪け我がは……？」

「していませんが、伊い万ま里りを一つ駄だ目めにされたせいで、全身をメッタ刺ざしにされたくらい気分が悪いです。あの男、わざとソーサーとカップをぶつけたんですよ」

　ギルは、手にしていた鮮あざやかな伊万里焼の破片を、ダストボックスに放りこんだ。

　輸入品で高価だが、素晴らしいカップは使ってこそ意味がある、という彼の意見に沿って積極的に使用されていた。お気に入りだったから、なおさら割られて腹が立つのだろう。

　ギルは、荒っぽい足どりで、向かい側にあるスティルルームに向かった。

　あとをついていった有紗は、扉をくぐってすぐに感かん嘆たんの声をあげた。

「すごい……」

　四方の壁を埋うめ尽つくすように、形も色も様々なティーセットが飾かざられている。

　中央に置かれた丸テーブルには紅茶を淹れるための銀茶器が並べてあり、脇わきにはお湯を沸わかす独立コンロ、最さい奥おうには綺麗な水を引く蛇じや口ぐちまである。

　手を伸ばせば、紅茶を淹れるために必要な全てが揃う、紅茶のための空間だった。

「ギルは、いつもここでカップを選んで、紅茶を淹れているのね」

「ええ。今日もいつもどおりに、本邸から茶葉を運んで、ここで淹れました。ストレート用のアッサムは昨日も使った茶葉ですよ。なぜ急に質が──」

　ギルは、テーブル上の茶こしに残っていた茶葉を見て、顔色を変えた。

「──色が、落ちている？」

　出がらしの茶葉は、緑色をしていた。

　紅茶は、発はつ酵こうを経て生産されているから、茶ちや褐かつ色しよくをしているはずなのだが。

「味がおかしいわけですよ。これは偽にせ茶ちやです」

「偽、茶？」

　聞いたことの無い単語に、有紗は眉まゆをひそめた。

「それはどういうものなの？」

「偽茶は、文字どおり紅茶のまがい物です。茶の木ではなく、形がよく似た椿つばきの葉を摘つみ取とって作られます。百年ほど前、紅茶には最大で一一九パーセントという高い税がかけられて今より高額でした。そのため、紅茶に似せて作った偽茶が横行したのです」

　ギルは、キャディボックスの茶葉を手近にあったボウルに入れて、お湯を注いだ。

「椿の若葉を乾燥させたままでは緑色。そこに鉄の赤あか錆さびを煮に出だした汁つゆで色をつけます。見た目は紅茶の茶葉に似ますが、お湯で色素が抜けますので、茶ちや殻がらは緑色に戻ります」

　ボウルの中は、すぐに紅に染まった。しばらく観察していると、饐すえた臭においが湯気にのって立ち上ってきたので、有紗は、顔をしかめて鼻を覆った。

「うっ。おいしくなさそう……」

「錆ですからね。俺が気になるのは、昨日までここに入っていたのは質のよいアッサム茶葉だったということです。競りで仕入れた中に偽茶が混じっていたとは考えにくい。入れ替えられているとすれば異常事態です」

　ギルは、スプーンで偽茶を味見して、ペッペと吐はき出だしているマオを見た。

「地下の保管庫を調べてきます。マオ、あの連中を頼んでいいですか？」

「……分かった……。代わりに……アリサ、連れて行って……」

「わたしを？」

　有紗が、自分を指さすと、こっくりうなずかれた。

「探偵、だから……頑がん張ばって……」




　保管庫の前に立った有紗は、ギルが扉横のレバーをあげるのを見て、目を丸くした。

「それは、なに？」

「照明のスイッチです。庫内の温度がすぐにあがるので、ほとんど使用していません」

　扉を開けると、吊つり下さげられたランプが灯ともり、木箱のつまった空間が照らされていた。明るくなったおかげで、床中に茶葉が散らばっているのが見て取れる。

「なぜこんなに茶葉が？　まさか、今朝から落ちていたのでしょうか……」

　フラフラしながら身み支じ度たくするトニーを有紗が説得してベッドに寝かせるまでの間、ギルは体温計の入った救急箱を捜して、タオルを用意して、とずいぶんバタバタしていた。

　いつもより忙せわしない朝だったから、足あし下もとの異変に気づかなかったのも無理はない。

「念のために聞くけれど、あなたがここでキャディボックスを開けたときに、うっかりこぼしてしまった可能性はない？」

「ありません。中身を確認する場合は、明るい上階に運んで開けますから──」

　ギルは、他のキャディボックスを順々に検あらためていき、偽茶が詰まった物だけ開けたままにする。床はあっという間に箱で埋まり、右側の上部がすっからかんになった。

「アッサムの棚が全ぜん滅めつですね。誰かが忍しのびこんで茶葉を入れ替えたようです」

「どうしよう……。シャルルビッキは、アッサムじゃないと飲まないって言ってたわ。きっとあの人たちは、集団で執事喫茶のあらを探しに来たのよ。弱みを見つけたら、土地や屋敷を安く買いたたけると思って──」

　そこまで口走ったところで、有紗の視界が陰かげった。

　見上げれば、ギルが覆おおい被かぶさるようにして、ランプの光を遮さえぎっている。

「貴女に、聞いておきたいことがありました」

「きゃっ」

　空になった棚に背を押しつけられた有紗は、顔の両側に手を突つかれて囲いこまれた。

「シャルルビッキ様のお名前とご職業を知っていらしたようですが。貴女は、あの腹の立つお客様と、どういったご関係なのですか？」

「よ、四日前に、公道の方で会ったの。偶ぐう然ぜんに！」

　冷ひや汗あせをかきつつ答えると、ギルの頰ほおに、加か虐ぎやく的てきな笑えみが浮かんだ。

「そうでしたか。俺は、まったく、何も、聞いていませんが？」

「言う必要がないと思ったの。すぐに帰って行ったから！」

「本当に？」

　顔を近づけたギルの瞳が青色に光った。意識が引っ張られる感覚に、有紗はぞっとする。この瞳に囚とらわれた人間は、彼の言いなりになってしまうのだ。

（いつもは使いたがらない能力を、ここで使うなんて！）

「俺の質問に、噓うそ偽いつわりなく答えてください。あの男と、一体どんな話をしたのですか、ご主人様？」

　甘あまく痺しびれるような低音で強ね請だられて、有紗の喉のどがむずむずする。瞳の光は今まで見たよりもはるかに強い。効きにくいと知っているから、フルパワーを出しているようだ。

「す、少し世間話をして、いい物件だと言われたくらいよ！」

「俺が聞きたいのはそこじゃない。いくら提示されたのですか？」

「！」

　ショックな一言に頭がカッと熱くなった。有紗は、思わずギルを両手で突つき飛とばす。

「わたしがここを売ると、本気で思ってるの!?」

「……信じ切れない、と申しあげたら？」

　よろめいたギルの視線は、力なく床へと落ちた。青い光は、ひどくか弱く揺れている。

　思っていた以上に、彼は有紗を主人として認めてくれていたようだ。

　だからこそ、こんなに傷ついた顔をする。

「ギル、聞いて。たしかに、どこかにアパートを借りて、一人で移り住んだ方がいいかもって思っていたわ。だけど、ここを売るようなことだけは、絶対にしない！」

　もしもエリカコートにあるのが無人の土地屋敷だったなら、いくら父が遺のこしてくれたとはいえ、ここまでの愛着は湧かなかっただろう。数日寝ね泊とまりして、帰りの旅費を手に入れるために、幾いくばくかの貨幣に替えて手放していたかもしれない。

　けれど、ここにはギルたちがいた。心優やさしく、善良で、妖精を認めてくれる人間が。

「あなたたちが住んでいるのに、売ったり出来るわけないじゃない……」

　こんなにも大切に思っていると、どうやったら信じてもらえるのだろう。

　疑いを募つのらせた相手の心を解きほぐす方法は、有紗には考えつかなかった。

　悲しくてうつむくと、ともすれば聞きき逃のがしてしまいそうなほどか細く呼ばれた。

「……有紗様」

　顔をあげるより早くギルが頰に触ふれてきたので、有紗は息を吞む。

　迷いがにじむ表情を見る限り、ギルは完全に心を開いてくれたわけではない。けれど、気持ちを分かってもらえないと嘆なげくほど、距きよ離りがあるわけでもなかった。

「貴女は、俺たちのことを──」

　そのとき、廊下からドサリと誰かが倒たおれこんできたので、二人ははっとした。

「トニー！」

　パジャマ姿でぐったりする彼に、有紗は慌あわてて駆け寄った。

　ギルも足早に近づいて、心配そうな顔つきで抱だき起おこす。

「部屋で寝ていなさいと言ったでしょう」

「ごめんなさい……。さっきマオ兄さんが、有紗様を捜しにきたので起きたんです。何か、あったんですか？」

　言葉がはっきりしていて、頰の赤みも引いている。朝よりは回復しているが、治りかけに無理は禁物だ。ギルは燕尾服を脱ぬいで、彼の体にかけた。

「貴方あなたが気にすることは何もありません。部屋に戻って、もう少し眠りなさい」

「いやです。問題が起こってるなら、僕も力になりたいです。ここの執事ですから……」

　幼いながら、しっかりした責任感を見せるトニーに、有紗は尋たずねる。

「ねえ、トニー。あなた、昨日は一階の家事室でうたた寝ねして、気づいたら朝になっていたのよね。夜の間に、変な物音を聞かなかった？」

　家事室は、保管庫へ続く階段室の向かい側にある。個人の部屋は二階にあるので、もしも何か見聞きしているとしたら、たまたま一階にいた彼しかいない。

「物音は分かんないです。僕は寝つくと朝まで起きないので。それで朝になったら──」

　トニーは、記き憶おくを呼び起こして、虚うつろな瞳になった。

「──窓が少しだけ開いてました。鎧よろい戸どを閉めてなかったから、夜風で動いちゃったのかもしれないんですけど、すごく寒くて、風邪をひいちゃったんです……」

「ありがとう。十分よ」

　有紗が言うと、トニーはギルの腕うでの中でふにゃりと笑った。そのまま、ミルクを飲んだ子こ猫ねこのように寝入ってしまう。体力の限界だったのだろう。

「……部屋に運びます」

　ギルは、彼を抱かかえて立ちあがった。有紗も追って保管庫を出る。

「トニーはああ言っていたけれど、昨晩は風の音がしなかったわ。やはり、誰かが真夜中に侵しん入にゆうして茶葉を入れ替えたのよ。屋敷の鍵は、全てあなたが管理しているのよね。保管庫のものも？」

「ええ。営業が終わったら鍵をかけて、翌朝に開けます。鍵は燕尾服のポケットにあるので、灯あかりを落として戸と締じまりしていただけますか？」

　有紗は、照明のレバーを下ろし、トニーに掛けられた上着の内側に手を入れた。

　指先に当たった冷たい感触をつまむと、細身の鍵が現れる。

　ぴったり閉めた扉のループに錠前をかけて、挿さしこんだ鍵を回すと、かちゃりと音がした。念のため全力で引いてみたが、びくとも動かない。

「人の手では外れそうにないわ。犯人は合鍵コピーを使ったんじゃないかしら？」

「合鍵はありません」

　あっさり言われて、有紗は驚おどろいた。

「ないって……一本も？」

「ええ。基本的に俺しか持たないので、用心のために受け取りませんでした。鍵をなくした場合は、作製した工こう房ぼうに依い頼らいして開けてもらいます。公舎や商業施設にも多く使用されている錠前工房ロブに特注したものですから、安全性はたしかです」

「ということは、唯ゆい一いつ、ここを開けられる鍵は、ギルだけが持ってるのね……」

　有紗は、何気なく引き抜いた鍵を裏向けた。

　使われている真しん鍮ちゆうは、強度が高い割に加工しやすい金属だが、使っていくうちに酸化して黒ずみやすい。しかし、アラベスク模様の彫ほられた頭や長い柄、その先についた鍵かぎ山やままでも、ピカピカと光って真新しい。

「この鍵は、つい最近になって付け替えた物かしら？」

　有紗の言葉に、ギルは「そのとおりです」と驚き気味に答える。

「今までは、複雑な彫りのウォード錠を使っていたのですが、ピッキング被ひ害がいに遭あいやすいので、より精せい巧こうなピンシリンダー式へ付け替えました」

「錠前と鍵は新しくしたばかりで、合鍵は工房にある……」

　有紗の脳裏に、嫌いやな推測が浮かんだ。

　英国で有数の錠前工房なら、建物を多く取り扱あつかう不動産会社は、お得意様かもしれない。推測を裏付けるように、ギルが呟つぶやく。

「そういえば、先ほどのお客様の中に、見覚えのあるお顔がありました。あれは、ピンシリンダー錠の工事のときに手伝いに来ていた工房の弟で子しではないかと」

「工房の人間なら、合鍵のありかを知っていても不思議ではないわね……」

　証しよう拠こはない。けれど、有紗の直感は、きっとそうだと語っていた。

　階段を上ると、保管庫に広げていた偽茶の臭においが濃こく立ちこめている。

「この臭い、何かに似ていると思ったら、血なんだわ」

　有紗は、ふと、指に残る二つ穴の傷口を見た。

　もしもシャルルビッキがエリカコートの土地屋敷を欲ほつしているなら、買い取ったあとで泥どろ棒ぼうに標的にされないよう、合鍵は大切に扱うはずだ。鍵を預かった人間が現場まで来て、茶葉の入れ替えを見届けた可能性が高い。

（そして、わたしたちをやりこめるまでは、大切に身に着けているんじゃないかしら）

　鼻につく錆の臭いみたいに、体にぴったりと。

「寝てなさいと言ったのに、無理をするんですから……」

　愚ぐ痴ちを言いつつも、ギルはトニーの体が冷えないように早足で部屋まで運び、ベッドに優しく横たえた。部屋の中にはアップルスープの爽さわやかな香かおりが残っていて、鼻から錆特有の、鈍にぶくたゆたう臭いを消してくれる。

「──ねえ、ギル」

　小声で呼ぶと、トニーの額に冷やしたタオルをのせたギルも小さく答える。

「なんです？」

「犯人を炙あぶり出だせるかもしれないわ。けれど、まずはシャルルビッキをおいしい紅茶で見返してやりたい。アッサムの味わいに似た茶葉はある？」

「アッサムの特とく徴ちようは、濃い水すい色しよくと力強いコクです。味わいが近いのは、特級のキーマンでしょうか。それを濃く出せばあるいは……。しかし、キーマンは香りが個性的です。気づかれるかもしれません」

「香りさえ誤ご魔ま化かせれば、味は保証してくれるわね？」

「当然です。俺を誰だと思っているんですか」

　それならと、廊下に出た有紗は長い袖そでをひるがえした。

「偽茶が色をつけるみたいに、香りをつけ直したらどうかしら？」

「付け直す、とは？」

「それはね……」

　有紗が耳打ちすると、身をかがめて聞いていたギルの瞳が煌きらめいた。

「面おも白しろそうですね。では、紅茶に悪戯いたずらした罪、償つぐなっていただきましょうか」




　ギルは、金色のワゴンに、チェーン柄の入った黒いティーポットと、揃そろいのティーカップを並べてサーブルームに入った。中では、マオが菓子職人らしく、ケーキの説明を事細かに語っている。普ふ段だんよりのんびりした口調で、場を繫つないでくれたようだ。

　先頭の有紗は、シャルルビッキに向かって、礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた。

「おいしいアッサムをお持ちしました」

「ずいぶん待たせたな。これで、また泥どろ水みずのような紅茶を出したら、すぐに新聞社に『悪徳喫茶店』として投書してやるぞ！」

　ひどく機き嫌げんがいい。それが、有紗の目には白々しく映る。

　恐おそらく、茶葉の入れ替えを指示したのは、シャルルビッキだ。アッサムのキャディボックスが全て偽茶だと知っているから、アッサム以外は飲まないと言ったのだろう。

（そうはいかないわよ）

　有紗が目配せすると、わざとシャルルビッキの間近にワゴンを進めたギルは、ソーサーごとカップを出した。カップの底には、琥珀色の透とう明めいな塊かたまりが氷のように張っている。

「なんだ、これは？」

「今朝方、おいしいアップルソースを仕し込こみましたので、ご賞味ください」

　ギルは、ティーポットから手早く熱い紅茶を注いだ。瞬またたく間まにカップの底の琥珀が溶とけて、香こうばしいカラメルと甘あま酸ずっぱい林檎の香りが広がる。

「どうぞ」

　笑え顔がおで勧すすめられたシャルルビッキは、焦あせり顔で言いつのる。

「わ、儂はアッサムしか飲まんと言ったはずだぞ！」

「はい、お言葉どおり。保管庫のアッサムは劣れつ化かしていたようですので、自室で厳重に保管してある、最高級のアッサム茶葉を使用いたしました」

「自室、だとっ？」

　シャルルビッキは取り乱すが、有紗は、ギルの言葉を平常心で聞いていた。

　紅茶に詳くわしい彼が、大切な茶葉を温湿度の変化が著いちじるしい上階に置いておくはずがない。『最高級の～』のくだりは、華か麗れいなる噓だ。

　彼の態度は自信に満ちているから、それが急場の出任せだとは誰も思うまい。

　シャルルビッキも騙だまされたらしく、カタカタ震ふるえる指でカップを持ちあげ、口をつけると小さな目を輝かがやかせた。

「う、うまいっ！」

　有紗とマオも手伝って、取り巻きたちに同じ紅茶を出していく。彼らも口を揃えて「いい香りだ」「こんな紅茶は飲んだことがない」「素晴らしい」とべた褒ぼめである。

　誰も、キーマンだと気づいていない。

　いち早く飲み干したシャルルビッキは、「林檎の香りがするなんて、いったいどうなってるんだ？」と首をひねった。

「アッサムティーで林檎味のカラメルを伸ばしています。いわば『林檎の香り付き紅茶アツプルフレーバードテイー』です。お気に召めされたようで光栄でございます」

　一分の隙すきもない笑みを浮かべて解説するギルに、ギリギリと歯を食いしばったシャルルビッキは、「いや、満足はしていない！」と強がった。

「最初にまずい紅茶を出したのは事実だろう！」

「そのことなのですが。実は、保管庫に賊ぞくが入って、茶葉を粗そ悪あくなものと入れ替えたようなのです。なぜか『アッサム』だけが被害に遭いまして……。犯人についてご存じありませんか？　アッサム好きのシャルルビッキ様？」

「ふん。なんのことだか、知らんな」

　シャルルビッキは口髭を撫でつけつつ、とぼけた。

「……何もご存じないなら、結構です」

　ギルはあっさり引き下がった。シャルルビッキが、茶葉の入れ替えを指示した証拠はない。けれど、この場でも解き明かせることが一つだけあった。

　有紗は、サーブルームの窓を開けて、森に向かって大声で呼びかける。

「インプ、来てくれる？」

　すると、木々がザザッと揺れて、一匹ぴきの小さなコウモリが現れた。有紗がシャルルビッキから引きはがして血を吸わせた、あのインプだった。貸しを覚えていてくれたようだ。

　インプがサーブルームに飛びこむと、室内に旋せん風ぷうが巻き起こる。

「な、なんだ急にっ!?」

　慌てる男たちの上を二回かい旋せんしたインプは、シャルルビッキと同じティーテーブルに着いていた中折れハットの若者の胸ポケットに飛びついた。

（その人が、入れ替えに立ち会ったのね）

　偽茶は赤錆で色をつける。錆と血の臭いは似ているから惹ひきつけられたのだ。

「虫でもいるのかっ？」

　若者が振り落とすと、宙に浮きあがったインプは、口に真新しい鍵をくわえていた。
















　ギルは、素す早ばやく有紗に耳打ちする。

「妖精ですか？」

「ええ。血が好きなインプという種族よ」

「なるほど」

　空中から鍵だけを取りあげたギルは、ポケットから取り出した保管庫の鍵と並べた。

「鍵山の形、大きさ、すべて一いつ致ちします。合鍵ですね。貴方はこの鍵を作った工房にお勤めだと記憶しておりますが、昨晩のアリバイを確認してもよろしいですか？」

　ギルが尋ねると、若者は顔色を変えて立ちあがった。

「オレは悪くねえよ！　小遣いをやると言われて、工房から持ってきただけで──」

「おい、要いらんことを言うな！　帰るぞ！」

　シャルルビッキも立ちあがり、一目散に玄げん関かんに向かっていく。クロークから彼のコートを出して待っていたマオは、ふと思いついた顔で扉の前に立ちふさがった。

「邪じや魔まだ！　どけっ！」

「……お代……」

「そうですね。お帰りになる前に、紅茶代をいただきたく存じます」

　地じ団だん駄だを踏ふむシャルルビッキの肩かたに手を当てたのは、ギルだった。

　浮かべた満面の笑みは、脅おどしに近い迫はく力りよくがある。

「くっ……」

　さすがに劣れつ勢せいになったシャルルビッキは、胸むな元もとから糸で閉じた帳面を取り出し、万年筆を滑らせると、ちぎり取って有紗に押しつけた。

「料金は、これに書いてこい！」

　そしてコートを引っつかみ、大勢の取り巻きと馬車に乗って全速力で逃げていった。

　有紗は、インプを頭にのせた格好で手元を見下ろす。

「小切手だわ……」

　これを銀行に持っていくと、記入した金額に換かん金きんしてもらえる。同時にシャルルビッキの口座から同じ金額が引かれるシステムだ。

「金額が入れられていないけれど……」

「それは好都合です。入れ替えられたアッサム茶葉と、錠前の交こう換かん料りよう、十五人分の紅茶とケーキのサーブ代金、しっかり請せい求きゆうさせていただきましょう」

　ギルは、有紗の手から小切手を抜ぬき取とると、会計カウンターに立てていた羽根ペンを取りあげて、かなりの高額を書き入れた。

　伊万里の恨うらみもあって、手加減はしなかった。
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　アッサム茶葉の入れ替え騒そう動どうがあった晩。有紗の姿は、パネルドアの前にあった。本邸の二階にある、有紗の自室とは大階段を挟はさんで正反対にあたる部屋だ。

　大きな扉に三回、力をこめてノックをする。が、いくら待てども開かれない。

「聞こえてないのかしら……」

　壁も扉も分厚く造られる洋館は、日本の木もく造ぞう家か屋おくよりも防音性が高く、以前から有紗のノックは聞こえづらかった。

　ノックは諦あきらめて、手をノブに下ろす。回すと扉は音もなく開いた。

「入ってもいい？」

　隙すき間まから声をかけるが、応接間に人の気配はない。奥の間に繫がる扉がわずかに開いていて、オレンジ色の光が、ソファセットやテーブルにいびつな線を落としている。

　静かな部屋を進み、奥の扉をそっと押す。広がっていく淡あわい光の帯に照らされた有紗は、百ゆ合り傘かさのランプが灯った大机に、ギルの姿を見つけた。

　燕えん尾び服ふくを脱いで、タイをほどいたシャツ姿。肩にはブランケットを掛け、銀ぎん縁ぶちの眼鏡を通した視線を広げた帳ちよう簿ぼに注いでいる。少しだけ前のめりになった背は、針金でも入っているようにまっすぐで、考えこむように口元に添そえられた左手は、どことなく艶つやっぽい。

　万年筆が立てる、カリカリと小気味よい音に、有紗は不思議と郷きよう愁しゆうに駆られた。

（どうしてかしら、彼のこんな姿、はじめて見たのに……）

　記憶をさかのぼった有紗は、ひどく懐なつかしい光景を思い出した。

　あれは、遠い昔、書き物に打ちこんでいた父の姿──。

「お父様……」

　呟くと、ギルの手が止まった。彼はすっと視線をあげて、呆あきれ顔になる。

「たしかに『鍵はかからない』と言いましたが。勝手に入っていいとは言っていません」

「ごめんなさい。ノックはしたのよ」

　後ろ手で扉を閉じた有紗は、机に両手をついて、彼が記帳していた帳簿をのぞく。

「売り上げは毎日欠かさずに記録しているのね」

「当然でしょう。執事喫茶は客商売なのですから」

　そっけなく答えながら、ギルは、帳簿の顧客数を指でなぞった。

「最近は春の陽気が安定しているので、客足も横ばいで推すい移いしていますが、これが冬なら目に見えて遠のきます。荒こう天てんの中、わざわざ遠出してまで一杯の紅茶をたしなみにいらっしゃるお客様は少ない。この意味がお分かりになりますか？」

「つまり、茶葉やお菓か子しの材料の消費も少ないから、仕入れの方を調節するのね」

「お利口ですね。売上が落ちる冬の生活費は、夏の余よ剰じようでやりくりしてきました。一人増えたところで困ることはありませんが、税金だけは忘れずに有紗様の方からお支し払はらいを──。貴女、俺の話を聞いていませんね？」

「へっ？」

　ギルの優ゆう雅がな語り口に見とれていた有紗は、不満げに尋ねられてギクリとした。

「ち、ちゃんと聞いてたわよ！　冬の間に使う薪たきぎの話よね？」

「……その細ほそ腕うでで、斧おのが持ちあがるとは思えませんが。先日、トニーが枯かれ草くさをのせた一輪車を動かそうとして倒し、中身を全てぶちまけて俺たちの仕事を増やした、か弱い少女はどなたでしたか？」

「わたしです……」

　大失敗を持ち出されて、有紗は肩を落とした。迷めい惑わくをかけたいわけではないのに、有紗が頑張ると、どうしてかギルとマオとトニーが困る羽目になる。

「ごめんなさい。執事喫茶の一員として力になりたいと、そう思ってのことなのよ……」

「反省はお一人でなさってください。どうして俺の部屋にお越こしになったのですか？」

「そうだった！　あのね、英国に渡わたる船で知り合った紳しん士しが、伊万里焼のティーセットを運んでいたの。恐らく、他の茶器も輸入していると思うわ」

　アンセム伯爵の口ぶりからするに、積み荷はたくさんあるようだった。妖精結社が各地に建てている施設で使う食器や茶器かもしれない。英国内の窯かまで磁器が生産されるようになったとはいえ、いまだ珍ちん重ちようとされるのは東洋からの輸入品なのだ。

「もしかしたら、シャルルビッキに壊こわされてしまった伊万里焼の代わりを都合してもらえるかもしれないわ。これ、その紳士の名めい刺しよ」

　有紗が、翅はね妖よう精せいのマークが入った名刺を渡すと、受け取ったギルの顔がこわばった。

「……妖精結社アンセム……」

「あなたも知っていたのね。有名なの？」

「ええ。この英国で知らない者はいないでしょう。アンセム伯爵を代表に、田園回帰志向の高まりに合わせて急成長した団体です」

　称賛の言葉とはうらはらに、ギルは、名刺をぞんざいに突っ返してくる。

「自然を生かしてお客様を癒いやすというコンセプトは我々と似通っていますので、目の付け所は正しい、とだけ申しあげておきます。しかしながら、新しいカップの買い入れは不要です。他のコレクションで対応できますので、ご心配なく」

　やんわりと断る言葉の端はし々ばしに、見過ごせない陰りがある。

　ただ会社の評判を知っているだけなら、ここまでの感情は持たないだろう。

「ひょっとして、アンセム伯爵とお知り合いなの？」

「……黙もく秘ひします」

「その言葉は前にも聞いたわ。わたしには話せないこと？」

　適当な話題なら、ギルは得意の軽口でいなしてしまう。そうしないのは、心の奥おく底そこに秘めた特別な思いがあるからだ。彼を理解したい有紗は、それがなんなのか知りたかった。

　碧へき色しよくの瞳でじっと見つめると、ギルは、鬱うつ陶とうしげに眼鏡を外した。

「あえて申しあげれば、人はなんでも他人に明かせるわけではありません。貴女が、シャルルビッキにエリカコートの売買を持ちかけられていることを、言わなかったように」

「それは、ここの所有者として、一人で対応しなければと思ったからで──」

「困り事は、すぐに話していただきたかった。面めん倒どうな客人だと知っていれば、店内に入れずにお帰り願いました」

「あ……。そうよね。入店拒きよ否ひすればよかったんだわ……」

　今さら気づいた有紗をちらりと見て、ギルは帳簿をパタンと閉じた。

「せめて、もう少し信しん頼らいしていただきたいものですね」

「信頼はしてるわ。だけど、つい考えてしまうの。わたしは、ここで何をするべきなのかしらって……」

　幾いく度どとなく失敗を繰くり返かえすごとに、有紗は、自分はなんて無力なんだろうと思う。

　思うたびに弱気では駄目だと自分を叱しかって、それでもやっぱり失敗してしまうのだから、情けなさは倍増だ。

「分からないの。どうしたら、もっと立派な主人になれるのかしら……」

　思いつめる有紗から視線を外したギルは、机の引き出しを開いた。

　底に紺こん色いろのフェルトが敷いてあり、螺ら鈿でん細ざい工くが施された万年筆や、漆うるし塗ぬりのレターオープナーが几き帳ちよう面めんに並べられている。和風の文具には見覚えがあった。

「お父様が日本で使っていたものだわ……」

「この机はエドモンド様のものですよ。ここにあるのは、大切な品ばかりです」

　ギルは、引き出しの奥に手を入れると、何かをつかんで有紗の前に掲かかげた。

「有紗様、手を」

　両手を受け皿にすると、ギルの大きな手が重なる。長い指が開いて持ちあがったときには、ずっしりとした金色の鍵が置かれていた。

　柄の先の突起が複雑な迷めい路ろのように成形されたウォード錠だ。鍵穴の中にある障害物と、鍵の切りこみがぴったり合がつ致ちしないと回らない仕し掛かけになっている。

　持ち手には飾り文字で『E』と彫られている──エリカコートの頭かしら文も字じだろうか。

「紅茶の保管庫のものじゃないわね。これは？」

「本邸の正面玄関に大扉があるでしょう。そこの主人鍵オーナーキーです」

「ええっ!?」

　まさかの場所に、有紗は手元を凝ぎよう視しした。

「そ、そんな大事なものを、どうしてわたしに？」

「俺たちのために何かしたいのでしょう？　これを守りながら紅茶を召しあがっていればよろしいのではありませんか。まさしく主人らしい仕事ですよ」

「だけど……」

　不安がる有紗に、ギルは、穏おだやかに告げる。

「失敗が多くても、立派とは言えなくても、貴女はエリカコートの、そして俺たちの主人です。だから、貴女に託します。信頼の証あかしに」

「信頼の、証」

　小さな声で繰くり返かえすと、有紗の胸は嬉しさにふくらんだ。

　シャルルビッキを知っていた件で、一度は有紗に不信感を抱いたギル。万一に備えて合鍵を受け取らないほど慎重な彼が、ずっしりと重い責任をゆだねてくれたのだ。

「ありがとう、大事にするわ」

　鍵を握りしめる有紗の脳裏に、黒服の男たちとシャルルビッキの姿がよみがえった。

「ねえ、ギル。今からでも遅おそくないから、ロンドン警視庁スコツトランドヤードを呼びましょう。大事な紅茶を入れ替えた犯人を、野放しにしておいていいはずがないわ」

「結構です。あなたは警察の仕事をご存じで？」

「悪い人を捕つかまえてくれるんじゃないの？」

　素す直なおに答えると、ギルに「世間知らずにもほどがあります」と釘くぎを刺さされる。

「そうなら英国はもっと安全でしょう。実際は、現場をすみずみまでひっくり返して、犯人を捕まえますと宣言されて放置ですよ。それに、警察が入れば、マオとトニーはここに居られなくなります」

「え……」

　有紗が呆ぼう然ぜんとする。ギルは、寂さびしそうな表情を隠すように、ランプの明かりを弱めた。

「身寄りがないのは、貴女だけではありません」
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「やっぱり、有あり紗さ様は探たん偵ていですよ！」

　すっかり風か邪ぜをやっつけて元気いっぱいのトニーは、サーブルームの奥おくまった席で紅茶を飲む有紗に、興奮ぎみに話しかける。

「僕ぼくは、犯人が工こう房ぼうに手を回しているなんて考えつきませんでした。それにアップルスープの素になるカラメルで、キーマンをアッサムに仕立てあげるなんて魔ま法ほうみたいです！」

「そんなに褒ほめることじゃないわ。アップルソースはマオが作ったもので、キーマンをアッサムに似せるために淹いれ方を工く夫ふうしたのはギルよ。わたしはたまたま思いついただけ」

「そのたまたまが、僕らには出来ないんですよ！　ギル兄さんも、有紗様がいてくれてよかったって言ってました！」

「ギルが……？」

　その名前を聞くと、有紗は複雑な気持ちになる。

　ギルは、アッサムが入いれ替かえられていた件を警察に通報しなかった。被ひ害がい届とどけを出せば、この屋や敷しきに捜そう査さの手が入るからだ。

　彼かれが恐おそれているのは、執しつ事じ喫きつ茶さシュガーリィテイルが営業できなくなること。

　本ほん邸ていと前ぜん邸ていを囲むエリカコートの美しい景観を壊こわされること。そして。

　──警察が入れば、トニーとマオはここに居られなくなります。

　重く明かされた事実を、有紗は何度も反はん芻すうした。

　ギルの隠かくし事ごと以上に、深く聞くのはためらわれる。事情は分からない。けれど、有紗は、二人が悪い人間だとはどうしても思えなかった。

「あ、お客様がいらっしゃった。行ってきますね！」

　いつの間にかアプローチに馬車が停とまっていて、トップハットを被かぶった男性が前邸に向かって歩いてくる。トニーは、玄げん関かんに駆かけていくと、勢いよく扉とびらを開けた。

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　いつもと同じく愛らしい声に安あん堵どしながら、有紗は紅茶を味わう。

　珍めずらしい男性の客にも、懇こん切せつ丁てい寧ねいな対応は変わらない。……はずなのだが、いつまで経たっても客は入ってこなかった。どうやら、玄関でトラブルがあったらしい。

「トニーはどんなお客様の心も開くはずだけれど、何があったのかしら……」

　心配して有紗が近づいていくと、言い争う声が聞こえる。

「ですから、有紗様をお出しすることは出来ません！」

「出せないとはなんだ。ここにいるんだろ？」

　トニーを押おしのけて前邸に入ってきた男性に、有紗は目を丸くした。

「リック……お兄様？」

　潑はつ剌らつとした顔つきの青年は、ウィルバー男だん爵しやく家けの次男である、有紗の異母兄だった。

「久しぶりだな、アリス！」

　リックは、ほっとした顔で有紗を抱だきしめた。鍛きたえあげられた筋肉に、みっしりと囲いこまれて息苦しい。有紗は、つま先立ちになりながら、なんとか声を絞しぼり出だす。

「アリス……ではなくて、有紗です……。こちらに、どういったご用件でしょう？」

「お前の様子を見に来た。馬車を走らせたら思いがけず立派な屋敷があって驚おどろいたぜ！」

　リックは、顔合わせのときの態度が噓うそのように人ひと懐なつこい。有紗にのみならず、後ろでやきもきしていたトニーにも、オーバーに唇くちびるを突つき出だしてみせる。

「おい、なんで会わせないなんて言ったんだよ？」

「だ、だって、有紗様のお嫌きらいな方かもしれないと思って……」

「ずいぶん懐かれているな。この屋敷の使用人は、この子一人なのか？」

　痛いところを尋たずねられて、有紗はしどろもどろになった。

「か、彼は、使用人ではなくて、その、同居人、というか──」

　トニーはまだいい。どこから見ても愛らしい子供だ。しかし、ギルやマオのような年とし頃ごろの男性と、お目付け役もなしに生活していると明かせば、悪い印象を持たれかねない。

「お、お兄様。わたしは一いつ切さいの邪じや念ねんなく、清らかにこの土地で生活を──」

「いったい、何をしているんですか？」

「ひゃあっ！」

　取りつくろう間もなく、騒さわぎを聞きつけたギルが出てきてしまった。

　恐おそる恐おそる振り返ると、彼は有紗に触ふれるリックを見て目をすがめている。

「エドモンド様の──」

　ギルは思わずといった様子で呟つぶやくと、すぐにお客様向けの笑え顔がおで応じる。

「いらっしゃいませ。どの紅茶をお淹れしましょう？」

　その物言いに、有紗はびっくりした。『お帰りなさいませ』と客を迎むかえるのが常のギルらしくない。執事喫茶というコンセプト的にも外れた言動だった。

　リックは、ギルの燕えん尾び服ふくを見て、凜り々りしい眉まゆをひそめる。

「ずいぶん若い執事だな……。こいつもここに住んでるのか？」

「ええ……。こちらのギルと──」

　マオまで厨ちゆう房ぼうから顔を出したので、他に致いたし方なく紹しよう介かいする。

「──あちらが菓子職人パテイシエのマオです。みんな、この喫きつ茶さ店てんの従業員ですわ」

「三人もいるのか。こんな人ひと気けのない所で店をやったって、儲もうかりそうもないが……」

　エリカコートまでは、馬車もしくは乗合オムニバスに頼たよるしか交通手段がなく、ちょっとした入り用があれば、ロンドン市内へ出るか、遠くの町まで足を延のばさなければならない。

　だからこそ妖よう精せいが舞まうような環かん境きようを保てているとはいえ、不便には違ちがいなかった。

「ま、郊こう外がいには郊外なりに需じゆ要ようがあるんだろう。この店のおかげで、地価もかなりあがってると、あの男が言ってたしな……」

「ちか？」

　有紗が問い返すと、リックは「なんでもない」とはぐらかした。

「兄貴も言ってたぜ。男爵をいただいた貴族としてお前に心の狭せまい対応をした、とな。アリス、ウィルバー男爵家に帰ってこないか？」

　突とつ然ぜんの申し出に、有紗の呼吸が止まった。

「──き、急に言われても、困ります。お父様が託たくしてくださった場所だから、いられなくなるまでは、ここで頑がん張ばろうと、思っていました」

「それが本当に親おや父じの望んだことか？」

「え……？」

　戸と惑まどいを揺ゆさぶるように、リックは厳しく指し摘てきした。

「この店は、親父がいなくても営業できていたんだろ。所有者のお前まで辺へん鄙ぴな森の中に住む必要はないってことだ。それが、ここのあるべき姿なんじゃないか？」

「あるべき、姿……」

　有紗は、上う手まく返事が出来ずに押おし黙だまった。

　どくん、どくんと鳴る心臓に誘さそわれて、思考が暗い方向へと、ねじ曲がっていく。

（わたしは、お父様の気持ちを、はき違えているのかしら……）

　そのとき、思いつめる有紗の耳に、乾かわいた拍はく手しゆが飛びこんできた。

　見れば、両手を打ち鳴らしているのは、満面の笑えみを浮うかべたギルだった。

「よろしいではありませんか。こんな森の中で不便な生活をしなくとも、男爵家のお屋敷で、令れい嬢じよう暮らしをされた方がお幸せなのでは？」

　言葉も普ふ段だんより二割増しで刺とげ々とげしい。

　トニーとマオが不安げな顔を見合わせるくらいに、ギルは彼らしくなかった。

「エドモンド様も同じようにされておりました。必ずしもここにいらっしゃる必要はございません。主人として税をお支し払はらいいただければ、私たち使用人は喜んで送り出します」

「ギル……？」

　碧みどりの瞳ひとみを揺らす有紗とは正反対に、リックはあっさりと感かん極きわまった。

「祝福してくれるか！　アリス、さっそく権利書を持って、馬車に乗っていこう」

「ま、待って、リックお兄様……」

　勝手に進められる話に目め眩まいがして、有紗は後ずさった。

「やっと今の生活に慣れてきたところだから、少し考えさせてほしいの。その……自分が貴族として生きていくなんて、自信がないから……」

　不安を口にすると、リックは小さく舌を打ち鳴らした。が、すぐに笑顔に戻もどる。

「分かった。前向きに考えてくれよ。おい、そこの執事。ウィルバー男爵家のタウンハウスは、チェルシーの十七番地にある。連れん絡らくはそっちにくれ」

「かしこまりました。恐らく、こちらからご連絡することは無いかと思いますが」

「あんたが無くても、アリスにはあるかもしれないだろ。じゃあ、またな」

「待って、リックお兄様！」

　踵きびすを返かえしたリックを扉の外で捉つかまえた有紗は、手を組み合わせて懇こん願がんした。

「わたしがここで暮らしていることは、秘密にしておいてほしいの。あと、お聞きしたいのだけど、クリスお兄様は、本当に……わたしのことを疎うとんではいないの？」

「もちろんだ。あー、っと……」

　リックは、チラリと前邸の窓を見ると、有紗の頰ほおに触れるだけのキスを落とした。

「生まれた境きよう遇ぐうは違っても、俺おれも兄貴も、お前を可か愛わいい妹だと思ってるさ」

　そう言い残して、アプローチで待っていた馬車に乗りこむ。

　有紗は、馬車が公道に向かう角を曲がるまで、手を振って見送った。初対面では怖こわい人に見えた次じ兄けいが、自分を妹として心配してくれたのが嬉うれしかった。

　ぽかぽかした胸を抱かかえて前邸に戻ると、ギルが悪あく魔まにでも取とり憑つかれたようなひどい表情で腕うでを組んでいた。

「ひっ！」

「悲鳴をあげたいのはこちらです。あの男と、どんな約束を？」

「約束ではなくて口止めしたの。女性が住んでいると噂うわさになったら困るでしょう？」

「そのために、頰を許したんですか」

　先ほどリックにキスされたところを冷たく見つめられて、有紗は赤くなった。

「あ、あれは別れの挨あい拶さつよ。英国では、するのが普ふ通つうなんでしょう？」

「ええ、普通でしょうとも。俺と貴女あなたはしたことがありませんけれどね」

　いつもは輝かがやいている琥こ珀はく色いろの瞳が、通り雨の前の雲みたいに暗い。

「ギル、どうしちゃったの？　わたしが、何か気に障さわることをした？」

「いいえ。強しいて言うなら、俺が、自分自身にしています」

「何を？」

　不思議そうに尋ねる有紗を、今日のギルは見返そうともしてくれない。

「……男爵家へ戻りたければ、どうぞご自由に。ただし税金の支払いはしてもらいます」

「あなたは、わたしがエリカコートから出て行ってもいいの？」

「俺の意思は尊重しなくてもいいはずです」

　突つき放はなすように言って、ギルは奥へ戻っていった。出会った頃ころを彷ほう彿ふつとさせる態度だ。

　閉口する有紗に、トニーとマオは足早に近づいた。

「ギル兄さんったら素す直なおじゃないんですから！　有紗様、気にしないでください。僕はここに居てほしいです。マオ兄さんも、そう思ってます！」

「そう……オレたち、家族、だよ……？」

「二人ともありがとう。けれど、ギルは、そう思っていないのかもしれないわ……」

　口に出すと寂さびしさがこみあげて、有紗の心は、割れた床ゆか板いたみたいにひどく軋きしんだ。
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　エリカコートの夜は、とても静かだ。

　音を立てるのは、小川のせせらぎと妖精たちの内ない緒しよ話ばなしくらい。静せい寂じやくに耳を澄すませながら、有紗は暗い部屋のベッドの上に、権利書を手にして横たわっていた。

「わたしがウィルバー男爵家で暮らせば、お客様に同居が知られる心配はなくなるわ。ギルたちに、迷めい惑わくをかけなくてすむ……」

　それが最適だと頭では分かっているのに、自分がいないエリカコートを想像したら、胸がズキリと痛んだ。この気持ちはなんだろう。単純な寂しさとは、少し違う。

　冬の縁えん側がわで積もった雪に見とれて、寒さにかじかんだ足を一歩踏ふみ出だしたときに走る、やり場のない痛みに似ていた。

　有紗は、開けていたトランクの底から、大切にしまっていた主人鍵オーナーキーを取り出す。

　これは先日、ギルの手ずから、信しん頼らいの証あかしとして受け取った。

　ところが今日の彼は、税金さえ支払えば出て行ってもいい、なんて言う。

「どちらが、彼の本音なの……？」

　答えるように、月光の射す窓がガタンと揺れた。

　有紗は急いで起きあがり、鍵をトランクに放ほうりこんで、ベッド下へ押おし入いれる。

「だ、誰だれか、いるのっ？」

　立ちあがって声をかけると、バルコニーに立った人ひと影かげが窓を押おし開あけた。

「よ、アリス」

　何度訂てい正せいしても間ま違ちがった名で呼ぶ、次兄のリックだった。

「お兄様……ここは二階よ？」

「俺にとって、バルコニーは階段みたいなものだ」

　昼間のフロックコート姿ではなく、ジャケットと裾すそが細くなったパンツという、動きやすいハンティングスタイルだ。軽装ならバルコニーをよじ登れるのが凄すごいところである。

「ここの使用人を素そ行こう調ちよう査さした結果が出たんで、急いで知らせに来た」

「素行、調査？」

　胸に暗い影かげが差して、有紗は表情を曇くもらせた。

　リックは、胸ポケットから取り出した調査報告書を広げる。

「あの菓子職人は、もとは港湾近くライムハウスにある阿あ片へん窟くつの辺りで働いていた。料理の腕が見込まれて、あちこちの高級サロンに出張していたのが親父の目にとまったらしい。トニーって子はもっと悲ひ惨さんだな。貧しい親からサーカス団に売られたが、テントから脱だつ走そうして捜索願いが出されている。通報すれば警察が動く案件だ」

　ギルが警察を呼ぶのを渋しぶるわけだ。

　マオとトニーを引ひき換かえに、茶葉を入れ替えた罪人を差し出すなんてとんでもない。

「お、お兄様。そのことは、どうか内密に──」

「黙だまっていてやるさ。これが公おおやけになれば、ウィルバー男爵家にも悪評がつきかねないからな。それで、どうだ？　これを聞いて、男爵家に戻ってくる気になったか？」

「決意は……その、まだ……です」

　ウィルバー男爵家が引き取ってくれる気でいるのなら、身を寄せるべきだろう。

　そう分かっているのに、離れがたい。こんなに居い心地ごこちがいい場所は、世界中のどこを探しても、他にないだろうと思える。きっと、父も、同じ思いでいただろう。

「あ、あのね、お兄様。実は、わたしには、妖精が見えるの……」

　唐とう突とつに告げると、リックは、ぶはっと噴ふき出だした。

「なんだ、急に。新しく覚えたジョークか？」

「冗じよう談だんではないわ。本当に見えるの。そんな妹が家にいたら、嫌いやじゃない？」

　すると、リックは「それくらいなんだ」と肩かたをすくめる。

「俺が子供の頃だが、親父もよく妖精の話をしてたぜ。『ここにこんなのがいるが、見えるか？』って具合にな。だから、驚きはしない。兄貴も同じだろう」

「そうだったの……よかった」

　兄たちも妖精に抵てい抗こうがないと聞いて、有紗は安心した。

　それならば、心置きなくエリカコートを出て行ける。これからは、名前だけの所有者として、エリカコートの税金を納めて生きていこう。ギル、マオ、トニーと、離れて……。

　そう思ったら、なぜか涙なみだが出そうになって、有紗はくしゃりと顔を歪ゆがませた。

　思わずしゃくりあげると、リックが腕を回して抱きしめてくれる。

「怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶだ。妖精が見えるなんて、黙ってれば誰も気づかない。屋敷にこもって、時おり庭の花の手入れでもして、静かに暮らしていればいいさ」

「え……？」

　目を丸くする有紗に、リックは耳元でさらに言いい含ふくめる。

「お前の面めん倒どうは、死ぬまで男爵家でみてやる。エリカコートを売れば大金が手に入るんだ。それで、お前のためのケーキも、ふかふかのベッドも、流行のドレスだって買かい与あたえてやる。だから、権利書を持って帰ってこい」

「ここを売り払うために、わたしを引き取る気になったの……？」

　有紗の全身から力が抜けた。

　男爵家に身を寄せれば、日本にいた頃と同じ日ひ陰かげ者ものの日々が待っている。密ひそやかな絶望が足あし下もとからそろそろと這はい寄よってくるのを感じて、ようやく気づいた。

「だから、お父様は、エリカコートをわたしに託したんだわ……」

　ここでなければ、有紗は自分らしく生きていけない。暗い過去を持つマオとトニーも同じだ。そして、それはきっと、誰よりエリカコートを愛する、ギルも──。

「リックお兄様。聞いてくれる？」

　有紗は、彼の胸を押しのけて、腕の囲いから抜け出した。

「わたしの人生はここに来てから充じゆう実じつしていったの。ゴブリンと一いつ緒しよに洞どう窟くつを探検したし、ブラウニーにミルクをあげているのを見たわ。エインセルと言葉を交かわして、お腹なかを空すかせたインプを助けて、お礼に力を貸してもらったのよ」

　急に饒じよう舌ぜつになった有紗を、リックは怪け訝げんな表情でとがめる。

「だから、そういう話を口にするなって──」

「話してはいけないの？　わたしには見えているのに？」

　有紗は、決して、同じものを同じ視点で見て、感想を聞かせてほしいわけではない。

　妖精を見たと話したら、相づちを打ってくれるだけでいい。

　それが、リックには出来ない。クリスや、ウィルバー男爵家に連つらなる誰にも。

「ごめんなさい、リックお兄様。わたしは、エリカコートを売り払えるような人たちとは暮らせないわ」

　凜りんとした口調で告げると、リックは急に機き嫌げんを悪くして、両りよう肩かたを押おし倒たおしてきた。

「っ！　何を──」

「妖精の話を禁じられたから、男爵家の申し出を断る？　この俺が、わざわざ気を遣つかってやったのにっ！」

　体重をかけられて、有紗の体はベッドに埋うずまるように沈しずんでいく。

「痛いわ！　離して、お兄様っ！」

「黙れ！　お前なんて、ここの所有者であるしか価値のない子供だと思い知れ!!」

「──子供相手にしては、ずいぶんと手て荒あらなのですね？」

　吹きこむ夜風にのって、落ち着いた声が響ひびいた。見れば、居室へ繫がる扉の向こうに猟りよう銃じゆうを持った人影がある。ブラケット灯とうに淡あわく照らされたのは、艶つややかな金色の髪かみ。

「ギル……！」

「素す敵てきな夜ですね、ご主人様。ちょうど夜よ撃うちに出かけようとしていたところなんです」

　ギルは笑顔で言ってのけるが、パジャマの肩にブランケットを掛かけただけの軽装だ。

　夜撃ちどころか、厨房にお湯を取りにいくのが精いっぱいに見える。

「急いで出かけなくて正解でしたね。まさか屋敷の中に、野や蛮ばんな獣けものが潜ひそんでいたとは」

　ギルが挑ちよう発はつすると、リックは有紗から手を離して、ベッドから飛び降りた。

「うるさい！　森の奥に引きこもって頭の軽そうなオママゴトしてる連中が、何を偉えらそうに。親父もそうだった！　妖精、妖精って、妄もう想そう癖へきもいい加減にしろ!!」

「なぜ妄想だと思われるのですか？」

　意外そうなギルを目にして、有紗は、はっとした。リックは唾つばを飛ばして激げつ昂こうする。

「影も形も見たことないのに、信じられるかよ！」

「見えなくても、信じることは出来るでしょう。執事喫茶にいらっしゃるお客様も、よく聞かせてくださいますよ。庭の薔ば薇らが綺き麗れいに咲さいたとか、婚こん約やく者しやに送る手紙のフレーズに三日も悩なやんだとか、俺が死んだ夫にそっくりだとか。有紗様の妖精話も俺にとっては同じこと。実際に見てはいませんが、彼女が見たというなら、信じられます」

「ギル……」

　有紗は、彼の言葉に救われた気がした。

　ギルの理論は、多くの女性をもてなす中で培つちかった優やさしさに満ちている。

　もしもお客様が奇き想そう天てん外がいな作り話や自じ慢まん話ばなしをしても『噓』だなんて指摘しない。ちゃんと聞いて受け入れてくれる。女性はたったそれだけでいいのに、世の男性の多くは、間違いを指摘し、糾きゆう弾だんし、優位に立って偉ぶることに熱心だ。
















　長らくそちら側で生きてきたリックには、やはり納なつ得とくしてもらえない。

「それが妄想を助長させてるんだ！　妖精なんていやしない！」

「自分に見る才能がないだけとはお考えにならないのですか。エドモンド様は、人間の個性は紅茶のようだとおっしゃっていました。紅茶は、たった一種類の茶の木葉を摘つんで作るのに、環境や土ど壌じようで味わいも香かおりもまったく異なる。それを個性と取るか異い端たんと差別するかで、評価が変わるもの。人間も同じだと、俺はここで学びました」

　ギルは、指を這はわせていた猟銃を、床ゆかへまっすぐに突つき下ろす。

「妖精を見る才能は、有紗様の個性です。それを封ふうじれば、英国の貴族社会にだって馴な染じめるでしょう。けれど、それが幸福なのかは、ご本人にしか分からない」

「黙れっ！　俺は、アリスを思って言ってるんだ！」

「名前すらまともに覚えない男の台詞せりふですか。有紗様、貴女はどうなさりたいのです？」

　柔やわらかく問いかけられて、有紗は改めて自分に向き合った。

「わたし、は──」

　本当はどこで、どんな風に生きたいのか。

　ギルに促うながされると、一人で悩んでいたのが噓のように、気持ちが定まっていく。

「──ここで暮らしたい。不便でも質素でもいい。エリカコートで、ギルと、マオと、トニーの三人と、妖精たちに囲まれながら、立派な主人になりたい」

　真しん剣けんに言い切ると、リックが「正気かよ」と顔を歪める。

「こんなところで生活し続けるなんて……馬ば鹿かだろ」

「馬鹿でもいいの。わたしは男爵家には戻らないわ、お兄様」

　頑かたくなな有紗に、リックはギリっと歯を食いしばった。

　ギルは猟銃を構えて、わざと狙ねらいを定めるように右目をつむる。

「森に出なくても撃てる的まとがあるのは、爽そう快かいな気分ですね」

「や、やめろ！　覚えとけよ、この異常者どもめ！」

　リックは窓から飛び出すと、来たときと同じようにバルコニーを伝って降りていく。彼の姿が見えなくなったのを確かく認にんして、ギルは窓をガチリと閉めた。

　有紗は胸を押さえて背を丸めた。心がざっくりと抉えぐられたように苦しい。

「有紗様、大丈夫ですか？」

「っ、ギル……」

　ベッドに膝ひざをつくギルの顔を見たら、急に涙がせりあがってきた。

「庇かばってくれて、ありがとう。でも、お兄様の反応が現実なのよ。誰にたしなめられても妖精の話をやめない、わたしは異常者なのよ……」

　口に出すと情けなくなって、有紗はうつむいた。こぼれた涙は、膝ひざ元もとに落ちて、ぽたぽたと円い跡あとを作っていく。ギルはしばらく黙もくしたのちに、小声で告げた。

「貴女に紅茶を淹れたので、持ってきます」

　いったん廊ろう下かに出た彼は、銃じゆうを盆ぼんに替えて運んできた。ティーカップは一つしかなく、丸いソーサーには香こうばしく焼きあがったビスケットが二枚のっている。

「どうぞ」

　渡わたされたミルクティーは冷めかけで、優しいぬくもりが手に伝わってくる。けれど、有紗は何かを口に出来るような気持ちではなくて、カップを持ちあげられなかった。

「あれが、リックお兄様の、本心なのね……」

　言葉をつまらせると、ギルは、有紗の手からカップを取りあげて一口飲み、盆に置いてベッドに深く腰こしかけた。マットレスが重みに負けて、有紗の真正面がふかりと沈む。

「貴女に、一人の異常者の話をしましょうか」

　有紗がそろりと視線をあげると、ギルは一人ひとり芝しば居いの役者のように窓を見つめていた。

　月光を浴びて、青白く浮かびあがるのは、この世のものとは思えないほどに美しい無表情。

「俺の父は『妖精』でした」

「──妖精？」

　有紗は耳を疑って問い返した。それを、ギルは、あっさり認める。

「はい。ちなみに母は、とある貴族の令嬢。父は彼女の心を魅み了りようし、さらに本気で愛してしまった。密かに想おもいを通じ合わせた二人の間に俺が生まれました。父と母は結けつ婚こんし、硬こう派はな親族との紆う余よ曲きよく折せつを経て、父が爵しやく位いを継つぎました。俺は大切に育てられましたが、父には懐きませんでした。なぜだと思います？」

「分からないわ。厳しい方だったとか、そういうこと？」

「そんな可愛らしい理由ではありません。俺には、父が見えなかったのです」

「え……」

　父親の姿が見えないだなんて、そんなこと──あり得うる。

　ギルは妖精を見る才能が、まったくないのだ。

　察した有紗を見て、ギルは、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「おかしいでしょう。母も使用人も、父を妖精だと知らない人間まで姿を見て、言葉を交わしているのに、俺にだけは見えなかった。ついに田舎いなかの静かな別べつ荘そうで療りよう養ようさせようという話が出た頃、噂を聞きつけたエドモンド様が訪ねてくださったのです」

「お父様が……」

「はい。エドモンド様はおっしゃいました。父は『ガンカナー』という女性を恋に落とす妖精だが、俺には、妖精を見る感性がないと」

　ギルは、頰に指を這わせて、間からのぞいた瞳を青く光らせる。

「これは魔ま性しようの光。人を虜とりこにするガンカナーの証あかしです。俺の半分はたしかに妖精で、父の能力を受うけ継ついでいるにもかかわらず、妖精が見えません。父のように力の強い妖精は、普通の人間でも当たり前のように姿を見られるものなのに」

「だから、あなたはわたしを羨うらやましがったのね？」

「ええ。誰だって見たいと思うでしょう。父親の顔を──」

　切ない声で明かされた願いに、有紗はどんな顔をしたらいいのか、分からなかった。

　見えない側の苦しみなど、今まで考えたことがなかったから。

「エドモンド様は、妖精に囲まれて暮らせば、徐じよ々じよに彼らを感じたり、見たり出来るのではないかと考えて、このエリカコートに呼んでくださった。もう八年も前のことです。屋敷を出る前に一度だけ、父に抱きしめられました。見えないのに温かかった。それ以来、俺はここで奇跡が起きる日を待っています」

「……そう、だったの……」

　見えないから妖精と無む縁えんだと思っていた。けれど、ギルは誰よりも囚とらわれている。

「もしも妖精が見えたら、ギルは誰かに話した？」

「話したでしょうね。空を美しい翅はねで飛ぶ美女や、岩のようにゴツゴツした顔の小人を見たら、誰かに話したくて仕方がなかったに違いない」

「それで恐れられても？　親にまで口を閉とざすように言われても？」

「貴女は、母親にそう育てられたのですか？」

「そうよ。いつも怒ど鳴なりつけられて、何をしても叱しかられてばかりで……」

　ヒステリックに怒おこる母の姿を思い出すと、目に涙がにじむ。恐ろしいのではない。

　どうして言うことを聞けなかったのだろうと、後こう悔かいに襲おそわれるからだ。

「怒るのは愛情だったの。妖精の話ばかりしていたら孤こ立りつしてしまうって、お母様は分かってらした。だから、わたしにきつく当たったのよ」

　父も言っていた。あまり妖精の話をしてはいけないと。

「それなのに、わたしは言い付けを守らなかった。お葬そう式しきでも泣いてあげられなかった。自分勝手で、我わが儘ままで、最後まで親不孝で──」

「有紗様」

　ギルは、有紗の前まえ髪がみをかきあげて、額をコツンとくっつけた。

　有紗を見つめる瞳は青色に光っているが、心を無理やり奪うばわれるような感覚はない。ガンカナーの魔性が発現しているというよりは、こちらが彼の素のような気がした。

「貴女は、母親を亡なくして、悲しかったですか？」

「……うん」

「泣けなかったことを、後悔しているんですね」

「うん……」

「……俺も、一人じゃ泣けないんです」

　青い瞳が、海に映った月みたいにゆらゆら揺れている。

　にじむ涙のせいだと気づいたときには、有紗は、慈いつくしむように頰を撫でられていた。

「一緒に、泣いてくれませんか」

「──うん」

　答えると、強ごう引いんに抱き寄せられた。びくりと肩を跳はねさせた有紗だったが、ミルクティーの香りが優しくて、振り払えなかった。

　ギルのぬくもりは、熱い紅茶に砂糖の欠片かけらが溶とけるように、凝こり固かたまった心をほどいていく。心地ここちよい抱ほう擁ように、気づけば有紗の目ま蓋ぶたは下りていた。

　ぽたぽたと、有紗のものではない涙が、シーツに落ちる音がする。

（ギルが、泣いてる……）

　妖精が見える有紗と、見えないギル。

　二人は対極にいて、違う苦しみを抱かかえてきたのに、その悲しみは驚くほど似ていた。

（逢あえてよかった）

　そう思うと、有紗の目からも、再び涙があふれ出した。

　後悔は、涙に混ざってこぼれ落ちては、夜の闇やみへと消えていく。

　二人は、月が見えなくなるまでお互たがいの体を抱いたまま、もつれるように眠ねむった。

　こんなに充じゆう足そく感かんに包まれた眠りを、有紗は今まで知らなかった。




「有紗様」

　名前を呼ばれて、有紗は目蓋を開けた。ぼやける視界で像を結んだのは、朝日を透すかしてキラキラと輝く金色の髪に、三日月のような弧こを作る寝ね癖ぐせをつけたギルだった。

「起きられますか？」

「う、うん」

　有紗は体を起こした。が、泣きすぎたせいで、ツキリと頭痛がする。

「痛っ……。ひょっとして、わたし、目が腫はれてる？」

「ええ、いつもより三割増しで個性的な顔つきをしてらっしゃいます」

「素直に不ぶ細さい工くだって言って……」

　遠回しな優しさに怒る気力も出ない。落ちこんでいると、ギルはぼそりと言った。

「しばらく寝ね顔がおを眺ながめていましたが、嫌いではありません」

「えっ？」

　びっくりして目を丸くすると、ギルは、赤くなった目元を細めた。

「朝食を召しあがったらお休みください。今日は日曜ですから、店は定休日です」

　声こわ色いろがいつになく甘あまい。有紗は、恥はずかしくなって、シーツを目元まで引き寄せた。

「うん。でも……、トニーとマオになんて言い訳したらいいかしら？」

　二人して泣き腫らした目で朝食に下りたら、昨晩何があったんだと詮せん索さくされるだろう。

「俺が悪者になって終わりだと思いますよ」

　ギルは、やけにすっきりした顔をしている。

　執事に徹てつしているときより涼すずやかで、毒どく舌ぜつを披ひ露ろうしているときより力の抜けた新たな一面は、有紗の胸をときめかせた。

　目を離せずにいると、バタバタと忙せわしない足音が近づいてくる。

「有紗様、大変で──あれ？　ギル兄さん、ここにいたんですか」

　現れたのは、パジャマ姿のトニーだった。相変わらずの鳥の巣頭の後ろから、マオがひょっこり顔を出して、ベッドに並ぶ二人をいぶかしがる。

「……お邪じや魔ま、した……？」

「してないわ！　寝ね相ぞうが悪くてシーツが絡からまったのを、ギルにほどいてもらっただけ！」

「なんですか、その無理な言い訳は……」

　ギルは、脱だつ力りよくしたあと、コホンと咳せきをして普段の調子を取り戻した。

「朝から騒そう々ぞうしい。どうしたんです、トニー？」

「前邸に行ったら、サーブルームの窓が割れてたんです！」

「……これ、落ちてた……」

　マオが握にぎっていたのは、拳こぶし大だいの石ころだった。

「石は紙で包んであったんです。広げたら、何かのパーティーの案内状らしくて、マオ兄さんに読んでもらったら、ここが会場だって！」

「「ええっ？」」

　想定外の事態に、有紗とギルの声が重なった。有紗は、トニーに手て渡わたされたしわくちゃの紙を伸ばしながら、大きな飾かざり文字を読みあげる。

「第一回紅茶喫茶コンテスト、開催？」

　日付は、ちょうど一週間後。このエリカコートで、観客と特とく別べつ審しん査さ員いんによる評価方式のコンテストを行うと書いてある。

「どうして、ここで？　許可なんてしていないわよね？」

「するわけないでしょう。いったい、どうしてこんな──」

　ギルは、文字を指でたどって、盛せい大だいに眉をひそめた。

「優勝賞品は、エリカコートの土地と建物二棟とう？」

「えええっ!?」

　有紗は悲鳴をあげると同時に気づく。権利書がベッドにも、床にも、どこにもない。

「リックお兄様だわ。権利書を盗ぬすまれたのよ！」

　最下部に記された協賛には、覚えのある名前が並ぶ。

　不動産管理会社シャルルビッキ。ウィルバー男爵家。そして、主しゆ催さいの名は──。

「妖精結社アンセム……どうして？」

　思わぬ裏切りに、有紗は呆ぼう然ぜんとした。

　信用していた正義のヒーローが、実は全ての黒幕だったような絶望感。

　さらに、予想もしない一言が、頭をがつんと撃ち抜いた。

「有紗様。アンセム伯はく爵しやくは、妖精です。彼こそ、俺の父親です」

「なんですって？」

　船上で、そして茶葉のオークション会場で会った、年ねん齢れい不ふ詳しようの紳しん士し。

　異常なほど整った容よう貌ぼうだとは思っていたが、まさか女性を惑まどわす妖精だったなんて。

「どうしよう！　このままだと、ギルのお父様と争うことになってしまうわ」

　取り乱す有紗に対して、ギルは冷静に、マオから受け取った石を宙に放り投げた。

「勝たなければエリカコートが奪われてしまう。選ぶ道は一つでしょう」

「ギル……。あなたは、自分の家族と、争う気なの？」

　落ちてきた石をパシリとつかんだギルは、不安げなマオとトニー、それに有紗を見回して、頼たのもしく笑ってみせた。

「争うのではありません。愛するものを守るのですよ」
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　コンテストで評価されるのは、


　・紅茶の給仕サーブが正確か。

　・付け合わせに出されるケーキは適当か。



　の二項こう目もく。これらは普ふ段だんお客様に気を配っていることなので、心配はいらない。

　ただし、特別項目として『各店オリジナルティー』の味比べがある。




　コンテストまであと六日。サーブルーム中央のテーブル席で、ギルの淹いれてくれたミルクティーを飲みながら、有あり紗さは丹たん念ねんに伸のばした案内状を見下ろしていた。

「ここに書かれていた妖よう精せい結けつ社しやの企き画かく担たん当とうと連れん絡らくを取って、コンテストへの参加申もうしこみと、丘おか全体をティーガーデン風に仕立てる打ち合わせをしたわ」

「一週間あれば、会場の準備は十分に出来ますね」

　ギルは、コンテストまでの期間を、計画的に過ごす心づもりでいる。

「俺おれたちが憂ゆう慮りよしなくてはならないのは、オリジナルティーを何にするかです」

「そもそも、オリジナルティーというのは、どういったものなの？」

「茶葉をブレンドして作った紅茶のことです。ダージリン、アッサム、セイロン、キーマン……それぞれの茶葉ごとの特長を見み極きわめて、分量を調節して淹れることで、まったく新しい紅茶が生まれます」

　詳くわしく説明されると、より不安が募つのった。有紗がエリカコートに来てから二カ月と少しが経たつが、ギルがオリジナルティーを出しているところなど見たことがない。

「ギルは、ブレンドは得意なの？」

「専門外ですね。俺は茶葉自体の個性を引き出す方が好きなので、オリジナルは作ったことがありません。しかし、試し行こう錯さく誤ごする時間はあります。こんなサーブルームでは、お客様をお迎むかえできませんから……」

　ギルは、割られた窓を横目で見た。高価なガラスは、握にぎり拳こぶし大だいの石をぶつけられたせいで、中央にぽっかり大穴があき、桟さんは折れて、端はしまでヒビが伝っている。

　ガラス職人に見てもらったところ、修理には五日ほどかかるそうだ。量産品ではないので、薄うすガラスの焼しよう成せいから行い、コンテストの二日前に修理が終わる予定である。

「臨時休業の連絡は、すべてのお客様に回しました。マオはいくつかのレシピを試作して素す晴ばらしい茶菓子テイーフードを用意しますし、トニーはティーテーブルのレイアウトを考えて丘の整備に取り組みます。俺はブレンドの試作品を作るので、有紗様はいつもどおり、ここにいてください」

「わたしにも何か手伝わせて。お客様が来ないなら、自由に動いてもいいでしょう？」

「もちろん手伝っていただきます。オリジナルティーの試飲役として。より執しつ事じ喫きつ茶さシュガーリィテイルらしい味を目指して、忌き憚たんなきご意見をお聞かせください」

　思いがけず、重大な役目を仰おおせつかってしまった。

　有紗が「任せて」と意気ごむと、飲みかけのティーカップを空からのものと交こう換かんされる。

「それでは、一杯目」

　早くもポットにオリジナルティー第一弾だんが準備されていた。用よう意い周しゆう到とうさに、有紗は覚かく悟ごする。これから一週間、ギルのオリジナル攻こう撃げきが、休みなく続くだろうと。




　コンテストまであと四日。

　有紗は、ロンドンの中ちゆう枢すうであるシティ・オブ・ロンドンに立っていた。証券取引所や銀行の本店が多く立ち並ぶ、金きん融ゆうとビジネスが盛さかんな地区だ。

　六月に入って陽が長くなり、行きかう人々も外套を脱ぬいだ軽装に変わってきた。

　セントポール大聖堂が誇ほこるバロック様式のドームヘッドを横目に、ロンドン塔とうを目指してクイーンヴィクトリア通りを歩きつつ、手元の名めい刺しを見る。

『妖精結社アンセム・メインオフィス。クイーンヴィクトリア通りの、三番のDE……』

　住所にあったのは、宮きゆう殿でんを思わせる円えん錐すいの柱が並んだ、壮麗な建物だった。出入り口の左右には、会社の印にもなっている翅はね妖よう精せいの像が向き合うように立っている。

　有紗は、構えの立派さにたじろぐ。が、ひるんでいても進展しないので、受付の美女に伯はく爵しやくとの面会を申し入れた。彼かの女じよは、手元の予定表を開いて問い返す。

「ただ今から面会をご希望とのことですが、アポはございますか？」

「ないです！　だけど、これがあります！」

　有紗は、伯爵に渡わたされた名刺を両手で摘つまみあげてアピールした。

「伯爵から直接いただいたんです。いつでも連絡していいと言ってくださいました！」

「申し訳ありませんが、代表は外出中です。またのお越こしをお待ちしております」

　鮮あざやかな笑え顔がおで拒きよ否ひされて、有紗は、がっくりと肩かたを落とした。

「やっぱり、名刺だけではダメよね……」

　とぼとぼと建物を出ると、通りに大ブ型ルのー箱ム馬車が停とまって、扉とびらが内側から開いた。

「やあ、レディ。また逢あったね」

「アンセム伯爵！」

　降りてきた伯爵は、素晴らしい仕立てのダブルブレステッド・ジャケットを身に着けている。肩に掛けたシルクのストールといい、艶つやのある靴くつといい、高級な品が似合う人だ。

　いかにも大貴族という彼かれに、有紗は、いつぞやのお礼もこめて深く頭を下げた。

「先日は、どうもありがとうございました」

　珍めずらしい薔ば薇らの香かおりがするセイロンを競せり落おとそうと、二人は最後まで争った。

　結果は、有紗が競せり勝かったのではなく、彼が譲ゆずってくれた形で終わった。

「どういたしまして。こんな所で立ち話も味気ない。ついていらっしゃい」

　伯爵に連れられて再び建物に入った有紗に、受付の美女はあ然としている。まさか、本当に知り合いだとは思わなかったようだ。

　申し訳ない気持ちで通りすぎて、伯爵と上階へのエレベーターに乗りこむ。

「遠いセイロンの雫しずくは、可か愛わいらしいお嬢じようさんを満足させたかな？」

「はい。譲っていただいて助かりました」

「それはよかった。本音を言えば、私は、アッサムの方が好きなんだ。ミルクと砂糖をたっぷり入れて、とろけるような味わいにしてね。子供っぽいかな？」

「いいえ。アッサムのミルクティーは、わたしも好きです……」

　それは、ギルの好きなものでもある。

　彼に抱だきしめられた夜を思い出すと胸が騒さわいで、有紗はじっとしていられなくなる。

　不安とも焦しよう燥そうとも違ちがう、もっとむず痒がゆい感情が、胸の中からくすぐってくるのだ。

「ここが、私の部屋だ。ゆっくりしてくれたまえ」

　役員室に案内されて、本ほん革がわのソファに落ち着いた有紗は、重じゆう厚こうなオーク材の家具で囲まれた一室を見回した。威い圧あつ感かんのある雰ふん囲い気きは、リラックスした一時を提供する執事喫茶とは真逆だ。交こう渉しよう事ごとには適しているかもしれないが、好きにはなれない。

　ただし、興味を惹ひかれるものもあった。

　壁かべに点々と飾かざられた、様々な妖精を描えがいたアートボードだ。

「このイラストは……」

「画家のガーランド・バークが妖精結社のために描いてくれたものだ。好きなのかい？」

「はい。父が送ってくれた妖精図ず鑑かんと同じ画家なので、馴な染じみ深いんです」

　けなげな有紗を見て、アンセム伯爵の顔が悲しみに歪ゆがんだ。

「エドモンドの死はとても残念だった。私は旅先で訃ふ報ほうを聞いて、ついに葬そう儀ぎには駆かけつけられなかったからね……。心からお悔くやみを言うよ」

「ありがとうございます。父と親しくしていただいて」

　お礼を言うと、伯爵は、南の海を閉じこめたような青い瞳ひとみを細めて微笑ほほえんだ。

　その笑顔は魅み力りよく的てきで、いつまでも見つめていたくなる。

　船上で初めて会ったときから、有紗は彼に好感を抱いていた。この気持ちこそ、彼の魔ま性しようによって引き出されたものなのかもしれない。

「伯爵様は、妖精なんですか？」

　直球の質問に、伯爵は「ははっ」と愉ゆ快かいそうな声をあげた。

「私が図鑑の中に出てきそうに見えたかい？」

「はい。ギルにも、そう聞きました」

「……そうか」

　息子むすこの名前を出すと、伯爵は物もの憂うげに笑いをひそめた。

「私は、女性を恋こいに落とすガンカナーという種族だ。今はこうして人間にまぎれているが、少しでもときめいてくれたら光栄だよ。おや、お茶が来たね」

　一礼して入ってきたのは、競せりにいた白しら髪がの従者だった。彼は有紗の前に、船上で見た伊い万ま里り焼やきのティーカップを置き、熱い紅茶を注いでくれた。

　その横に、ことりとシュガーポットを置いたのは──。

「山やま童わろ？」
















　着物から洋装の蝶ちようネクタイ姿に変わっているが、ずんぐりむっくりした愛らしい姿と、つぶらな瞳はそのままだ。彼は、びっくりする有紗のカップにスプーンを添そえると、軽くお辞じ儀ぎをして、従者が閉めた扉をすり抜けていった。

「彼は、ここで働いているのですか？」

「ああ。毎度のお茶の時間に、こうして姿を見せて手伝ってくれる。日本人は勤勉で知られているが、彼らにまでお国くに柄がらが染しみついているとは素晴らしいよ。私は妖精が人間と共存できる場所を作っているんだが、種族ごとに選えり好ごのみが激しくてね。どれだけ新しい環かん境きようを用意しても足りないくらいだ」

「それで、あちこちを開発してらっしゃるのですね」

　妖精結社アンセムは、妖精が好みそうな──エリカコートのような──場所を積極的に入手して、保養施し設せつを建てることを名目にその存在を守っているという。

　有紗は、ここに足を運んだ目的を思い出して、姿勢を正した。

「今日は、紅茶喫茶コンテストについて伺うかがいに参りました。伯爵様は、エリカコートの権利書が、わたしの元から盗ぬすまれたものだとご存じで、優勝賞品になさったのですか？」

「盗とう品ひんだったのかい？　私はウィルバー男だん爵しやく家のリック君から、妹が所有する屋や敷しきで喫きつ茶さ店てんを開く無法者がいて困っていると相談されて、障さわりのない方法を選んだのだが」

　さすが妖精。はぐらかす表情も魅力的だが、有紗は騙だまされなかった。

「あなたは、エリカコートで執事喫茶を営いとなんでいるのが、息子のギルフォードだと知っていたはずです。どうして彼の邪じや魔まをするのですか？」

「そこは、邪魔ではなく、親心と言ってくれるかな。あの屋敷に住んでいる菓子職人パテイシエとドアマンの子供について、ウィルバー男爵家からこんな書しよ簡かんをいただいたのさ」

「それは……」

　伯爵の手元にあったのは、トニーとマオについての『調査報告書』の写しだった。

「読んで驚おどろいたよ。まさかエドが、こんな子供とギルを一いつ緒しよに住まわせていただなんて」

「彼らの経歴は変わっています。けれど、二人ともとても善良な、素す直なおで優やさしい人間なんです！」

「君の言葉を信じたいが……。これを読む限り、交友関係に不安が残る。このまま同居を認めるわけにはいかないよ。私は、息子に爵しやく位いを継つがせたいと思っているからね」

「ギルが、次のアンセム伯爵になるのですか……」

　戸と惑まどいを隠かくせない有紗に、伯爵は、にっこりと首しゆ肯こうする。

「もちろん。私の息子は彼しかいないんだ」

　爵位は、血縁者に受け継がれていく。アンセム伯爵の後継に、唯ゆい一いつの息子であるギルが選ばれるのは当然のことだった。そうなれば、執事勤めなどしていられない。

「つまり、このコンテストは、ギルをアンセム伯爵家へ戻もどすために画策されたのですね」

　有紗は、ようやく事態を吞みこんだ。

　権利書も調査書も、伯爵にとっては動きだすきっかけに過ぎなかったのだ。

　彼は、以前から執事喫茶の動向を注視していたのだろう。コンテストで惨ざん敗ぱいして、行く当てを失えば、きっとギルは実家である伯爵家の門を叩たたかざるを得ない。

「私は、コンテストを主しゆ催さいするに当たり、ウィルバー男爵家に条件をつけた。紅茶のスペシャリストを都合するから、勝利した場合は、ギルフォード・アンセムを引ひき渡わたすように、と──」

　伯爵は、調査報告書を封ふう筒とうにしまい、デスクの上に丁てい寧ねいに置く。

「──しかし、現在の所有者である君が『彼を帰す』と約束してくれるなら、エリカコートの権利書は、私が男爵家から買い取って、無条件で君に返そう。どうかな？」

「その条件は……吞めません」

　仮に権利書が手元に戻ってきても、ギルがいなければ、そこはもう、有紗にとってのエリカコートではない。

「わたしは、ギルも、屋敷も、執事喫茶も、エリカコートの何もかもを、今の形のまま守っていきたいのです。だから、紅茶喫茶コンテストで正々堂々と勝利してみせます」

「強ごう情じようなのは親おや譲ゆずりだね……。いいだろう。我々も最高のスタッフでコンテストに臨のぞむ。悪いが、本気で勝負させてもらうよ」

　おいしそうに紅茶を飲んだ伯爵は、手をつけない有紗を寂さびしげに見つめた。

「エドのお嬢さん。お帰りなら、うちの馬車で送ろう」

「結構です。最後にひとつだけ、お聞きしてもいいですか？」

「なんだい？」

　有紗は、神しん妙みような顔で待つ伯爵を、父譲りの碧へき色しよくの瞳で見つめた。

「あなたは、自分の姿が見えない息子のことを、どう思っていますか？」

　伯爵は、きょとんとしてから、柔やわらかく微笑んだ。

　その優しい表情を見れば、ギルをどう思っているかなんて誰だれにでも分かることだった。
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「これ、とてもおいしいわ」

　有紗がピンと来たオリジナルティーが出来たのは、コンテストの二日前だった。

　マオとトニーも交えての休きゆう憩けい時じ間かんに、ギルが新しいブレンドを淹れたのだ。

「良質なセイロンに、ダージリンとアッサムを加えて、味と香りを整えました」

　ギルが説明を入れる。マオとトニーも口をつけて瞳を輝かがやかせた。

「すっごくおいしいです！　セイロンの苦みを全然感じません！」

「……いい……でも、このアップルパイには……合わない……」

　マオが皿に盛ったのは、カラメルが染しみ出でるジューシーなパイだった。

　こんがりついた焼き目は食欲をそそるし、味もいいのだが、三種の茶葉が絡からみ合あう繊せん細さいな香りを楽しんでもらうためには、バターと林りん檎ごの香りは邪魔になる。

「……何を、出そう……？」

「合わせる茶菓子は貴方あなたに任せますよ、マオ。それでは、このブレンドを、『執事喫茶シュガーリィテイルのオリジナルティー』として出品します。異論は？」

「ないわ」

「僕ぼくもないです！」

　ブレンドは決まった。コンテストでどんなに手て強ごわい相手と勝負することになっても、最高のパフォーマンスが出来る。

（でも……）

　不安が消えないのはどうしてだろう。有紗は胸むな騒さわぎを覚えて、眉まゆを下げた。

　マオとトニーが持ち場に向かうと、ギルはカップを下げながら声をかけてくる。

「有紗様、不安ですか？」

「……ううん」

「噓うそをつかないでください。貴女の顔は、負けるかもしれないと語っています」

「……うん。わたしに、妖精だけじゃなく、未来も見えたらよかったのに。負けたら、ここはどうなるのかしら……」

「そんなことは分かりきっています。ウィルバー男爵家から権利書を買い取ったどこかの企き業ぎようが、ホテルや狩場など、利益を重視する商業施設として活用するでしょう。もっとも、そうなれば妖精は遠のくでしょうが」

「そうなったら、ギルはどこへ行くの？」

　たとえ妖精が見えないままでも、アンセム伯爵は、跡あと取とりとなる彼を快こころよく受け入れるだろう。寂しげな有紗に、ギルは不本意そうに答える。

「他に住む場所を探します」

「……そう。やっぱり、どこか遠くへ行ってしまうのね……」

「そこへ、マオとトニーを連れて引ひっ越こし、執事喫茶を続けます」

「え？」

　思ってもみない発言に驚くと、ギルに「当然でしょう」と返される。

「現在のお客様に案内状を書けば、どこへ移動しても、半分くらいは冷やかしに来てくださいます。小さな家を借りあげて、小規模ながら喫茶店を続けることは可能です」

「わたしも、ギルと一緒に行きたい！」

　リックから「ウィルバー男爵家に戻ってこい」と言われたときが噓みたいに、有紗の心は最初から決まっていた。しかし、ギルは有紗に探るような視線を向ける。

「俺と、狭せまい家で生活することになりますが、よろしいのですか？　同じ部屋で眠ねむることになりますよ。もしかしたら、同じベッドで、ということもあり得ます」

「お、同じって──」

　ギルと泣き眠った夜を思い出して、有紗の顔はボンと真っ赤になった。

「──ゆ、床ゆかでいいから、お布ふ団とんは別にしてっ！」

「残念です。貴女を抱きしめると、それはそれはよく眠れるのに……」

　大げさに肩をすくめられて、有紗はようやくからかわれたと気づいた。

「わたしは抱だき枕まくらじゃないわ！　あなたは、どうしてそう意地悪ばかり言うの!?」

「さて、どうしてでしょう。貴女の表情が面おも白しろいくらいにコロコロと変わるからかもしれません。ここに来たばかりの頃と比べると、よく笑うようになられましたね」

「そうかしら？」

　ひたひたと頰ほおを触さわる有紗の顎あごを指で持ちあげて、ギルは、華はなやかに微笑んだ。

「心配は無用です。執事喫茶シュガーリィテイルは、必ず勝ちますから。どうか、信じて笑っていてください、ご主人様？」




　コンテスト前日の夜は満月だった。緊きん張ちようと明るさに冴さえた目を持てあました有紗は、しばらくベッドでシーツと戯たわむれたのちに起きあがった。

「眠れないときは、ミルクがいいって聞いたことがあるわ……」

　部屋を出て、足音を忍しのばせて階下へ下りる。絨じゆう毯たんは足音を吸収してくれるけれど、今度は何気ない衣きぬ擦ずれが気になる。屋敷も森も、今夜は深い眠りについたように静かだ。

　音がないと、頭の中で、当あて所どない考えが回りはじめる。

　コンテストの相手がどこの誰かは、当日の朝まで明かされないから、不安は募つのる。

　おまけに賞品であるエリカコートの権利書は、有紗がリックに盗まれたものなのだ。

　しっかり保管していたら、こんな事態にはならなかったに違いない。

　どんどん憂ゆう鬱うつになる頭を、有紗は、ぶんぶんと振った。

（弱気ではだめ！　信じるって決めたんだから！）

　ギルの腕うではたしかだし、マオもトニーも、どこに出しても恥はずかしくない礼れい儀ぎと度胸のある従業員だ。みんなの意見を結集した、傑けつ作さくオリジナルティーも出来た。

　有紗の役目は、明日の朝、寝ね不ぶ足そくの情けない顔をさらさずに三人を励はげますことだ。

　前ぜん邸ていに入ると、廊ろう下かに明かりが漏もれていた。厨ちゆう房ぼうの照明が点ともったままになっていて、調理器具に掛けた大判のリネンが、作業台の上に白い山を形作っている。

「マオが消し忘れてしまったのね……」

　それに、彼はグラス一杯のミルクも忘れていた。

　有紗は、食器棚だなからグラスを二つ出した。

　眠れない自分と、毎晩楽しみにしているだろう妖精の分だ。

　半地下の冷蔵庫から重い牛乳瓶びんを持ちあげて作業台にのせると、一本角を生やしたハリネズミが大量に待っていた。

「ブラウニー！」

　彼らは妖精。鋭するどい爪つめの生えた手先が器用で、家事が得意な種族である。

　普ふ通つうは一いつ軒けん家やに一匹ぴきが順当なのだが、ここには目で数えるだけで二十匹以上いる。

　有紗は、グラスにミルクを注いで、手前の一匹に渡したが……一舐なめして、物足りなさそうな顔で次に回す。数に対して、量が圧あつ倒とう的てきに足りていない。

「待って。他にもグラスを出すから、もっと飲んでいいわ」

　有紗は、食器棚からグラスをあるだけ出して、ミルクを注いでいく。

　てきぱき作業していると、ふいに肩で声が聞こえた。

　顔を向けると、ピンクのドレスを着たエインセルが浮うかんでいる。

『キーッ！』

　耳元で甲かん高だかい声をあげられて、思わず有紗は、蓋ふた付きのストッカーに作り置いていたクッキーを、彼女の口に突っこんだ。

「ごめんなさい、これを食べていてくれる？」

　エインセルは、両りよう腕うでで抱かかえたクッキーをかりっと嚙かみ砕くだいて、幸せそうに頰を緩ゆるめる。とたんに、換かん気き口こうから入ってきた他のエインセルが自分にもとねだりはじめた。

　有紗は『キー！』『キー！』と、クッキーを求める大合唱に包まれる。

「ああ、もう！　順番にあげるから騒がないで！」

　厨房をバタバタ走り回っていると、廊下から細長い人ひと影かげがのぞいた。

「こんな深夜に何をやっているんですか、貴女は……」

　パジャマの肩にブランケットを掛けたギルだった。妖精が見えない彼は、有紗が一人でてんてこ舞まいしているように見えたのだろう。呆あきれを隠さずに目をすがめる。

「グラスとクッキーが宙を舞う、斬ざん新しんな手品の練習ですか？」

「手品じゃないわ。妖精にミルクとクッキーを分けているの。マオはいつも寝ねる前にブラウニーにあげるミルクを置いておくんだけど、今晩は忘れてしまったみたい。エインセルはすぐ喧けん嘩かしちゃうから、クッキーを均きん等とうに分けないといけないわ」

「……わけが分かりません」

　ギルは、有紗のすらすらとした妖精話について、深く考えるのを諦あきらめたらしい。

　牛乳瓶を取り上げて、中身の減った密閉容器を見る。

「これをグラスに注いでいけばいいんですね。貴女はそれを渡してください」

「うん。ありがとう」

　有紗は、割ったクッキーをエインセルに配り、ミルクを飲み終わったブラウニーにも渡した。窓から顔を出したゴブリンにもと思ったが『肴さかなにはならねぇ！』と押おし返かえされる。

　きょとんとする有紗を見て、空になった瓶を置いたギルは腕を組んだ。

「賑にぎやかそうで羨うらやましい。俺にも見る方法はないものか……」

「妖精の輪に入ると、見えるようになるって伝承はあるみたいよ」

　英国には昔話や伝説、マザーグースをはじめとした伝承童謡の類いが豊ほう富ふで、妖精にまつわる怪かい異いも語り継がれている。ギルははじめて聞くらしく、真顔で食いついた。

「その妖精の輪というのはなんですか？」

「妖精たちが手を繫つないで、輪になって踊おどった跡なの。キノコが不自然な環かん状じように生えていたり、芝しばが円まるくはがれたりしているところともいわれているわ。輪に入ってしまうと、妖精が見えるようになる代わりに、彼らに妖精の国へ攫さらわれてしまうのよ」

「明日のコンテストに間に合わないと困る。今夜はやめておきます」

　害がなければ探しに行くつもりだったらしい。それならと、有紗はひらめいた。

「コンテストが終わったら、一緒に探しに行きましょうか。わたしの目があれば、妖精の国に迷いこんでも戻ってこられると思うわ」

　輪に入っても見えるとは限らないが、ギルのためなら森を探して歩くのも悪くない。

「マオとトニーも誘さそって、お弁当を準備して、みんなで行きましょう？」

「結構です。代価が大きすぎますから。もしも優勝したご褒ほう美びをいただけるなら──」

　彼はほどいた腕を伸ばし、有紗の小さな唇くちびるを、指先で撫なでた。

「これを」

「なっ、どっ、ええっっ!?」

　思いもよらない要求に、有紗は、言葉にならない悲鳴をあげて飛びあがった。

「わ、わたしとキスしても、妖精が見えるようにはならないわ！」

「俺は何も起こらなくて構いませんよ？」

「それなら、なぜそんなにしたがるのっ!?」

　なんの価値もないキスを一いち途ずに欲ほつされる意味が分からなくて、目の前がぐるぐる回る。

　真っ赤になって大混乱する有紗を観察していたギルは、やがて、ぷっと噴ふき出だした。

「失礼しました。そんなに真しん剣けんに考えてくださるとは思わなかったんですよ」

　そして、自分のブランケットを脱ぐと有紗の肩に掛けた。

「俺は明日に備えて休みます。貴女も早くおやすみなさい。いい夢を」

「お、おやすみなさい……」

　答えると、ギルは愛おしげに目を細めて、厨房から出て行った。彼を見送ったエインセルたちは、牛乳瓶や空になったグラスにうっとりと寄りかかっている。

　どうやらギルの美び貌ぼうにあてられてしまったらしい。マオやトニーのように、エインセルをまとわりつかせて歩くことはないが、彼女たちの視線は雄ゆう弁べんに好意を語っていた。

（ちゃんと妖精に愛されているって、どうしたら彼に見せてあげられるかしら……）

　ギルのことを思うと、有紗の胸は、トクトクと早はや鐘がねを打つ。

　ブランケットに残るぬくもりが、体に伝って心地ここちいい。

　今ベッドに潜もぐりこんだら、即そつ行こうで眠れそうだ。

『キー？』『キー！』

　まどろんでいた有紗は、エインセルの声に我に返った。

　ヒソヒソと噂うわさ話ばなしをしているようだ。図鑑には、彼女たちは大層な噂うわさ好ずきで、ひとりきりの庭でした恋の独り言も、五マイル先まで伝えてしまうと書いてあった。

「わ、わたし、そろそろ部屋に戻って眠るわね！」

　逃にげ腰ごしで厨房の戸に手をかけると、後ろで残念そうな悲鳴があがる。

「ギルとは本当に何もないから！　おやすみなさい！」

　有紗は、ブランケットの前を合わせて、脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。それから部屋に戻って眠りにつくまで、心臓は優しい鼓こ動どうで励まし続けてくれたのだった。
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　第一回紅茶喫茶コンテストは、『もっと多くの女性に、紅茶を男性のように店で楽しんでもらうためのキャンペーン』だと、受付の美女は語った。

　柔らかな陽光がぽかぽかと地面を温める、茶会日和びより。

　有紗は、吉きつ祥しよう柄がらの御ご所しよ車ぐるまや檜ひ扇おうぎが刺し繡しゆうされた桃もも色いろの振ふり袖そでに、リボンがあしらわれたミニハットを被かぶって、前邸近くに用意された招待客用の丸テーブルについた。

　執事喫茶シュガーリィテイルの主人であることは秘密だ。

　斜ななめ隣となりの四角いテーブルでは、大おお粒つぶのルビーをはめて成なり金きんスタイルを貫つらぬくシャルルビッキが、勝利した暁あかつきにはエリカコートを自分の会社で取とり扱あつかうと声こわ高だかに宣伝している。

　その横に座すわるリックが物言いたげな視線を向けてきたので、有紗もじっと見返した。

（文句を言いたいのはわたしの方よ、リックお兄様）

　丘一帯に広げるように設置したティーテーブル群には、ナプキンとフォーク、ナイフといった銀食器が、あらかじめセッティングされている。コンテストの概がい要ようは、妖精結社から社交界に知らされていたので、多めに準備した席の九割は埋うまった。

　客の半分は、もとから執事喫茶のお客様である女性たちだ。

　マリーゴールドは婚こん約やく者しやらしきハンサムな男性と一緒に。ジェーンは側に立ったモーリアスの温かい視線に守られながら、おいしい紅茶を待っている。

　客席の中央には、白いクロスを敷いた長テーブルが置かれていて、『紅茶専門家』や『味覚研究者』、『卸おろし売うり代表』など、厳いかめしい雰囲気の審しん査さ員が並んでいる。

　前邸の手前に設置した、コンテスト競技者用のカウンターテーブルは二つ。

　右側に、ギル率いる『執事喫茶シュガーリィテイル』の面々。

　左側には、一流ホテル『ノイス』の喫茶部の専属スタッフが四名着いている。歴戦の猛も者さ揃ぞろろいらしく、隣の若造には負けられないという気き迫はくは少し……いや、だいぶ怖こわい。

　それ以外にも、紅茶の給仕を手伝うスタッフが大勢いるが、伯爵の姿は見えない。

　息をつめていると、後方から和なごやかな声をかけられた。

「やあ、レディ。いい天気になったね」

　満まんを持じして現れた伯爵は、上品なサマーツイードのスーツに包んだ体を、有紗の向かいの席に落ち着かせた。

「審査員席に行かなくてもよろしいのですか？」

「きみと同じところで味わう方が、フェアだろう？」

　彼は、すっかり勝ったつもりで青い瞳を光らせる。力を発揮しているときのギルと同じ色合いの瞳。けれど、有紗の心は揺ゆらがなかった。

　一いつ介かいの招待客を演じて、「楽しみましょう」と返す。




『お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、お待たせしました。これより第一回紅茶喫茶コンテストを始めます！　まずはノイスのサービスをお楽しみください！』

　派手な蝶ネクタイを締しめた司会の挨あい拶さつもそこそこに、コンテストが始まった。

「クリームショコラーデと、バニラスコーンパイ、カスタードバターでございます」

　白いウエストエプロンのスタッフが持ってきたのは、三種類のケーキだった。

　濃のう厚こうそうなチョコレートスフレにはナッツがかけられ、バニラが香るのはアプリコットジャムをスコーンとパイ生き地じで挟はさんだハイブリッド菓子。

　カスタードにバターを混ぜこんだテリーヌもある。

『準備が整ったようです。それでは、お召しあがりください！』

　案内に応じて、有紗はフォークを持ちあげた。

　スコーンパイにバターをつけて嚙み、ショコラーデは舌にのせる。どれも甘あまみが強く、こってりしている。伯爵は甘あま党とうらしく、鼻歌交じりで味を楽しんでいるが。

（わたしには濃こすぎるかも……）

　眉をひそめていると、審査員席より早く、真っ白なコック服にタイを巻いたノイスのメンバーがティーポットを片手に現れた。

「お紅茶でございます」

　きびきびした仕草で、青地にカメオ風のレリーフがついた高級そうなティーカップに紅茶が注がれる。紅というよりは、黒みがかった色合いだ。

　湯気のあがるカップに口をつけると、強い苦みとしっかりとしたコクを感じる。茶葉の繊細な味わいを引き出すギルの淹れ方とは、正反対の力強さだ。

「あんなに濃かったケーキの甘みが消えたわ……」

「味が強めの紅茶だな。これはキーマンかい？」

「はい。キーマンをベースに、最高級のダージリンを合わせてございます」

　伯爵への説明を聞いて、有紗は納なつ得とくした。香りのよいダージリンと深いコクのキーマン。どちらのよさも引き出そうとして、結果的に濃く抽ちゆう出しゆつしたのだろう。

　お茶の味に負けないように、付け合わせは自然と甘みが強くなる。

　いつもギルの淹れた紅茶に満足している女性客たちは、濃い紅茶と贅ぜい沢たくな茶菓子の味わいを楽しんでいるようだ。

（これは、手強いかもしれないわ……）

　内心で焦あせりつつ執事喫茶のカウンターを見ると、キャディボックスを開いたギルが、オリジナルティー用のブレンド茶葉を指さして、スタッフに何かを訴うつたえている。

　マオと目が合ったので心配そうに瞬まばたきを送るが、忙いそがしいらしく視線をそらされた。トニーはというと、不安そうな顔つきでギルの斜め後ろに立たち尽つくしている。

（何かあったのかしら……）

　悪いことが起こる前まえ触ぶれのようで、有紗の胸は、ひどくざわついた。

　そのうちに、ノイスの皿とカップが下げられて、新たに取っ手に花飾りのついたフラワーハンドルカップが運ばれてくる。この日のために、ギルが選んで手配したものだ。

『続いては、執事喫茶シュガーリィテイルのサービスを始めます』

　コンテストは何事もなかったように後こう攻こうへと進んだ。給仕スタッフが運んできたのは、ドライオレンジの半分にチョコレートをコーティングした、オランジェットだった。

「ん？　これだけなのかい？」

　伯爵は不満げだが、周囲の女性たちは、先ほどの茶菓子が重かったので安あん堵どの表情を見せている。

　執事喫茶シュガーリィテイルは、女性のための喫茶店。彼女たちの気持ちを察して、あえて軽い品を用意したマオの心配りは、しっかりと届いていた。

『ではお召しあがりください！』

　声がかかると、ギルとトニー、給仕スタッフが大ぶりのティーポットを持ちあげた。

　有紗のテーブルに現れたのはギルだった。

「当店のオリジナルティーです」

　普段より小さな声の彼は、有紗のカップに色の薄い紅茶を注ぐ。見た目は、試作品としてお披ひ露ろ目めされたときと変わらない。だが、わずかに香りが違うような……。

　彼が軽く一礼して次のテーブルに向かおうとしたので、有紗はとっさに呼び止めた。

「わたしの向かいの方にも」

「はい？」

　ギルは、向かいの席を見て、沈しずんだ表情をしかめた。

「空席では？」

　その反応に、有紗は凍こおりついた。目の前に座る父親の姿が、ギルには見えていない。

　伯爵は寂しげな顔をしながら、呼吸をひそめて、そこにいないふりをする。

　切ないほどすれ違ちがう、これが二人の関係性なのかもしれない。

「……その方は、少し席を外しているだけなの。すぐに戻っていらっしゃるから、注いでおいてくれる？」

「かしこまりました」

　ギルは伯爵のカップへと丁寧に紅茶を注ぐ。ティータオルで底を押おさえる仕草や、カップに注ぐ角度、何気ない所作にも気を配った美しい給仕だった。

　滑なめらかな手つきを、伯爵は愛おしげに見下ろしていた。

「え、これがシュガーリィテイルのものなの？」

　周囲の客がどよめいたので、有紗は、慌あわててカップに口をつけて、がく然とした。

「味が違うわ。これは、わたしたちのオリジナルティーじゃない……」

　ギルがブレンドに選んだ茶葉は三つ。ダージリン、アッサム、セイロンだ。

　三種の香りの共演を楽しんでもらうために、あえて硬こう度どの高い水を生かして、味を薄く、香りをより感じる淹れ方にしている。

　しかし、出された紅茶はひどく渋しぶい。劣れつ化かした茶葉を使うと、どれだけ上う手まく淹れてもこんな風に雑ざつ味みが出てしまう。用意したオリジナルティーとはかけ離はなれた味だし、普段から紅茶にうるさいギルがこんな茶葉を使うはずがない。

　有紗の耳元が、どくん、どくんと脈打つ。

（ひょっとして、さっきギルが訴えていたのは、このことだったの？）

　それぞれのチームの茶菓子は今朝になってお互たがいに伝えられたが、オリジナルティーは本番まで秘密だった。だから、誰も執事喫茶シュガーリィテイルの味を知らない。

　淹れる段階になってギルが茶葉の異変を主張したので、ノイスに負けそうになったから噓をついていると思われて、そのままサーブするよりなかったのかもしれない……。

　カップに口をつけた伯爵は、大したことのないブレンドと知って、声を弾はずませた。

「どうやら、決着はついたようだね。この味から察するに、ギルはガンカナーのオーラで、客に来た女性を魅み了りようしているのだろう」

「違います！」

　有紗は、ハンドルを握にぎった手に力をこめた。

「ギルの腕は一流です！　オリジナルティーだって素晴らしいものを用意していました！　こんな味になってしまったのは、何かのトラブルなんです!!」

「この状じよう況きようでその言い訳は苦しいのではないかな。見てご覧、彼らを」

　伯爵に促うながされて、有紗は、執事喫茶のカウンターを見つめた。

　マオとトニーは、悲しげな顔をうつむけて、しゅんと気落ちしている。

　ギルのまっすぐに伸びた背筋も、どことなく哀あい愁しゆうに満ちている。

　小川の周囲に集まってひそひそ話すエインセルや、森の暗がりで酒しゆ宴えんに興じていたゴブリンたちにも、どこか白けた雰囲気がただよう。みんな負けたと感じているのだ。

　そのとき、有紗の目に、前邸の窓から顔を出すブラウニーの姿が飛びこんだ。

　茶葉を量るティーメジャーを爪の先に持って、両チームのカウンターの中ほどに置かれたスタッフワゴンを指さしている。長テーブルのように大きく、天板に両チームのキャディボックス、下段に予備のティーカップやポットなどの茶器を保管している場所だ。

（いったい、何を伝えようとしているの？）

　注意深く見ていると、ワゴンの管理をしていた若い女性が、大ぶりなシュガーポットを持ちあげた。砂糖のストックを入れてあるものだから、今この場で動かす必要はない。

　それなのに、彼女は、周囲を気にしながらエントランスの脇わきまで下がり、ポットをロングスカートの後ろに回して、中身を地面に振ふり落おとしている。

　中からこぼれるのは、砂糖の欠片かけらではなく、パラパラとした黒い粒つぶ。

（紅茶の茶葉……？）

　中身をすっかり空にした彼女が視線を送る先には、ニヤニヤ笑いのシャルルビッキがいる。彼と同じテーブルに着いたリックは、有紗に気がつくと意地悪く笑い返してきた。

　その表情を見て、有紗は何もかもを理解した。

（リックお兄様が命じて、執事喫茶のブレンドに劣化した茶葉を入れさせたんだわ！）

『皆様、両チームのご賞味はお済みですね？　それでは投票に──』

「待ってくださいっ！」

　思わず立ちあがった有紗に、会場全体からぎょろりとした視線が送られた。

「あ……あの……」

　久方ぶりの集しゆう中ちゆう砲ほう火かに息がつまる。体温が冷えていく。もう夏も近いというのに凍こごえてしまいそうだ。きゅっと衿えり元もとを握りしめて身を固くすると、優しい声が響ひびいた。

「有紗様？」

　はっとして見れば、ギルが目の前にいて、心配そうに見つめてくる。

「どうなさいました？」

「……ギル、わたし……」

　有紗は情けなくなった。ここで主人だと名乗りをあげたところで、サーブした一杯の味は変わらない。ブレンドに他の茶葉を加えられたと訴えても、信じてもらえないだろう。

　結局、自分にも出来ると胸を張れるのは、妖精を見られることくらいしかない。

（いいえ、だからこそ──）

　まだ出来ることはあるはず。有紗は、怯おびえを勇気に変えて、ギルの手を引いた。

「もう一度、執事喫茶シュガーリィテイルらしい紅茶を提供するわ！」

　急ぎ足でカウンターに近づいた有紗は、暗い顔つきのマオに問いかける。

「他に出せそうな、甘い物はある？」

　今朝方ノイスの出し物を聞いて、あっさりしたオランジェットを作ったマオは、「他に人数分のお菓か子しは……」と困ってから、「あ」とひらめいた。

「みんなのおやつにとっておいた、ラズベリーアイス……二パックある……」

「アイス、アイスね……」

　熱い紅茶に、冷たすぎる茶菓子は出さないのが定番だ。しかし、今のこの状況を打開するためには、味や香りと同じくらい、驚きが必要だった。

「それでいいわ。パックごと出してきてくれる？　トニーは、前邸からありったけのスプーンを持ってきて。それで一口分をすくって、お客様に配ってちょうだい」

「うん……」

「はい！」

　有紗が指示すると、二人は、駆かけ足あしで前邸に戻っていった。

　その間に、有紗は、スタッフに頼たのんで使い終わった皿とカップを下げてもらい、予備としてワゴンに積み重ねていた純白のカップとソーサーを準備する。

「待ってください、有紗様」

　次々と指示を出していく有紗の肩を、悲痛な顔のギルが手で押さえる。

「貴女は何をなさるつもりですか。俺たちのサーブは、もう……」

「周りをよく見て。まだお客様は満足していないわ。こんな状態でお帰しするつもり？」

　有紗に言われて、ギルは、ようやく会場に目を向けた。

　テーブルに着いた多くの客たちが、物足りなさそうな顔をしている。審査員も同様で、鳴り物入りでノイスと勝負した相手がこんな程度かと、ずいぶん拍ひよう子し抜ぬけしている。

「エリカコートでの営業が出来なくなったなら、他の土地に移ってもいいわ。けれど、このコンテストで失ったお客様は、二度と来てくれないでしょう。わたしたちが一番に恐おそれなければいけないのは、ここでのご縁えんが無くなってしまうことなのよ」

　ロンドン郊こう外がいの森の中へ、わざわざ紅茶を飲みに通う客には、執事喫茶シュガーリィテイルへの愛情が宿っている。それは、ギルが育はぐくんだ、何より価値あるものだった。

「執事喫茶シュガーリィテイルは、お客様がいてこそ。それは、どれだけ劣れつ勢せいになっても変わらない心構えよ。もう一度、わたしたちに出来るおもてなしを精いっぱいしましょう」

「しかし……。用意したオリジナルティーの茶葉は台無しになってしまいました。俺はもう、どんなブレンドをお出しすればいいか、分かりません」

　有紗は微笑んで、弱気にティーポットを見下ろすギルの手を両手で包んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが競り落とした『薔薇の香りのセイロン』はたくさんあったわよね？」

「あれは香りが珍しいだけの品です。ノイスと争うのは、難しいと思いますが……」

「思い出して、ギル。ここには彼らが──エドモンドが愛した、妖精たちがいるわ」

　かつての主人の名を出すと、ギルの瞳に一いつ瞬しゆんだけ青い光が灯ともった。

「わたしを、信じて」

　父と同じ色の瞳で見つめると、ギルは、いつもの自信に満ちた執事の顔に戻って、背をしゃんと伸ばし、革かわ靴ぐつの踵かかとをぴったりと合わせて、大おお仰ぎような仕草でお辞儀した。

「かしこまりました、ご主人様マイオーナー」

　そして、新たな紅茶を淹れるために早足で前邸に戻っていく。

　カウンターではマオとトニーがせっせとアイスをすくい、スタッフがテーブルに配って歩く。サーブする時間を稼かせぐため、有紗は司会の拡声器を借りて会場に語りかけた。

『お集まりの皆様、わたしは執事喫茶シュガーリィテイルの主人、有紗・Ｅ・ウィルバーと申します。東洋の島国日本から、縁あって海を渡ってまいりました』

　自じ己こ紹しよう介かいすると、会場がざわめく。特に、店内で会ったことのあるマリーゴールドやジェーンは、心の底から驚いた顔だ。

『突とつ然ぜんですが、皆様は、妖精をご覧になったことがありますか？』

　客の反応は様々だが、やはり「見たことがない」との答えが多い。

『わたしは、妖精が見えます。美しい翅のあるエインセル、一杯のミルクと引き替えに家事を手伝ってくれるブラウニー。お酒が好きなゴブリンと、コウモリの姿が可愛らしいインプ。みんな、このエリカコートに生きています！』

　告げると、リックが眉をひそめ、伯爵は興味深げに辺りを見回しはじめた。

　屋敷や森にひそむ妖精に気づいたようだ。

『先ほどお出ししたのは、ノイスチームの味を忘れていただくための口直し。これから紅茶を通して〝甘いおとぎ話シユガーリイテイル〟の入り口へご案内いたします！』

　宣言に合わせたかのように、ギルがティーポットをワゴンにのせて運んできた。手が空あいたマオとトニーも加わり、スタッフの手も借りて各テーブルにサーブして回る。

　カップが満たされたのを見計らって、有紗は、ありったけの大声で呼んだ。

「妖精のみんな、わたしたちに力を貸してっ！」

　とたんにざっと強風が吹いた。昨日クッキーをあげたエインセルが、待ってましたとばかりに飛び立ったのだ。空で渡わたり鳥どりのような大移動が起こる一方、地上では前邸から出てきたブラウニーが会場に散らばり、ゴブリンは木々を揺らして清すが々すがしい春風を呼びこむ。

　丘に吹ふき渡わたる風は徐じよ々じよに大きくなって、会場の期待を盛りあげていく。

「見て見て！　虹にじ色いろの風が回ってる！」

　客の子供が空を指さした。空中で渦うず巻まくのは、戻ってきたエインセルの大群で、手にした花々の色しき彩さいが粒りゆう子しとなって虹色を作り出している。

　エインセルたちは、新たに紅茶が満たされたカップに、虹の欠片を落としていく。鮮やかな紅色に、白や水色、黄色の花びらが浮かぶ様は、まずは目から客を喜ばせた。

「見た目は美しいが……」

　いぶかしみつつカップに口をつけた審査員たちは、その味に驚いた。

「いい味だ。ベースはセイロン茶葉だが、異なる香りがついている……」

「この花は、香り付けのハーブのようね」

　茶液を検分していた審査員の女性は、コンコンと響く音に気がついた。

　視線を落とすと、皿にのせられたスプーンの上で、ラズベリーアイスが程ほどよくとろけている。ソーサーを爪で弾はじいて食べ頃を知らせたブラウニーの姿は、見えていない。

　彼女は「紅茶にアイスなんて」と疑うたぐり深く口に含ふくんで、すぐに瞳を輝かせた。

「熱い物と冷たい物なのに、こんなに合うなんて！」

　上々な反応を感じながら、有紗は、自分の席のカップに口をつけた。

　その瞬しゆん間かん、目の前の丘に、鮮やかなビジョンが重なった。朝日を受けて光ひかり輝かがやく草原で、エリカの花々が一いつ斉せいに開いていく光景が見えるような、爽さわやかな香りだ。

「エリカコートに初めて来たとき、咲さいた花々が丘を覆おおって、妖精があちこちで楽しそうに舞っているのを見て、なんて綺き麗れいと思ったの。それを思い出す香りだわ……」

「有紗様、俺にも一口ください」

　給仕を終えたギルは、有紗のカップから紅茶を飲んで、考えこむ。

「これはベルガモットの香りですね。たしか本ほん邸ていの裏に群生地があったはず……」

「ちょっと君、こちらのオリジナルティーについて説明してくれるかな？」

　審査員の口くち髭ひげの男性に呼ばれた。

　有紗が目配せすると、ギルは実に煌きらびやかに笑ってみせる。

「はい。貴重な薔薇の芳ほう香こうを持つセイロンに、柑かん橘きつ系けいハーブのベルガモットを合わせています。エリカコートのおとぎ話のようなイメージには、香りに重点を置いた方がらしさが出るかと思いまして──」

　口の上手さと外そと面づらのよさは、さすが場数を踏ふんだ花形執事である。

　一方、有紗は、困り顔で紅茶を味わう伯爵に近づいた。

「妖精結社アンセムのグレイリー様、いかがですか？」

「……おいしいよ。素晴らしい香りと見事な演出だ。ギルは見えていなくとも妖精の加か護ごを受けているのかい？」

「はい。ギルは妖精に愛されています。彼は、ずっと妖精が見えない自分を責めてきました。いつか見える日が来るかもしれないと、信じる日々に寄より添そったのが、このエリカコートと紅茶です。どうか、彼が作りあげた日々を、奪うばわないでください」

　深く頭を下げて頼みこむ有紗を、伯爵は、どうしたものかと見つめる。

「あ、あのっ！」

　そこに駆けつけたトニーは、テーブルにしがみついて加勢した。

「コンテストの偉えらい人ですよね？　執事喫茶はエド様じゃなくて、ギル兄さんが考えて始めたんです。大好きな紅茶の魅力を、他の人にも知ってもらいたいって！」

「お願い……ココを、とらないで……」

　近寄ってきたマオも真剣に話す。必死な三人を見て、伯爵は虚きよを突かれたようだった。

「そうか。ギルにはもう守りたいものがあるんだね……。分かったよ」

　有紗が顔をあげると、伯爵は、穏やかに微笑んでいた。

『では投票に移りたいと思います。各チームの関係者は、どうぞ前へお集まりください』

　司会の呼びかけで、ノイスのメンバーと、ギルとトニー、それにマオがそれぞれのカウンター前に並ぶ。有紗は迷ったが、結局、三人の横に並んだ。

　手を貸してくれた妖精たちも、有紗の脇にぞろぞろと列を作る。

　そのうちに、各テーブルには花が配られていく。

『今回は赤と白の薔薇をご用意しました。ノイスの方が素晴らしかったと思う方は赤、執事喫茶シュガーリィテイルの方が秀ひいでていたと思う方は、白をおあげください』

　有紗は、両手を組み合わせて祈いのった。

　妖精の手を借りて起こした奇き跡せきは、お客様の心をつかめただろうか。

　満足してくれたなら、有紗は主人として幸福だ。

　たとえ、ここに居られなくなったとしても。

『では、一斉に、どうぞ!!』

　運命の合図であがったのは──。

　有紗がそうっと目ま蓋ぶたを開けると、たくさんの白薔薇が揺れていた。

「え……」

　まさかの光景に言葉をなくす。

　ノイス側も絶句しているが、純じゆん粋すいに紅茶を楽しんだ客たちは一様に笑顔を見せている。

「だって、この紅茶は、ここで飲みたいものね」

「ノイスのもおいしかったけれど、シュガーリィテイルの紅茶は格別だわ」

　トニーは、白の光景から目を離せずに、ギルの燕えん尾びをがくがくと引っ張る。

「か、かかか、勝っちゃいました！」

「……勝った……」

　マオも、パティシエ帽を握って、信じられなさそうに目を瞬まばたかせる。

　ギルは、一歩前に出ると、優ゆう雅がな身のこなしで胸に手を当てて、恭うやうやしくお辞儀した。

　とたんに拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こる。マリーゴールドやジェーンをはじめ、最初の紅茶に難色を示していた審査員までも、高らかに手を打ち鳴らす。

　妖精たちも一気に沸わき立たった。エインセルは楽しげに宙返りするし、ブラウニーは飛びはねて背中の針を地面にひっかけるし、ゴブリンは草陰かげで泣いている。

　文字どおりの大おお騒さわぎ。そこに水を差したのは、不満を爆ばく発はつさせたリックだった。

「異議を申し立てる。執事喫茶シュガーリィテイルは二度もサーブした。ずるいだろ！」
















「見苦しいよ、ウィルバー男爵家のリック君。彼らは参加者の心を動かしたんだ」

　手を挙げて反論する伯爵に、リックはカップを倒たおして息巻く。

「そんなもん知るか！　ノイスは絶対に負けないって推すい薦せんしたのは伯爵あんただろ！　公おおやけのコンテストで勝てば、所有者を変える口実になったのに、どうしてくれる!!」

「そのことなんだがね……。レディ・ウィルバーに話を聞いたところ、権利書は盗まれたというじゃないか。犯人は君なのかな？」

「ぬ、盗んでなんかいない。俺は、アリスから預かったんだ！」

「預かりものを勝手に書かき換かえるのはルール違い反はんだ。……なんだい？」

　白髪の従者から耳打ちされた伯爵は、驚いた顔でテーブルに手をついて立ちあがった。

「どうやら一回目のブレンドには、スタッフの手て違ちがいで他の茶葉が混入していたようだ。異変を申し立てた彼らをしりぞけて、コンテストを押おし通とおした開催者側に責任がある。よって主催者として、二回目のサーブを執事喫茶シュガーリィテイルのオリジナルティーと認にん定ていし、コンテストの勝者としてたたえよう！」

　高らかな宣言に、リックは押おし黙だまる。間を繫ぐように司会が声を出した。

『立ちあがられましたのでご紹介します。紅茶喫茶コンテストの主催者である、妖精結社アンセムの代表グレイリー・アンセム伯爵です。優勝した執事喫茶シュガーリィテイルに賞品が贈おくられます』

「アンセム伯爵……？」

　思いがけない名前を聞いて、ギルは動どう揺ようした。当然だ。

　見たいと心から願い、しかし見ることの叶かなわない父親が、この場にいるのだから。

「ギル。あなたのお父様は、ちゃんとここにいるわ。そばに行ってあげて」

　有紗が背を押すと、ギルは権利書を持った伯爵の前に、ふらりと歩み寄るなり謝あやまった。

「申し訳ありません。俺は妖精が見えるようにはならなかった。貴方あなたの姿も、声も、俺には届かないんです……」

　寂しげなギルの目には、赤いリボンを掛けられた権利書だけが、宙に浮かんで見えているのだろう。間近にいるのに、自分に似た面おも影かげも見つけられない。

　望まなくとも見えてしまう有紗は、胸が苦しくなった。

　──誰だって見たいと思うでしょう。父親の顔を──。

　そう言って泣いた彼の苦しみを、酌くんであげる方法はない。勝利にひたるマオとトニーの周りでは、エインセルが歓かん喜きに踊りだしているというのに。

「妖精の踊り……」

　彼女たちが手を取り合っているのを見て、有紗はひらめいた。

「そうだわ！　みんな、ギルを近くで祝ってあげましょう!!」

　着物をつまんで駆けだした有紗を、妖精たちは興きよう味み津しん々しんで追っていく。

　急に走り寄ってきた彼女に、ギルはわけも分からず眉をひそめる。

「有紗様？　いったい、どうなさって──」

「おめでとう、ギル」

　有紗は、手のひらで彼の目をふさぐ。彼に好意を抱いていたエインセルたちは、近づけたことにすっかり気分をよくして、二人を中心に輪になって飛び回る。

　軽かろやかなステップが、光のプリズムを描えがき出だす。ダイヤモンドの欠片のような粒子は徐々にギルの頭、胸、足を通り、つま先まで下りていく。

　プリズムが地面に吸いこまれるのを見届けて、有紗は、そっと手を離した。

「開けて」

　ギルの長いまつげが、ゆっくりあがって。

　虹色の煌めきを宿した青い瞳が、向かいで優しく笑う伯爵にとまった。

「父上……なのですか？」

「君がそう思ってくれるなら、私はいつまでも君の父親だよ」

「ありがとうございます……。俺は貴方に似ていたんですね。髪の色も、顔立ちも」

　ギルは、伯爵の姿を目に焼きつけるように、何度も、何度も瞬きした。

「俺はエリカコートに来て、大切なものを得ました。貴方の姿を見る夢は、ここでなければ叶わなかった。エドモンド様に連れられて来なければ、執事喫茶を始めなければ、そして、彼女と出会わなければ──」

　ギルは、喜び舞う妖精たちの中で、幸せそうに笑う有紗を見つめた。

「ここにある全てが──俺の宝物です」

「そうか……。ウィルバー男爵家側に協力してすまなかったね。君を試ためすようなコンテストを企画するべきではなかった」

「いいえ。俺はこの催もよおしに感謝しています。おかげで、こんなにもたくさんの妖精たちに囲まれて生きていると知れたんですから……」

　ギルは、手を伸ばして、楽しげに踊っていたエインセルの頭を撫でた。次にしゃがみこんで、足あし下もとで跳はねるブラウニーや、勝利に酔よいどれたゴブリンに目を合わせる。

「妖精の皆さん、執事喫茶シュガーリィテイルに手を貸してくださって、ありがとうございます。勝利できたのは、あなたたちのおかげです」

　ギルが美しく笑うと、エインセルたちは真っ赤にのぼせて悲鳴をあげ、ブラウニーは照れてイガグリのように丸くなってしまった。

　ゴブリンだけはいつもの調子で、『勝利さ乾かん杯ぱい！』とアルコールを流しこむ。

『えー。主催の会話に花が咲いていますので、こちらのご令れい嬢じように勝者インタビューを。やはり、この紅茶のブレンド名は〝シュガーリィテイル〟ですか？』

「え、ええと──」

　拡声器を向けられて、有紗はとっさに考えた。

　もしも執事喫茶の名前を冠かんするなら、ギルが用意したオリジナルティーであるべきだ。

　二回目の妖精の手を借りたものには、今日の奇跡を象しよう徴ちようする名前がふさわしい。

「──これは大切な人たちが、大切な想いを分かち合えた記念の一杯です。だから、妖精結社アンセムの代表のお名前をいただいて、『伯爵アールグレイ』と名付けます！」

　有紗の宣言に、会場全体から歓かん声せいがあがった。

　思いがけなかったらしいギルは、青い瞳を揺らしてから、照れくさそうに微笑んだ。

　彼のそんな表情が見られただけで、有紗は満足だった。




　夕焼けに照らされた丘を眺ながめながら、有紗は、前邸のエントランスに腰こしかけていた。

　すっかり閑かん散さんとして、昼間の賑わいが噓のようだ。

「あっという間だったわ……夢でも見ていたみたい」

　コンテストが終わってから、大勢のスタッフや、審査員、客までもが会場の撤てつ去きよに力を貸してくれた。おかげで、片付けは準備よりも短時間で済んだ。

　敗退したノイスのメンバーは特に熱心で、椅い子すを運びながら、執事喫茶シュガーリィテイルの健けん闘とうと、少女ながら異国で身を立てた有紗を褒ほめたたえてくれた。

　東洋人への偏へん見けんが根深いのも事実だが、人間性を認める寛かん容ようさが英国の人々にはある。

「善良な人はどの国にもいるのだわ。わたしが悪い方向に捉とらえて、怯えていただけ……」

「こんな所にいらしたんですか」

　振ふり向むくと、両手にカップを持ったギルがいた。襟えり元もとをくつろげてリラックスした格好の彼は、有紗の隣に腰を下ろして、片方のカップを差し出す。

「妖精が作ったベルガモットの香りつきセイロン──『伯爵グレイ』を再現しました」

　白い花びらが浮かんだ紅茶は、妖精が淹れたように可か憐れんで、おとぎ話じみている。一口飲んだ有紗は、瑞みず々みずしい香りに自然と頰をほころばせた。

「さっきと同じ味と香り。すぐに再現できてしまうなんて、すごいわ！」

　称賛をさらりと受け流して、ギルは、同じ紅茶をこくりと飲みこんだ。

「……ありがとうございました。貴女のおかげで、父の姿を見られた。オリジナルティーの名も、まさか父にちなんだものになさるとは思いませんでした」

「ひょっとして、嫌いやだった？」

「いいえ。まだ妖精はいますか？」

　すっきりした表情で丘を見る瞳は、琥こ珀はく色いろに戻っていた。伯爵が帰りの馬車に乗りこむところまでは見えていたようだが、今や妖精の輪の効果はすっかり消えている。

「いるわよ。樫かしの下には踊り疲れて翅を休めるエインセルが。ブラウニーは小川の水で背中の土を落としてる。ゴブリンは……切り株の上に重なって酔いつぶれてるわ」

「そうですか。いつかまた、見える日が来るといいのですが」

「きっと来るわ。エリカコートから妖精がいなくならない限り」

「貴女もここにいてくださいね、有紗」

　突然、手を握りしめられた。ぎょっとして見ると、真剣な瞳が青みがかっている。

　夜明けの星のような淡あわい輝きを放つとき、ギルは繕つくろうことなく素をさらけ出している。

　つまり、これは彼の、明あけ透すけで、正直な、本心──。

「えっ、ええ、もちろんよ！　わたしの家はここだもの。誰にもあげないし、どこへも行かないわ！　どうしたの、今日のギルは不安がりねっ？」

「貴女も、今日はやけに早口ですね」

　慌てる有紗の頰にかかった髪を寄せながら、ギルは、小さな声で希こいねがう。

「──ご褒美を貰っても？」

　親指がしっとりした仕草で唇をなぞる。伏ふせられた瞳には、欲しがりの色いろ香かが宿っている。あまりの艶っぽさに、有紗はあげかけた悲鳴をなんとか吞みこんで顔をそむけた。

「だ、だめ。ここは外だし、お客様が戻ってきたら大変だし、まだ明るいし、妖精たちだって気づくかもしれないし──」

「言い訳を並べ立てるほど、俺とはしたくないですか？」

「したくないわけじゃ、な──」

「そうですか。いただきます」

「えっ!?」

　思わず振り向いたところを見計らって、顔を傾かたむけたギルの唇が、有紗の唇に触ふれた。

「！」
















　とたんに、有紗の鼓動が、体温が、跳ねあがった。

　ギルの所作は、欲しがった割には優しくて、驚くほどひたむきだった。

　背に当てられた手にも力は入っていない。

（わたしが嫌だと感じたら、いつでも振り払って逃げ出せるように──）

　なんだか泣きそうになって、有紗は目を閉じた。

　触れた唇から下りた熱が、胸むねの奥おくに火をつける。頭には、お菓子を焼くオーブンみたいに甘い煙けむりが満ちていき、体は、熱い紅茶を飲んだときよりも強く温まる。

　ギルに触れていると、不安なことも、悲しいことも、世界から消えてしまったように思える。代わりに、透すき通とおった愛いとしさが胸いっぱいにふくらんで、窒ちつ息そくしてしまいそうだ。

（これが、恋をするっていうことなの？）

　有紗が自分の気持ちに気づいた頃、どちらからともなく唇が離れた。

「……ねえ、ギル。あなたに伝えたいことがあるの……」

　ぼんやりした頭で呟つぶやいた言葉の先を、ギルは黙だまって待っている。

　緊張がにじむ顔には、いつもの尊大さは微み塵じんもない。

　煌びやかな執事の顔を解いた彼は、満面の笑えみも甘いささやきも、簡単には与あたえてくれない。不満があればすぐ顔に出るし、口はびっくりするくらい悪いし、寝ね起おきは最悪だ。

　けれど、完かん璧ぺきでない彼も愛おしくてたまらないのだから、心って不思議だ。

「わたしね。どうやら、あなたのこと──」

「こちらにいらしたんですか、有紗様！」

「ひゃあっ！」

　明後日あさつての方向から声をかけられた有紗は、ギルの胸をどんと押しのけた。

　前邸から現れたトニーは、有紗と、突き飛ばされたギルを交こう互ごに見て、首を傾かしげる。

「ギル兄さんと一緒に、何をなさっていたんですか？」

　彼の後ろから、マオが「また、お邪魔……？」と気まずそうに出てくる。

「いいえ！　紅茶を飲んでたら、目に妖精が入っちゃって、ギルに取ってもらったの！」

「妖精が!?　痛くないですか？」

　トニーとマオが心配そうに瞳をのぞきこんできたので、有紗は恥ずかしくなった。

　三人を横目で見ていたギルは、軽い溜ため息いきをついて言い添える。

「トニー、マオ。有紗様は、妖精の一匹や二匹ひき、目に入れても平気だそうですよ」

「へ、平気そうには思えないですけど！」

「アリサ、こわい……」

　顔色を悪くした二人は、お互たがいの体を抱きしめて、カタカタと震ふるえた。

　どうやら言葉どおりに、有紗の両目に妖精がひっついて、べろんとはみ出している絵を想像したらしい。滑こつ稽けいな自分の姿を想像して、有紗は笑いだしてしまった。

「そうなったら、お医者様を呼んでちょうだい。頑がん張ばったらお腹なかが空すいてしまったわ。みんなで買い物に行って、夕食を作りましょう。勝利した記念だからご馳ち走そうがいいわね」

　すると、二人はぱっと離れて、夕ゆう陽ひより熱く目を輝かせた。

「僕は魚ぎよ介かいいっぱいのクリーム煮にが食べたいです！　マオ兄さんは何がいいですか？」

「……高級な、肉を、焼いたもの……ギルは……？」

「あっさりしたスープを所しよ望もうします。貴方たちに合わせていると、胃がおかしくなりそうだ。有紗様のご希望は？」

「三人のメニューに、おいしいパンとサラダをつけたら完璧だと思うわ」

　全員で前邸の中に入る。

　有紗は最後に陶とう器き札ふだをひっくり返してから扉を閉めて鍵かぎをかけた。

　揺れる『CLOSED』の文字。執事喫茶の本日の営業はおしまい。

　これからは、家か族ぞく団だん欒らんの時間だ。
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　英国の雨は冷たい。パタパタと傘かさを打ったかと思うと、端はしからドロップ形の水すい晶しようのように垂れては地面で弾はずんで、ポチャン、ピタン、と独特なメロディを奏かなでる。

　雨音に耳を澄すましながら、有あり紗さは、大小様々な十じゆう字じ架かが立った小高い丘おかを登っていく。

　この日まで大事にしまっておいた喪も服ふくの黒に、両手で抱かかえた白い花束が映はえる。

　傘を差しかけてくれるのは、きっちりと燕えん尾び服ふくを着こなしたギルだ。

「有紗様、お召めし物ものが汚よごれてはいませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ギルも濡ぬれないように気をつけて。霊れい廟びようはまだかしら？」

「墓地の奥おくにあるので、もう少し行けば見えますよ……ほら」

　目指す霊廟は、丸い屋根に尖せん塔とうを有した教会風の意い匠しようだった。といっても規模は小さく、訪問者は五人も入らない。

　有紗は意外に思った。エリカコートに人知れず立派な屋や敷しきを建てた父らしくない、いかにも規格どおりで無個性な墓だ。

　ウィルバー男だん爵しやく家けから借りた鍵かぎで扉とびらを開ける。リックが権利書を盗ぬすんだ件を不問にする条件を持ちかけたら、あっさりと手て渡わたされたものだ。

　十字架と、ささやかな祭さい壇だんがあるだけの空くう虚きよな空間。その中央に、棺かんを模もした石せき碑ひがぽつんと一つ設せつ置ちされていた。実際の棺は、地中深くに埋まい葬そうされている。

「お父様、有紗です。長くご無ぶ沙さ汰たしていました」

　歩み寄った有紗は、棺の上に花束を置いた。

　日本での供きよう花かは菊が定着しているが、英国では気持ちさえこもっていれば種類は問わないと聞いて、柔やわらかなリシアンサスやカーネーションの大花のブーケに、エリカコートで摘つんだ小花を散らした。

「俺おれもおりますよ、エドモンド様……」

　隣となりに立ったギルは、両手を組み合わせて、寂さびしげに目を伏ふせている。

　エリカコートと共に、男爵家に存在を隠かくされていた彼もまた、父と近しくしていながら葬そう儀ぎには顔を出せなかった一人だ。

　それでもこの墓地に駆かけつけて、遠くから葬そう列れつに黙もく禱とうしたというから、こうした機会に感かん慨がい深ぶかいものがあるのだろう。今日はいつになく言葉少ない。

「わたしは今、エリカコートで執しつ事じ喫きつ茶さの主人として暮らしています。お父様が遺のこしてくださった屋敷で、三人の家族と一いつ緒しよに。新しい生活は楽しいです。けれど……もしも叶かなうなら、お父様が生きてらっしゃる時分に、お会いしたかった……」

　感かん極きわまって、有紗の目から涙なみだがこぼれ落ちた。

　父の姿はありありと思い出せる。安心して紅茶を飲んだ膝ひざ。妖精の話をしないよう諭さとす声。仕事に打ちこむ真しん剣けんな姿勢も、母と寄より添そっていたときの穏おだやかな顔も。

　だけど、もう会えない。世界のどこを捜しても、妖精のようにひょっこり姿を見せてはくれない。それが、有紗は、悲しくて、寂しくて、切ない。

「お父様。大好きでした……」

　つぎつぎとあふれる大おお粒つぶの涙を両手でぬぐう有紗の背に、ギルは慰なぐさめの手を当てた。

　強まった風が、一いち陣じん、霊廟を吹き抜ける。

　髪かみの端はしを引かれる感覚に、有紗は、ふと天を見上げて──歓かん声せいをあげた。

「エリカコートだわ！」

　天てん井じよういっぱいに、白い桟さん越ごしに見えるエリカコートの景色が描えがかれていた。

　小花の咲さき乱みだれた丘をエインセルが飛びかい、伸のびた草の陰かげにブラウニーの背中がのぞいている。木々の間に見える三角はゴブリンの帽ぼう子しだ。桟の内側にはティーテーブルの端が描かれていて、カップに紅茶を注ぎ入れる黒い袖そでも映りこんでいた。

「見て、ギルの袖よ。この紅茶は、きっとダージリンね」

「あの方は、これを仕し込こむために自分の霊廟を建てたのですね。どこまでエリカコートが好きなのか……。いえ、これも貴女あなたのためでしょうか。涙は止まったようですね」

「あ……」

　驚いた拍ひよう子しに、あれだけあふれて止まらなかった有紗の涙は、すっかり引っこんでいた。

「お父様ったら」

　悲しみから抜け出した有紗は、感謝の気持ちをこめて両手を組み合わせた。

「わたしは、お父様の跡あとを継ついで、エリカコートを守っていきます。立派な主人になってみせるから、天国から、お母様と一緒に見守っていてください」

　再び風が吹く。柔らかな流れにまぎれて、頭を撫なでられた気がした。

「……ありがとう」

「おや、雨があがったようですね」

　入り口に向かったギルが、差しかけた傘を下ろした。

　有紗も並んで表に視線を向けると、雨はやんでいて、灰色の雲の切れ目から斜ななめに陽が射さしている。

「虹にじが出ているわ……」

　七色のアーチは、丘のふもとから雑木林の上に架かかり、その奥で煙けむりにかすむロンドンへの入り口のように見えた。

　ここは悲しみからの出発点だ。

　虹の向こうにある、変わらない日常へ戻もどるための。

「ギル、わたしたちの家に帰りましょう」

　有紗が手を出すと「エスコートは男性からが鉄則ですが」としぶしぶ握にぎり返かえされる。

　歩調を合わせて丘を下る二人を、どこからか集まってきた妖精たちが見送る。

　霊廟の真上にあがった太陽は、祝福するように世界を照らしていた。





〈了〉
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　はじめまして、来くる栖す千ち依いと申します。

　本作をお手にとってくださり、誠まことにありがとうございます！

　こうしてご挨あい拶さつできるのは、この作品で『第十九回えんため大賞ビーズログ文庫部門』の優秀賞ゆうしゆうしようを賜たまわったおかげです。選考に携たずさわられた皆みな様さまにも改めて感謝申し上げます。

　大好きな少女小説の世界に踏み出せた、作者にとって宝物のような一冊。楽しんでいただけましたでしょうか。この本の刊行にあたり、たくさんのお力をお借りしました。

　氷ひ堂どうれん先生、素す晴ばらしいイラストをありがとうございました！　繊せん細さいにデザインされたキャラクターに感激し、表紙に至ってはあまりの美しさに見み惚とれてしまいました。

　担当のＹ様、優やさしくも的確なご指導と励はげましに何度も助けていただきました。デザイナー様や校正様を始め、お世話になった全ての方々に心より御お礼れい申し上げます。作家になる夢を応おう援えんして支えてくれた家族には、一ひと際きわ大きな感謝でいっぱいです。

　この度たびいただいた優しさを忘れずに、より一層の努力を重ねてまいりますので、これからどうぞよろしくお願いいたします。また次の作品でもお会いできますように。


来栖千依






















































　秘密の姫君はじゃじゃ馬につき　電子特別お試し版　（著：かわせ　秋　イラスト：種村　有菜）
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　髪かみの色、不明。瞳ひとみの色、不明。容姿、不明。

　──寝しん台だいから出ることもままならない類たぐい稀まれな虚きよ弱じやく体質。




　それが世間の知る、秘密の姫君わたしのすべて。




「オフィーリア姫ひめ様さま、女王陛へい下かと姉君が入団をご承しよう諾だくくださいましたぞ」

　離り宮きゆうの庭園で行われていた稽けい古この真っ最中。

　それも剣けんと剣が結び合った鍔つば迫ぜり合あい状態のときに、今自分にとって何よりも気にかかる最重要案件を持ち出されたものだから、オフィーリアの手からわずかに力が抜ぬける。

（しまった……！）

　と思ったときにはもう手て遅おくれ。師は寄る年波を置き去りにした力強い剣さばきで、オフィの剣を弾はじく。

「っ、ずるいわよオースティン！」

「勝利の極ごく意いは主導権の奪だつ取しゆと維い持じ。自みずからの行動に相手を反応させることが肝かん要ようですぞ」

「あーはいはい、隙すきを生んだわたしが悪うございましたっ！　──で、さっきの話、頼たのんだわたしが言うのもアレだけど、よくお母様とお姉様を論ろん破ぱできたわね」

「儂わしは姫様が《聖なる黄金の十字架セント・クロワ》への入団を望まれていると申し上げただけですじゃ」

　鞘さやに剣を収めながらのオースティンの言葉にオフィは数回目を転てん瞬しゆんさせ、「えっ？」と首を捻ひねる。

「それですんなり首を縦に振ふったの？」

「『反対しても無む駄だでしょうね』と、お二人とも口を揃そろえておっしゃっていましたな」

　一度言い出すと聞きやしない、オフィの頑がん固こな性格を嫌いやというほど知っている二人だ。説得するだけ時間の無駄、と早々に結論づけたのだろう。

「あと、『顔に傷の一つでも負わせた相手は即そく座ざに斬ざん首しゆ』とも」

　……怪け我がをしないようにしよう、相手のために。オフィは肝きもに銘めいじた。

「じゃあ《セント・クロワ》入団にあたっての直接の交こう渉しよう相手は、あなたってことでいいのよね？」

　石いし畳だたみに転がっていた剣を拾い上げたオフィは、オースティンの顔を挑いどむように見み据すえる。

　オースティンは苦く笑しようし、困ったように肩かたを竦すくめてみせた。

「このヨボヨボジジイめに大層な役目を一任されるとは。陛下と姉君も人が悪い」

「ヨボヨボの意味を調べ直すことをすすめるわ」

　首の後ろで一つに結ゆわえた髪と、蓄たくわえられた顎あご鬚ひげはほぼ灰色。歳としだけならば老ろう齢れいど真ん中のオースティン・ウィクリフだが、その肩かた書がきは国王直属騎き士し団だん、《セント・クロワ》一番隊隊長兼けん総隊長──精せい鋭えい部隊のトップだ。白い制服、それから総隊長を示す金十字入りの白マントを纏まとう身体からだに贅ぜい肉にくは一いつ切さいない。

　現げん役えきどころか、王国最強の座に君くん臨りんし続けている化け物である。

「団を預かる身からすれば姫様の入団は歓かん迎げいですじゃ。しかしながら祖父代わりとしてはみすみす危険な職種に就つかせたくはなく。まったくジジイ心は複雑ですのう」

「気持ちは嬉うれしいけど、ぶっちゃけ女手足りてないんでしょ」

　戦争狂きようだったという先王が、「戦力になるなら猫ねこの手でもなんでも使え」という持論の持ち主だったために、女子も騎士に従事できるようになった。

　とはいえ、女子の希望者は圧あつ倒とう的てきに少ないのが実状だ。

「ごもっとも。総隊長としての立場とジジイとしての立場の狭はざ間まで揺ゆれる中、入団に条件を定めることで心の葛かつ藤とうに折り合いをつけた次し第だいです」

「入団できるなら無理難題どんと来いよ。で、その条件って？」

「まず御おん身みの身分は儂の他には秘ひ匿とくしていただきます」

　オフィーリア・リズ・レーヌグラン。肩書きはレーヌグラン王国第二王女である。

　わけあって、虚弱を建たて前まえに公おおやけから一切秘されてきたために、付いた二つ名は『秘密の姫君』。

　──騎士になるために鍛たん錬れんを始めてから体質は改善。おかげで健康に憂うれいは何一つなくなったが、幼い頃ころに流る布ふされた虚弱の噂うわさを撤てつ回かいしないまま現在に至る。

　生まれてこのかた王女として国民の前に立ったことがないためだろう。巷ちまたでは実はすでに死亡しているだの、人前に出られないほど不器量だのと好き勝手な噂が飛とび交かっているとか。

「知られた際には即そく退団、よろしいですな？」

「ええ、わかったわ」

　幼少期は女王である母によって秘され、騎士になると決めてからは、自らの意思で身分を隠かくしている。一いつ般ぱん人じんを装よそおってしょっちゅう城下に繰くり出だしているオフィにとって、そう難しい条件ではない。

「それから姫様は、隊長付きになっていただきましょう」

「異論はないけど、学院を出ていない人間がいきなり隊長付きって不自然じゃない？」

　騎士志願者は、まず学まなび舎やである四年制の王立騎士学院を卒業して内部入団する。

　入団後は従騎士として自団の先せん輩ぱい騎士に付き、二年の下積み期間を経て正騎士に叙じよ任にんされるのが通例。例外として学院に通わず、副隊長格以上の階級者による推すい薦せん入団もあるが稀だ。

　入団はまだしもぽっとでの新人が、若手や中ちゆう堅けんをすっ飛ばして隊長付きに、とはなかなか異例である。

「さすがにただの従騎士として放り込めませぬ。ゆえに姫様は儂の遠とお縁えんの貴族令れい嬢じようとして入団してもらいますぞ」

「うわーコネ臭しゆうしかしない。でもしょうがないわね。エリート軍団《セント・クロワ》はただでさえ狭せまき門だもの」

　王立騎士団の方がまだ女子に門戸を開くことについて寛かん容ようだ。事実、女子隊員が少ないながらも複数在ざい籍せきしている。

　だがしかし、オフィが入りたいのは《セント・クロワ》の一いつ択たく。

《セント・クロワ》でなければ、意味がないのだ。

「儂が最も危き惧ぐしておりますのは、姫様のお美しさですじゃ」

　オフィは花の十六歳さい。腰こしまである赤みがかった金髪ストロベリーブロンドに、けぶるような睫まつ毛げに縁ふちどられた大きなエメラルドの瞳。肌はだは鍛錬に明け暮れているとは想像がつかないほどキメの細かい雪せつ白ぱくだ。外見は文句なしの麗うるわしき乙おと女めである。

「王女という肩書きで牽けん制せいできない姫様に、狼おおかみどもが群がるのは火を見るより明らかですからのう」

「総隊長の威い光こうは何にも勝まさる抑よく止し力りよくになる、か」

「本来なら儂の隊にてお預かりしたいところですが無理ですゆえ」

「総隊長率いる一番隊は叙任五年以上の経験者しか所属できない規定だもの、仕方ないわ」

「ですから唯ゆい一いつ、姫様を守ることのできる存在に任せますじゃ」

　わたしを唯一守れる存在？

　ぱっと思い浮かんだのは三番隊。あそこの隊長は《セント・クロワ》の紅こう一いつ点てんだ。

「女だてらに屈くつ強きような騎士を従えているだなんて素す敵てきよね。憧あこがれちゃうわ」

「姫様の配属先は三番隊ではありませんぞ」

　てっきりそうだと思い込んでいたオフィは目をぱちぱちと瞬まばたかせる。

「違ちがうの？　でも三番隊しか女隊長が率いる部隊なんてないわよね？」

「あそこは副隊長にちと問題が……。姫様の配属先の隊長は優ゆう秀しゆうかつ実力的にも申し分ないのでご安心を。三番隊とは別の意味で少し、いや、かなり厄やつ介かいやもしれませぬが……」

　奥おく歯ばに物が挟まったような物言いが、らしくない。

　何か言いづらい事情があるようだが、オフィの決意はとっくの昔に決まっている。

「……覚えてる？　『我ら騎士の大義名分には、時として無む慈じ悲ひに人の生を奪うばうことも含ふくまれております』」

　騎士を志すと決めたときに、オースティンから投げかけられた言葉。

　十年経たった今でも、オフィは一言一句違わず思い出せる。

「『斬きり捨すてた者、その死を嘆なげく者、救えなかった者の数だけ業ごうを背負う。姫様にはその覚かく悟ごがおありですかな』──答えは〝イエス〟」

　何度訊きかれても、オフィは同じ答えを出す。

「王女の身空で騎士になるってんだから業も苦難も上等よ。全部まとめて背負ってやるわ」

　瞠どう目もくしたオースティンは、そのあとすぐ満足気な笑えみを浮かべて言った。

「ならば我わが弟で子しの活かつ躍やくに期待しましょうぞ」
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　密約を交わしてから、およそ一カ月後。

「よし、出来上がり」

《セント・クロワ》の白を基調とした制服に身を包んだオフィは、姿見の前でくるりと回る。高い位置で一つに結ゆってある髪と、女子隊員用のスカートが軽かろやかに揺れた。

　西風と共に春の訪おとずれを告げる水すい仙せんが咲さき始めた今日は、待ちに待った入団式。

　式典が終わればオフィは《セント・クロワ》の従騎士となる。厳密に言えばふた月は仮入団だ。仮入団期間を終えて記き章しようを与えられれば、晴れて正式な一員となる。

　──鏡に映るのは王女ではない、もう一人の自分。

「アシュレイ男だん爵しやく家け長女フローラ。──それが騎士のわたしの名前」

　魔ま法ほうでもかけるように、オフィは鏡の中の自分に強く言い聞かせた。




　大陸でも古い歴史と高水準の文化・経済を誇ほこる、名実相あい伴ともなう大国レーヌグラン。

　豊かで強い国に軍事力は必要不可欠。当然レーヌグラン王国には、国軍にあたる大規模な王立騎士団が存在する。しかしそれとは別に有名な騎士団がもう一つ。

《聖なる黄金の十字架セント・クロワ》。

　神話の時代、邪じや悪あくな竜りゆうを倒たおしたという伝説の聖なる騎士シギスマンドを象徴シンボルに掲かかげた、国王直属の組織だ。

　一隊は二十名足らずと小規模ながら、隊員は選えり抜ぬきの精せい鋭えい揃ぞろいで、騎士学院卒業者の中でも優秀な者しか入れない。君主の警護及およびその手足となって指令を遂すい行こうすることを目的とするが、有事の際には王立騎士団と同様に実戦もこなす、戦せん闘とうに特化した遊ゆう撃げき部隊である。




　入団式は王立騎士団と《セント・クロワ》、両団合同で挙行されるのが慣例だ。

　会場となる宮きゆう殿でんの広場は、前後左右どこを見ても人、人、人。祝辞や訓示を述べるお偉えら方がたや隊長たちは遙はるか彼方かなたで、姿はほぼ豆まめ粒つぶである。

　進行状況などわかるはずもなく、いつの間にやら式典は粛しゆく々しゆくと終わり、解散が言い渡された。

「その白い制服、《セント・クロワ》でしょ？　君、美人な上に優秀なんだね」

「超ちようびっじーん。名前なんていうの？」

　野太い野や郎ろうの呼びかけには応じず、オフィは宮殿に隣りん接せつされた本部へ向かう。

《セント・クロワ》は一番隊から六番隊まであり、各隊は基本、独立して任務にあたる。

　そのため本部の広大な敷しき地ち内ないには宿舎を備えた詰つめ所しよ──一番隊なら一番館と呼ぶ──が隊ごとに設けられているのだ。ちなみに共同施し設せつとして食堂や大浴場もある。

（へー、こうやって間近で見るとそこそこ大きいのね）

　本部内の詰所や他の建物には、やわらかい暖色の石が使われている。

　初見ではまず軍部と結びつかない、物々しさを徹てつ底てい的てきに排はいした外装の理由は、大陸で指折りの美城として知られる、薔ば薇ら色いろの宮殿の景観を損そこなわないためであるとか。

　オフィは配属先の詰所である、五番館へと足を踏ふみ入れる。

（何はともあれまずは隊長に挨あい拶さつしないとだけど、どこにいるのかしら）

　式典終了後は隊長格、正騎士、新隊員の順に退場した。仮に道草を食ったとしても、すでに帰館しているはずだ。

「隊長はどちらに？」

　てっとり早くその辺にいた騎士に愛あい想そよく訊たずねれば、相手の顔がみるみる茹ゆだる。

「に、二階の執しつ務む室しつに……」

「どうもありがとう」

　ぽーっと見み惚とれる相手を置き去りに、オフィは目的地へと大おお股またでずんずん突き進む。

　廊ろうや階段ですれ違ちがうたびに上から下まで凝ぎよう視しされるが、こちとら舐なめるような視線など覚悟の上。気にも留とめない。

（執務室……あ、みっけ）

　壁かべに装そう飾しよく用ようの長ちよう剣けんや槍やりがかけられた白い廊の最さい奥おうに、目当ての部屋はあった。

　だが隊のトップの部屋の前に見張りはいない。不在かとも思ったが在室は確認済みだ。

（アレクシオ・ローウェル。イリス伯はく爵しやく家けの次男、だったわよね）

　王女の義務として、主だった貴族や重要人物の出身と家族構成くらいは把は握あくしている。

　対象の情報を頭の隅すみに置きつつ、オフィはカラメル色の重じゆう厚こうな扉とびらをノックする。

「入れ」

　返ってきたのは短く低い声。失礼しますと断ってオフィは扉を開く。

　書しよ架かや来客用のテーブルと長なが椅い子すが置かれた、整然とした室内。縦に長く切り取られた窓を背に、白い制服姿の男が黒こく檀たんの執務机の前に座していた。

（この人が、隊長……？）

　隊長の証あかしである白マントを羽織ったその男は、落ち着いた雰ふん囲い気きと威い厳げんはあれど、多く見積もっても二十代半ばくらいの青年だ。

　冴さえ冴ざえとした月を思わせる青みがかった銀ぎん髪ぱつ、吊つり気味の瞳は珍めずらしい青あお紫むらさき色いろをしていた。機き嫌げんが悪そうに眉まゆ根ねを寄せているが、その点を差し引いても整った顔立ちをしている。

　黒い革かわ張ばりの椅子に沈しずめていても明めい瞭りような長身といい、服の上からでもわかる引ひき締しまった体たい軀くといい、女性にモテそうだ。

　──その鋭するどすぎる眼光と、おっかないほどの威い圧あつ感かんを引っ込めさえすればの話だけど。

「……お前、誰だれだ？」

「本日よりこちらでお世話になります、従騎士フローラ・アシュレイと申します」

　敬礼しながら、オフィは何度も口に出して練習した偽ぎ名めいを名乗る。

「詰所違いだ。ここはお前の配属先ではあり得ない」

　オフィからあからさまに視線を逸そらし、青年がそっけなく言い捨てる。

　繊せん細さいでかよわい娘むすめなら、冷たい態度に心が折れて回れ右をするところだ。しかしながら生あい憎にくとオフィは、繊細とは真逆の精神の持ち主である。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの青年に、にっこりと可か愛わいらしい余よ裕ゆうの笑え顔がおで言い返す。

「わたしが配属を言い渡されたのは五番隊。隊長殿どのはここが五番館ではないとでも？」

「──まさか、総隊長の遠縁が、お前だと？」

「そのまさかです。以後お見知りおきを」

「────っ」

　青年がものすごい形相で言葉を詰まらせた、まさにそのタイミング。

「たっだいま～。アレク、新人来た～？」

　ノックもなしに執務室の扉が勢いよく開き、底そこ抜ぬけに明るい声が飛んできた。

　振り返った先の戸口に立っていたのは二十歳前後の青年。少し癖くせのある真っ黒な髪と薄うす茶ちや色いろの瞳を持つ美形だが、銀髪の青年とは対照的に親しみやすそうな雰囲気の持ち主だ。

　元気よく乱入してきた黒髪の青年に、銀髪の青年が呆あきれたように声をかける。

「ハル……お前はもっと落ち着いて入ってこられないのか」

「明るく楽しく元気よく、がオレの信条なの。それよかはいこれ、総隊長から預かった」

　目上であるはずの銀髪の青年にくだけた調子で答える黒髪の青年の手には、手紙のようなものが握にぎられている。

　黒髪の青年は銀髪の青年に手紙を放り投げるなり、オフィに近づいてきた。

「ようこそ五番隊へ！　オレはハロルド、ここの副隊長やってま～す」

　なつこい笑顔を浮かべる彼の左ひだり腕うでには黒い腕わん章しよう──副隊長の装備品がついている。

（副隊長のハロルド・クロフォード。この人が、あの叔お父じ様さまの次男か……）

　見えないが、彼は故王弟である王族公こう爵しやくの第二子で、オフィの七つ年上の従兄いとこだ。

　パーティーに参加するのは決まって長男のため、オフィがハロルドを見るのはこれで二度目。最後に見かけたのが彼の父の葬そう儀ぎだったので七年ぶりだ。

「初めまして、フローラ・アシュレイと申します」

　初対面の態ていを取るオフィに、ハロルドはなんら疑念を見せない。

　それもそのはず、類たぐい稀まれな虚弱の姫に面会できるのはごく一部の関係者のみ。つまり従兄といえども、〝第二王女オフィーリア〟の顔を拝んだ試ためしがないのだ。

　おまけにオフィは社交の場に出席するときは、身分設定も姿も毎度変えて紛まぎれ込んでいた。侍じ女じよは優秀で、ちょっとやそっとでバレる中ちゆう途と半はん端ぱな仕事はしない。

「よろしく～。んでそっちにいるのがアレクシオね。ハンパない威圧感のせいで他の騎士からも『恐こわい・強い・やっぱり恐い』ってビビられまくってる、美形なのに残念なうちの隊長。ちなみにオレら同期なんだ」

　乱入者からの散々な紹しよう介かいを、手紙を読んでいて聞いていないのか慣れているのかアレクは口を挟まず、ハロルドは悪びれる様子もなく笑っている。

　その様子から、二人が同期以上の気の置けない友人なのだとすぐにわかった。

「ご紹介ありがとうございます副隊長」

「オレのことはハルでいいって。にしてもフローラ、まじで美人だな～」

「昔からよく言われていました」

「そりゃそんだけの顔ならな。これはアレクにはちとまずい……って!?」

「っ!?」

　会話の途と中ちゆうでハロルドとオフィは言葉に窮きゆうした。というか声が出せなくなった。背後から威圧感どころではない殺気を感じたからだ。

　本能がやばい、と警告する殺気を放出している人物に目をやると。

「……あんのジジバカ殺す」

　呪のろいの言葉を吐はくアレクの目に剣けん吞のんな光が宿っている。あれは本ま気じだ。

「なんて書いてあんのー？」

　アレクの手から抜き取った手紙をハロルドが読み上げる。

「え～となになに。

『今いま頃ごろ、執務室で儂の親しん戚せきと対面しておることじゃろう。

　次代も女王だというのに《セント・クロワ》は慢まん性せい的てきな女子隊員不足。すなわち女性騎士の育成は急務というわけじゃ。ところが困ったことに、フローラは儂のような老人の干ひからびた心に、天が賜たび給たまう恵めぐみの雨のごとき美しい娘でのう。

　腹を空かせた狼どもを遠ざけつつ極ごく上じようの羊を育てられるのは、男としてあるまじき性質を持つお前さんしかおらん。これからは儂の弟子の力を更さらに磨みがいてやってくれ。頼んだぞ。

　～追つい伸しん～直接話すとその場で決けつ闘とうを申し込まれかねん。ゆえに手紙にしたためてみた』

　あっははは、なるほどあのじいさんらし～」

　笑いを隠さないハロルドを睨にらみつけたアレクが、怒いかり爆ばく発はつといった様子で叫さけんだ。

「俺は総隊長に頼まれて親戚とやらの配属は承諾した。したが、そいつが女で、挙句胸むなくそ悪わるくなるほどの美女だなんて聞いていない!!」

（…………はい？）

　美女というのは褒ほめ言葉のはず。にもかかわらず彼の言葉には棘とげしかない。

「アレクよく見てみ。フローラはたしかに別べつ嬪ぴんだが、若いからまだ少女の域だ」

「あれだけの顔だと歳は関係ない！　そもそも女は女が教えればいいだろうが！」

「三番隊かー。あそこは副隊長が自他共に認めるスーパー女好きだから無理だろ～」

「だからって俺に付けるか!?　見ろこの鳥とり肌はだをっ！」

「隊長が弱音を吐くな耐たえろ超こえろ克こく服ふくしろ」

「ひと息で言うな！　生理的に無理なもんは無理だ！」

　ぽんぽんとすごいスピードで交わされる二人の会話には、口を挟む隙がない。

　オフィがあんぐり口を開けて様子を眺ながめていると、それに気づいたハロルドがあっ、と声を上げる。

「えーと。アレクは美女を見ると鳥肌が立って、度を越こえて綺き麗れいだと吐き気をもよおす筋金入りの〝美び女じよ嫌ぎらい〟なんだ」

　オースティンが言い澱よどんだ理由はコレか！

　オフィはアレクをじーっと見る。試しに一分ほど観察してみたが、青紫の瞳は頑かたくななまでにオフィを映そうとはしない。それどころか気分が悪そうに片手で口を覆おおう始末である。

「……ほんとにいるんですね、美女嫌いって」

「男として人生の九割を損してるだろ。ま、フローラの上官には適任かもしんないけど」

　オースティンの「唯一、姫様を守ることができる存在」という言葉。

　美しすぎるオフィに邪よこしまな感情を抱いだかずにいられるのは、男だらけの《セント・クロワ》の中では美女嫌いのアレクくらいかもしれない。それはまあ認める。

「人の性質をとやかく言われたくない！　そもそも自分が美人だと自覚している女にロクな奴やつはいない！」

　──邪な感情の代わりに、悪意に近いものを抱かれているようだが。

「これだけの顔で自覚してない方が問題あると思いますよ」

　顔に笑顔を貼はり付つけ、オフィは努めて穏おだやかに言う。

　内心は相当むかついているが、上官に喧けん嘩か腰ごしになるわけにはいかない。ここは耐える。

「ならご自じ慢まんの顔を活いかして玉たまの輿こしを狙ねらえ。退団届なら出しておいてやる」

「………………。隊長が、美女嫌いでもなんでもかまいませんが」

　口調こそ丁てい寧ねいさを繕つくろいながらも、オフィは怒りに燃える瞳でアレクを射い抜ぬく。

「わたしは誰になんと言われようと、退団する気はまったくありませんので」

「っ！」

　反論されるとは思ってもみなかったのか、面めん喰くらった様子のアレクにオフィは威い風ふう堂どう々どうと、

「絶対に辞やめません。わたしは《セント・クロワ》の正騎士になるんですから！」

　真っ向から、啖たん呵かを切った。
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　波乱の初日を終えた夜。

　自らの離宮、ガリカ宮の私室に戻もどったオフィは部屋着用のドレスに着き替がえた。

　姫君らしく優ゆう雅がに楽器の演奏に興じる──

　わけもなく。愛用の剣をむんずと摑つかみ、ちぐはぐな組み合わせで素す振ぶりを開始した。

「何様のつもりよあの仏頂面男！　いや実際に掛かけ値ねなしに偉えらい隊長様なんだけど！」

　喚わめきつつオフィは剣を上下に振り続ける。

　いかなる剣けん技ぎも基き礎その反復なくして研とぎ澄すますことはできない。剣の道とは地味でつらい鍛錬の積み重ね。師の教えをオフィは毎日、こうして忠実に守っている。

（あの失礼な態度は、思い出すだけで業ごう腹はらだけどッ）

　少なくとも、王女だとは欠片かけらも思われていないということだ。

　高貴なる者らしい威厳や風格は自分にはないのか、と考えれば多少複雑だが。オフィは人生の半分以上を、王女とバレないように過ごしてきた。

　騎士になるため、修しゆ業ぎよう時代に王女とは別の言こと葉ば遣づかいや立ち居振ふる舞まいを覚え、今や自分のものにしている。周りから見ても、不自然さを感じない程度には使いこなせているのだろう。

「あーでもやっぱり腹立つわ！　一発でいいからぶん殴なぐってやりたいっ！」

　仏頂面を苦痛で歪ゆがませ、更には地面に這はいつくばらせればさぞかし爽そう快かいだろう。……なんて不ふ穏おんな妄もう想そうを膨ふくらませたところで、実行に移せやしないんだけど。

　仕方なくオフィは上官への怒りを一振り一振りに込める。今なら岩をも両断できそうだ。

　と、そこへ。

「あらあら、ずいぶんとご機嫌斜ななめのようね？」

「お姉様！」

　実じつ姉しの来訪に、先ほどまでの怒りが霧む散さんする。

　オフィは剣を仕し舞まうと、満面の笑みで姉に駆かけ寄よった。

「どうされたのですか？　お呼びいただきましたら、わたしから伺うかがいましたのに」

「仕事が早く片付いたものだからあなたの顔を見に来たの。お邪じや魔ましてもいいかしら？」

「もちろん！　お姉様でしたらいつでも大歓迎です」

　うきうきと姉を招き入れたオフィは侍女にお茶の用意を頼む。

　ほどなくしてテーブルには二人分のティーセットと、旬しゆんの果物やお菓か子しが並んだ。

（は～、やっぱりお姉様はお茶を飲むだけでも絵になるわぁ）

　第一王女セラフィーネ・ライザ・レーヌグラン。もうじき十九歳になる実姉は、西大陸一の美しさと謳うたわれる絶世の美女だ。

　波打つ金色の長い髪は太陽神に愛されているかのように豪ごう奢しやで、コバルトブルーの瞳の輝かがやきは宝石をしのぎ、肌は磨き抜かれた白はく磁じのよう。

　昔から美しく、賢かしこい姉がオフィは大好きだった。いや、もはや大好きを通り越して、崇すう拝はいの域に達しているかもしれない。

「オフィ、これはわたくしからの入団祝いよ」

　姉が渡してきた小箱の中に収まっていたのは、薔薇の形をした金のネックレスだった。

　花の女王である薔薇はレーヌグランの国花。白を中心に、赤を周しゆう縁えんに配置した半八重の薔薇は『王家の薔薇ロイヤル・ローズ』と呼ばれ、王家の紋もん章しようになっている。

　ネックレスが模かたどる薔薇は、まぎれもなく『ロイヤル・ローズ』。

　選ばれた職人が、王家の人間からの依い頼らいでしか製作を許されない、特別な代しろ物ものだ。

「金は強い力を宿す太陽の石。明るく温かくあなたを守ってくれればと思って」

　天使すらひれ伏ふす姉の思いやりに、オフィの眦まなじりから感かん涙るいがどっと溢あふれる。

「わたしのために嬉しいです……！　ありがとうございます、肌はだ身み離はなさず大切にします」

「それだけ喜んでもらえると贈おくり甲が斐いがあるわね」

　エメラルドの瞳がルビーに変わってしまうわ。セラフィーネに差し出された白い絹のハンカチでオフィは涙なみだを拭ぬぐう。

　涙が流れては拭ふき、のイタチごっこを繰り返すことしばし。オフィの涙の奔ほん流りゆうが収束したのを確認したセラフィーネは、こちらにすっと片方の手を出した。

「さあオフィ、手を出して？」

　穏やかでも有う無むを言わせない要求。来たか、とオフィは緊きん張ちようの面おも持もちで姉に両手を託たくす。

　宝石を鑑かん定ていするかのごとき真しん剣けんな視線が指先から甲こうへと上じよう昇しようしていく。顔に辿たどり着ついたところで、今度は髪の毛先へと下降した。

「爪つめも肌も髪も問題なさそうね。騎士でもあなたはレディ、決してお手入れは怠おこたらないようにね」

「はい、お姉様」

　家いえ柄がら、容姿、教養。どれをとっても超一級、完かん璧ぺきの体現者セラフィーネによる、会うたびに行われる美の査定はオフィといえども緊張する。

「そうだわ、今日ハロルドが報告に来たの。あなたが従妹いとこだとは気づいていないようよ」

「実の姉し妹まいでも、お姉様とわたしは似ていませんもの」

　二人ともまごうかたなき美人だが系統が異なる。というか系統以前に、己おのれの美び貌ぼうを自覚しているオフィから見ても、セラフィーネの美しさは別次元なのだ。

　その神話的な美貌と比ひ較かくが可能なのは天使や女め神がみ、あるいは大自然が織りなす奇き跡せきの絶景くらいか。

「気づいていないおかげで色々と面おも白しろおかしく話してくれたわ。オフィ、あなた騎士にも恐おそれられるあのアレクシオに啖呵を切ったんですって？」

　あの天てん真しん爛らん漫まん副隊長め、よけいなことを。オフィは腹の中でハロルドに毒づく。

「……仏頂面隊長の態度があんまりだったので、わたしもついカッとなってしまって」

「アレクシオの性質を考えると、状じよう況きようはだいたい想像がつくけれど。でもね、彼が職務に忠実で優秀なのは間違いなくてよ？」

（お姉様が、褒めたっ……!!）

　十年前に最愛の夫を、七年前に実じつ弟ていを次々に亡なくした精神的ショックと、積み重なっていた心労により、現女王である母は体調を崩くずした。その母に代わって三年前から王代理として政務を取り仕切るセラフィーネは、頭ず脳のう明めい晰せきな切れ者。

　自分に厳しいぶん、他人にも厳しい。そんな姉が『優秀』と、手放しに近い評価をするのは己が真に認めた人間だけだ。

「お姉様、アレクシオ・ローウェルについて教えてください」

「あら、急にどうしたの？」

「お姉様が褒める人物なんてそうはいませんので、少し興味が湧わきました。今後喧嘩するにあたっての参考になるかもしれませんし」

「喧嘩が前提なのは気になるところだけれど、いいでしょう」

　セラフィーネは紅茶を一口含んでから、ティーカップをソーサーに戻す。

「アレクシオは伝統産業の織おり物もの業ぎようで莫ばく大だいな財を築いた、名門イリス伯爵家の次男で二十三歳。騎士学院在学中から《セント・クロワ》入りを打だ診しんされるも、彼は国境警備隊を志願していたためこれを固こ辞じ。卒業後は国境での任務に就いたわ」

　立て板に水のごとく口にするセラフィーネだが、書類などは持っていない。

　次の王たるセラフィーネはオフィと違い、国内の貴族や重要人物の詳くわしい経歴から派は閥ばつ、縁えん者じや筋すじの事情までも把握しているのだ。

　まさに歩く書庫。さすがわたしの自慢のお姉様♡

「南で国境を接するソラール帝てい国こくと、レーヌグランがどういう間あいだ柄がらかは知っているわね？」

「国交はあるものの昔から領土を奪い奪われ、戦争と休戦を繰り返してきた、と」

「そのとおり。だから最前線の国境では小こ競ぜり合あいが日にち常じよう茶さ飯はん事じで緊張状態にある。そんな状況の中、二年前に小競り合いがあわや開戦となる寸前までこじれた」

「覚えています。しかしそれも、数日という短期間で決着がついたんですよね」

「その立役者となったのが、当時国境警備隊副隊長だったアレクシオなの。ちょうどその頃に《セント・クロワ》前五番隊長が引退することになって」

　母の時代に叙任された隊長たちは、壮そう年ねんを過ぎた者が多かった。それに譲じよう位いは間近という背景も合わさり、ここ一・二年で《セント・クロワ》は隊長の世代交代が行われている。

　最年長であるオースティンは化け物ゆえに、引退など現在進行形で無む縁えんだが。

「候補には当時五番隊副隊長だったハロルドに、アレクシオその他数名の名が挙がったわ」

「順当に考えれば、同隊のハロルドが昇しよう格かくするものでは？」

「そのハロルドが『実績でも実力でも、アレクより隊長にふさわしい奴いねぇし』と彼を推挙してね。それで結局、一年前にアレクシオを隊長に叙任したというわけ」

「へぇ、お話を聞く限り、彼は最前線一筋に思えましたが……」

「だから断れば美女と毎週お見合いさせると言って、首を縦に振らせたのよ」

　……美女嫌いには何にも勝る苦痛だ。

　お姉様ったら、相手の痛い腹を的確に突つく容よう赦しやのなさもまた素敵だわ。

「それにしても鞍くら替がえの青年が隊長に立つなんて、隊内で反発が起きそうなものですけど」

「初めはよそ者扱あつかいの嫌がらせはあったみたいね。それがある日、年長の隊員がとうとう実力行使に及んだ。──そのときのアレクシオの迎げい撃げきは語り草になっているそうよ」

　目には目を、歯には歯を。力には力をでもって、アレクは屈強な隊員を掌しよう握あくした。

　騎士をして『恐い・強い・やっぱり恐い』と言わしめるゆえんの一つは、その逸いつ話わからも来ているのだとセラフィーネは言う。

「どう？　情報を得たことで心境の変化はあったかしら？」

「若くして社会的な地位を持つ名門出身のエリート騎士。これだけの好条件も、おっかない威圧感と眼光のせいで、台無しなのが残念というかなんというか」

　現役の騎士さえ竦む原因を目まの当あたりにして、なお怯ひるまない太い神経を持つご婦人はそういまい。

「騎士に必要なものとはいえ、それを言われてしまうと返す言葉がないわ」

「ひとまず実力は折り紙付きだとわかりました。──俄が然ぜんやる気が出ますね」

　不敵に笑うオフィに、セラフィーネは苦笑を漏もらす。

「あなたは逆境に燃えるタチで困るわ。くれぐれも無茶だけはしないでちょうだいね？」

「わかっています。見ていてくださいお姉様、必ずや立派な騎士になってみせますから」

「……ねえ、オフィ」

　呼びかけるセラフィーネの声には何か、切に願うような響ひびきが感じられた。

「あなたは若く美しい。それに誰にも後ろ指を指されないだけの作法も身につけているわ」

　セラフィーネは礼れい儀ぎ作法の試験と称しようし、これまでに何度となく夜会や舞ぶ踏とう会かいに変装させたオフィを紛れ込ませては、その様子をつぶさに観察していたのだ。

「今や健康にも問題はなくなった。何よりあなたはもう、あえて秘さずとも、自らの意思で〝秘密〟を守れる。──わたくしの本音は大切な妹を騎士ではなく、王女として表おもて舞ぶ台たいに立たせたい」

「お姉様……」

　オフィは自らの左胸にそっと手を添そえる。

「だから最後に、もう一度だけ問うわ──考えを改める気はない？」

　姉の美しい宝石のような瞳には、妹の身を案じる色がありありと浮かんでいる。

　心配をかけたくない。だけど騎士を諦あきらめることはできない。

　誰に強要されたわけでもない、自分が選んだ道だから。

「ごめんなさい、ありません」

　迷いのない答えに、セラフィーネは「つまらないことを聞いたわね」と言って笑った。







　この続きは５月配信予定の『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき』にてお楽しみください


(C)Aki Kawase 2018
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